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　女め神がみ女じよ媧かは、創世神盤ばん古この身体からだから成った世界を愛し、度たび々たび、天界から地上に降りては山々や川、草木や花などを眺ながめ、鳥や獣けもの、虫と戯たわむれた。

　ある日、女媧は黄こう河がの河かわ面もに映ったおのれの姿を見て、自分の姿に似た、新たな生きものを作ろうと思い立った。それは、単なる創造的な意い欲よくからだったかもしれないし、知的な好こう奇き心しんからだったかもしれない。

　女媧は黄河の底の泥どろをすくって多くの形かた代しろを作り、おのれの息を吹ふきかけて命を与あたえた。彼女はそれらを「人」と名づけた。

　最初、女媧は人が滅ほろぶも栄さかえるも森しん羅ら万ばん象しようの営みに任せるつもりだった。共きよう工こうを始めとして神々の中には、女媧が新たな命を作ったことを喜ばないものもいたからである。

　しかし、人の生き様を見るうちに、女媧は人に愛着を覚えるようになる。人は、地上に生きるどの生きものよりも、豊かな心を持っていた。自分と同じように、盤古神の身体から成った地上世界を美しいと感じる人の心が愛いとしかった。

　いつしか、女媧は、人を守り、地上に在り続けさせたいと考えるようになった。人の中には、欲よくのために知ち恵えを間ま違ちがった方向に使う者もいたが、心ある人は、いつかその誤りに気づき、自らを自然の理ことわりに則のつとった存在にまで高めてくれるだろうと信じた。



    

  
    
      　一　陰陽は巡り






　赤黒い夕日を背に、何千騎きという鎧よろい武む者しやが章しよう玄げんに向かって駆かけて来た。

　また、あの夢が訪おとずれたのだ。自分は王都近くの廃はい屋おくにいて、壁かべを背にまどろんでいる。背には土つち壁かべの硬かたさも、尻しりには粗そ末まつな麻あさの敷しき物ものも感じていた。

　浅い眠ねむりの中で、夢を見ているのだとわかっていたが、実際に戦場にいる時のような恐きよう怖ふが章玄を襲おそう。

　夢の中で、章玄は矛ぼうを持った歩兵になっていた。

　迫せまる騎馬武者は味方兵と交こう錯さくし、互たがいに斬きり合い、落馬した将の首を他ほかの歩兵が切り取った。首を取った兵が歓かん喜きの声を上げる。しかし、その歩兵もまた矢に倒たおれ、彼の頭を馬の蹄ひづめが踏ふむ。

　緑豊かな平原は血に染まり、累るい々るいと屍しかばねばかりが数を増やしていく。

　章玄はおののきながら、なすすべもなくその光景を見守っていた。早くこの場を逃のがれたかったが、身体は金かな縛しばりにあったように動かず、目は殺し合う人間たちに釘くぎ付づけになっていた。

　血ち塗ぬられた剣けんを持った武者が、悪あつ鬼きのような形相で章玄に迫った。恐怖に息を呑のみ、章玄は尻しり込ごみしながら矛を構える。震ふるえる手で突つき出した矛は武者の剣にはねのけられ、その剣が章玄の胸を貫つらぬいた。

　熱い痛みが胸から脳天にまで突き抜ぬけた。章玄は血を噴ふいてドッと地に伏ふす。呼吸もままならず、章玄は苦しみもだえた。

　次し第だいに目の前が暗くなっていった。夢の中で、章玄は死んだ。

　ふと、光景が変わった。

　暗い空に唸うなるような轟ごう音おんが響ひびき渡わたる。背後は火の海だった。

　その夢の中では、章玄は幼い子どもだった。母親に手を引かれ、大勢の他の人間と一いつ緒しよに、迫る炎ほのおから逃れようと必死で走っていた。

　上空を、空飛ぶ乗り物が飛んでいた。その乗り物から、大きな流線形の弾たまがバラバラと落とされた。弾は章玄と母の行く手に落ちると同時に火を噴いた。炎は一気に章玄の足元にまで燃え広がった。母が、悲鳴を上げながら章玄を抱だきかかえる。衣服にも髪かみにも火が燃え移り、母は章玄を抱かかえたまま、炎の中に倒れ込んだ。刺さすような熱さに身もだえ、やがて章玄は母の腕うでの中で息絶えた。

　また光景が変わった。

　眼前に広がるのは、果てしなく続く焦しよう土どだった。その夢では、章玄はたった一人で歩いていた。皮ひ膚ふは焼けて溶とけ、ぼろぼろの衣ころものように垂れ下がっていた。ひどく喉のどが渇かわいていた。しかしどこにも水はない。

　ひたすら歩き、とうとう力ちから尽つきて章玄は焦こげた大地に膝ひざをついた。渇きは治まっていたが、代わりに吐はき気と目め眩まいが襲ってきた。ゆっくりと地面に身を横たえる。

　章玄が最さい期ごに見たのは、地平の彼方かなたに、いくつも湧わき出る巨きよ大だいなきのこ雲だった。

　そこで章玄は、ようやく夢から解放された。徐じよ々じよに覚かく醒せいし、廃屋の窓や戸口の輪りん郭かくがぼんやりと目に映る。同時に、身体の自由が利きくようになった。

（ここしばらく、この夢を見なかったが……）

　額の汗あせを指先で拭ぬぐおうとして、章玄は痛みに顔をしかめた。呪じゆ詛そのかかった水を浴びたせいで、顔の右半分が赤くただれていた。傷の痛みが、この夢を喚よんだのかもしれない。

　この夢は、幼い頃ころから度たび々たび見ていた。夢の中で、章玄は何度も死ぬ。夢であるにもかかわらず、痛みも苦しみも、現実と同じように生々しかった。

　夢の中の自分は、人間ではないこともあった。棲すみ処かを失って餓うえて死ぬ妖あやかしであったり、人間に乱らん獲かくされ、滅びゆく鳥の最後の一羽わであったりした。

　この悪夢が、占せん術じゆつの才ゆえに占みえる地上の未来の姿だと知ったのは、占術を学び始めてしばらく経たった頃のことだった。

　夢は、いつも巨大なきのこ雲で終わる。果てしなく続く焦土には、生きるものの気配はない。

　人間は、妖も獣も鳥も、草木もすべて滅ぼし、おそらく自らも死に絶えたのだろう。だから、きのこ雲の夢には続きがない。

（未来は変わらぬのか……）

　章玄の身体の芯しんには、夢で味わった死の苦痛が残っていた。

　共工が蘇よみがえれば、地上の未来は変わると思った。けれど、何年かぶりに見た悪夢の結末は同じだった。共工が完全な身体を手に入れていないためかもしれない。術を繰くり出す共工の右手は、舜しゆんが作った炎えん紋もんの呪具の中だ。

「共工の右手を取り戻もどさねばならぬ」

　悪夢から逃れるためには、それ以外に方法がない。

　章玄は立ち上がった。廃屋の戸を開けると、抜けるような青空の彼方に、おびただしい数の鳥の影かげが目に入った。

　章玄は、現在起こっているできごとを知る千里眼の術に長たけている。目を凝こらさずとも、彼には、それらの鳥の影が崑こん崙ろんからやってきた神々であることがわかっていた。

　黄河北岸の大平原では、共工率いる叛はん乱らん軍と崑崙の神々との戦いが始まろうとしていた。



　　　　



「炅けいが……、共工の中で、炅が生きている……」

　晄こうは呆ぼう然ぜんとして、共工の華きや奢しやな右手を見つめた。

『炅が生きている!?』

　晄を乗せている駮はくの姿の煒い白はくと、人ひと形がたで光の槍やりを構えている鳳ほうが愕がく然ぜんと共工を振ふり向いた。楓ふう牙がと累るい焔えんも、彼らを乗せている二頭の水すい馬ばも瞠どう目もくして共工を凝ぎよう視しする。

　共工の右手は微かすかに震え、手の平から生み出された水の蛇へびは渦うず巻まいたまま離はなれようとしない。

　彼の右手は炅のものだ。本来、共工の右手となるべき気が呪具に封ふうじられているため、共工は、取り込んだ炅の身体で補っていた。

　共工は苦しげに眉まゆをひそめていた。炅は、共工に取り込まれてもなお、彼の身体の中で生き存ながらえ、水の蛇を撃うたせまいとして共工の手を支配しているのだ。

　盟主の異変に気づいたのか、共工の後ろに控ひかえる神々や妖の軍団の間に動どう揺ようが走る。

　──晄、僕ごと共工を……炎えん招しよう戈かで……。

　晄の耳に炅の声が届いた。彼の声もまた苦しそうだった。共工の中で炅の意識と水神の力が争っているのだ。

　晄の背後、黄河北岸の大平原の西側に、崑崙から遣つかわされた数多あまたの神々が、鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちよう、天馬に乗って舞まい降り、晄たちを挟はさんで共工軍と対たい峙じする。

（俺は……どうすれば……）

　炎招戈を握にぎる晄の手が、ガタガタと震え始めた。

　今、炎招戈の炎を喚んで共工を滅ぼせば、炅も死ぬ。汪おう李りがいないため、晄だけでなく楓牙も累焔も、煒白も鳳も炎に巻き込まれて死ぬ。

　炎招戈の炎を喚ばなければ、炅は力尽き、共工の右手から水の蛇が放たれて、晄も楓牙たちも死ぬ。そして神々の戦いくさが始まり、太古、天が割れた時のように、地上は洪こう水ずいと業ごう火かに見み舞まわれ、大勢の人間が死んでしまうのだ。

　どちらにしても晄たちの命はなく、犠ぎ牲せいが少ないのはどちらか、言うまでもない。炅にもそれがわかっているから、自分ごと共工を滅ほろぼせと言っているのだ。

　──早く……、もう……共工を抑おさえきれない……。

　炅の声が小さくなっていく。

「俺は……」

　晄は炎招戈を握り直した。けれど、どうしても炎を喚ぶことができない。頭の芯が熱く、心臓の音が耳みみ障ざわりなほど激しく打っていた。

『甘いな』

　共工の唇くちびるの端はしが笑えみの形に吊つり上がった。右手の震えが治まっている。晄が逡しゆん巡じゆんしている間に、共工は内在する炅の意思を追いやってしまったのだ。

『死ね』

　共工が、水の蛇を放とうとしたその直前、

　──晄、逃にげて!!

　彼の右手が天を向いた。同時に、手の平から水の蛇が飛び出す。しかし、天に向かって放たれた水の蛇は、中空で旋せん回かいした。炅は力尽き、共工が水の蛇を操あやつっているのだ。大いなる水神の力に、河か伯はくの加護は通用しない。

「煒白、退ひけ！」

　楓牙が叫さけんだ。瞬しゆん時じに、鳳が煒白に跳とび乗り、晄に覆おおいかぶさる。

　煒白はザッと黄土を蹴けり、共工に背を向けると、神しん妖ようの脚きやく力りよくで崑崙の神々の陣じん営えいへ駆かけた。楓牙と累焔も水馬に跳び乗り、晄の後に続く。

　その時、シュッと目にも留まらない速さで、黄河の方角から数匹ひきの小こ化か蛇だが飛んで来た。小化蛇たちは、晄に迫せまる水の蛇に突とつ進しんする。

　ドン！　と大地を揺ゆるがす轟音を発して、中空で水の蛇が砕くだけた。

　それが合図になった。

　共工軍から、四し凶きようと呼ばれる渾こん沌とん、饕とう餮てつ、窮きゆう奇き、檮とう杌こつらの神々や数多の妖が飛び出した。

　その様子を知って、崑崙軍からも、天馬に乗った神々や鳳皇や鸞鳥たちが飛び立つ。

「待って！　お願い、戦はしないで!!」

　晄は叫んだが、その声が神々や妖に届くはずもなく、届いたところで両軍が戦いを止めるはずもない。

　共工の最終目的は、地上から人間を殲せん滅めつすることだ。そのために共工は、人間を擁よう護ごする女媧から天界の支配権を奪うばおうとしている。晄が共工の暴挙を止められなければ、崑崙の神々が応戦するしかないのだ。

　煒白に乗って駆け続ける晄の両りよう脇わきや頭上を、何万という数の神々や妖が通り過ぎた。

　なすすべもなく、晄は全身に鳥とり肌はだを立てて神々の姿を目で追う。

　それまで晄がいた場所では、駮たちが四凶と組み合っていた。天馬に乗った神々が、共工の陣じんに矢を射かける。鳳皇の翼つばさからは閃せん光こうが放たれ、鸞鳥の翼から光の粒つぶがまき散らされた。風ふう伯はくが起こしたものだろうか、風が黄土を巻き上げ、その間を稲いな妻ずまが走る。

　とうとう、神々の戦いが始まってしまったのだ。

「俺のせいだ……。俺が共工を滅ぼさなかったから……」

　晄はうつむき、手た綱づなを握り締しめる。

『何言ってんだ。汪李もいねえのに、お前に炎招戈を撃たせられるか』

　鳳は少し怒おこっていた。

　煒白が少しずつ歩を緩ゆるめ、やがて止まった。楓牙と累焔を乗せた水馬も、煒白に倣ならって歩みを止める。

　晄が顔を上げると、見知った神が二人、前方に立っていた。晄を待っていたのかもしれない。

　一人は、癖くせのない黒くろ髪かみを一つに結ゆわえ、漆しつ黒こくの鎧よろいに身を包んだ美女だった。戦いの女め神がみ、九きゆう天てん玄げん女じよである。彼女は大刀の柄つかに手をかけ、灰色の鋭するどい眼めを晄に注いでいた。

　もう一人は、凜り々りしさと艶えん麗れいさを兼かね備えた青年の姿をした男神だ。炎の色をした髪かみを背に流し、髪と同じ色の大きな眼を、濃こい睫まつ毛げがくっきりと縁ふち取どっている。

「お願い、戦は止やめて！　共工と戦わないで!!」

　晄は煒白から飛び下りると、その男神──火神祝しゆく融ゆうに取りすがった。古いにしえの戦で天が割れたのは、彼と共工とが戦い、共工が天を支える不ふ周しゆう山ざんにぶつかったためだと言い伝えられているからだ。

『化蛇はどうしたのだ？　なぜ炎招戈の使い手のそばにいない』

　祝融は険しい表情で、晄を見下ろす。

「士し烈れつ──鳴めい蛇だ王と決着をつけに行ったまま、まだ戻って来ないんだ」

『しょうのない。黄こう帝ていが炎招戈を作ったのは、祝融殿と共工を戦わせないためだったのに』

　そう呟つぶやいたのは九天玄女である。

『祝融殿の炎でも、共工を滅ぼすことができないから、炎招戈の使い手と化蛇に託たくしたってこと、化蛇は忘れてしまったのかしら。晄、あなたもあなたよ。化蛇がいないのに炎招戈の炎を喚よんだら、あなたも炎に巻き込まれて死んじゃうのよ』

「それでもいいと思って……。神々の戦が止められるなら、人間が滅びずに済むなら……。でも、共工の中に炅がいて、それで、俺、炎招戈の炎を喚べなくて……」

　そこまで言って、晄は声を詰つまらせた。

　汪李が戻って来ないことの不安と、炅が生きていたことの驚おどろきと、神々の戦を止められなかった悔くいとがない交ぜになって、一気に溢あふれ出ていた。

『炅とは、共工の気に憑つかれていたもう一人の少年のことか？　共工に取り込まれたという報告は聞いていたが、生きていたのか』

　祝融は、敵軍の陣営で采さい配はいを振るう共工に目を凝らす。

『戦のことは心配しないで。この辺りは黄河が増水する度たびに水すい没ぼつするので、人は住んでいないし、西せい王おう母ぼ様や黄帝からも、くれぐれも人間に戦せん禍かが及およばないようにと、厳しく言いつかっているわ』

　九天玄女は言った。

　西王母は、崑崙で天界の女媧と連れん絡らくを取りながら、崑崙に残った神々に目を配っているという。崑崙に住んでいながら密ひそかに共工に味方する神もいて、崑崙が手て薄うすになった今、それらのものが天てん墉よう城じよう──崑崙の神々の城──を乗っ取る恐おそれがあるからだそうだ。

　黄帝は地上に降りたがったが、西王母に『もと人間に何ができる！　ここに残っておれ！』と叱しかられて、泣く泣く天墉城に留とどまっているとのことだった。

『けれど、共工たちをこの大平原に留めておくことは難しいかもしれないわね。共工は海を背にしているでしょう。海神は共工の味方なのよ。下手へたに追い詰めれば、海から人間の住む街へ布ふ陣じんし直して、人間を盾たてにして攻せめて来るでしょう』

　戦いの女神は、共工軍の陣じん形けいに目をやる。

「その前に、俺が共工を滅ぼすよ……。汪李が間に合わなくても、今度こそ……」

　晄は唇を噛かみしめ、炎招戈の柄を握る。

「共工の中で、炅はどうなっているのだ？」

　晄の背後に控えていた楓牙が尋たずねた。

『私は人間に取り憑いたことがないのでよくわからないが、おそらく炅の身体からだの上を、共工の気が覆っているのだと思う。炅が右手を動かせたところを見ると、炅の意識──魂たましいは、共工に喰くわれず、そのまま残っているのではないか？』

　祝融は言った。

「では、共工の気を散らせば、炅を救い出すことができるな」

『理論上はそうだが、実際には無理だ。共工の気を散らすには、私が炎で焼くか、晄が炎招戈で斬きるぐらいのことをしなくてはならない。共工の気が散る前に、炅が死んでしまう』

「妖あやかしは斬れるが、人間は斬れない剣けんを持っている。共工の核かくもそれで斬ることができた。滅ぼすまでには至らなかったが──」

　楓牙の言葉に、晄はハッと顔を上げた。

「そうか、伊い尹いんの三み振ふりの宝ほう剣けんなら──」

『伊尹とは、湯とう王の腹心の呪じゆ術じゆつ師しだった男のことか？』

　祝融は晄に視線を戻もどす。

「うん。俺に憑いていた共工の気は、楓牙がその宝剣で祓はらったんだ」

『そんな剣があるの？』

　九天玄女に言われ、楓牙は剣帯から柄の一つを抜ぬいた。途と端たんに、刃やいばから太陽のような眩まぶしい光が発せられた。光が強すぎて刃の太さも形もわからない。

「宵しよう練れんという。これで陽よう甲こう王に憑いていた共工を斬った」

『ちょっと貸して』

　九天玄女が、楓牙の手から宵練を取った。すると、途端に刃から光が消える。

『残念。これ、楓牙王子にしか使えないのね』

「晄殿が炎えん招しよう戈かを手にした時も、河伯の使い──隗かい昭しよう明めい様が現れたとのことでございますが、楓牙様に、伊尹の三振りの宝剣を手に入れるよう仰おつしやったのも、昭明様なのでございます。おそらく、河伯の力が働いているのでございましょう」

　累焔が言った。

「これならば、炅を傷つけずに共工の気を散らせるかもしれない」

　楓牙は九天玄女から宵練を受け取った。楓牙が柄を握にぎると剣は再び光を取り戻す。

『人の身で共工に挑いどむつもりか。人間に憑いていた時とは異なり、共工はおのれの気を得て、本来の力を戻しているのだぞ』

　祝融が瞠どう目もくした。

「わかっている。だが、炅を見殺しにはできん。晄が炅を救いたいと望んでいるのだ。私も、せめて炅だけは──」

　刃を見つめる楓牙の表情に微かすかな翳かげりが走った。

　──兄上を救えなかった償つぐないに……。

　彼が呑のみ込んだその言葉が、晄には聴こえていた。

「お願い、炅が傷つかないように、今は防戦に留めておいて」

　祝融と九天玄女にそう頼たのみ、晄は煒白に乗った。晄の後ろに鳳が跳とび乗る。

「人間に味方してくれること、私の身を案じてくれたことに感謝する」

　二人の神に一礼し、楓牙も水すい馬ばに乗った。彼に続いて、累焔も騎き乗じようする。

「悪いが、もう一働きしてもらいたい」

　楓牙が水馬の首を叩たたくと、

　──存分にお使いください。水でできた私たちは、大たい抵ていのことでは滅ほろびませんから。

　水馬は快く応じた。

「行こう」

　晄たちは手綱を握り、神々の戦いの場へ馬を駆かけさせた。

　残された二人の神は、遠ざかる彼らの背を黙だまって見送る。

『女媧が、人間を害する神や妖を罰ばつしてまで、人間を守ろうとする気持ちがわかるな』

　ふと祝融が呟いた。

　九天玄女は『そうね』と、うなずき、

『加勢に行くわ。いくら威い力りよくのある剣を持っていても、化か蛇だの王なしでは、共工に敵かなうわけないもの』

　彼女は地を蹴けり、晄たちを追って空へ飛び立つ。

　祝融はその場に留まった。火神である彼の炎と水神共工の操あやつる水は、力が拮きつ抗こうしている。彼と共工が戦えば、太古の戦いくさと同じく、地上を炎と洪こう水ずいとで侵おかし、壊かい滅めつ的な被ひ害がいを与あたえるからだ。

　祝融の炎ほのおを消せるのは、化蛇の王の雨しかない。

　禹う王や湯王が共工と戦った時、祝融の炎から人間を守ったのは、化蛇の王の雨だった。化蛇の王がいない場で、共工と戦うことはできない。

『なぜ来ない。化蛇──』

　祝融は、神々の戦場に身を投じようとしている人間たちを見つめ、拳こぶしを握り締しめた。



　　　　



　汪李の背後で、ザッと水みず飛沫しぶきを上げ、牙きばを剥むいた黒こく龍りゆうが跳はね上がった。

　王都の南東数百里に位置する、狼ろう窩か山の北ほく麓ろくである。

　人ひと形がたの汪李は、背に翼つばさを生やし、宙に浮ういていた。その右手は、半ばまで士烈の胸に埋うまっている。

　士烈もまた人形で翼を生やし、汪李の右手首を押さえていた。もう片方の手を汪李の腰こしに回して抱だき寄せる。

　二人の足元には、沂ぎ水すいの清流が流れていた。

　汪李の右手の爪つめは士烈の心臓を握り潰つぶす寸前だったが、手首をきつく握られ、指に力が入らない。

　汪李は、左手で士烈の肩かたを押し、彼から逃のがれようと身をよじった。しかし、深々と胸に爪が刺ささっているにもかかわらず、士烈の膂りよ力りよくは衰おとろえていなかった。爪がさらにめり込むのも構わず、士烈は汪李を一層強く抱きしめる。

　士烈はおのれの命と引き替かえに、黒龍に汪李を討うたせようとしているのだ。

　汪李は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼり、士烈の胸にめり込んでいる右手の指を曲げた。爪の先が、彼の心臓を裂さく感かん触しよくがあった。

　それでも、士烈の力は弛ゆるまなかった。

　汪李の背中に熱い衝しよう撃げきが走った。黒龍が背中に喰らいついたのだ。

　三尺ほどの小さな黒龍だが、呪じゆ詛そがかかったその牙は、化蛇の鱗うろこをも食い破る。

　黒龍に呪詛をかけたのは戦神蚩し尤ゆうの生き残りである。

　遥はるか昔、蚩尤一族は、黄帝と戦って敗れ、処しよ刑けいされた。蚩尤の末まつ裔えいである三さん苗びよう族は共工に従い、鳴めい蛇だとともに初代炎招戈の使い手である禹と戦った。

　汪李が禹に従ったのは、その戦の最中である。

　化蛇の力を得た禹は、三苗族を滅ぼし、王は戦死した。士烈に人形を与えたのは、死に瀕ひんした三苗族の王である。

　その三苗族最後の王の墓標の気を吸って、黒龍は化蛇の鱗を食い破る力を得たのだ。

　メリメリと、黒龍の牙が汪李の背中から胸に向かって喰い進んだ。

『ぐ──』

　汪李の、食いしばった歯の間から、声が漏もれる。

　黒龍の牙に込められた、戦神蚩尤の怨うらみと、国を失った三苗族の悲しみ、化蛇に裏切られた鳴蛇の怒いかりが伝わっていた。黒龍が、おのれに溜たまった呪詛を吐はき出しながら汪李の身体からだを喰っているのだ。

　士烈に抱きすくめられたまま、汪李は震ふるえる左手を背に回し、爪で黒龍の腹を突つき刺した。黒龍の身体が汪李の体内で痙けい攣れんする。やがて黒龍が動かなくなると、汪李はその尾おをつかみ、ズルズルと引き抜く。怖おぞ気け立だつような感触と痛みが全身に広がり、汪李は顔を歪ゆがめた。大量の血が、背から溢あふれ、足を伝わってボトボトと川に落ちる。

　ようやく引き抜いた黒龍を、汪李は川に放ほうった。それが限界だった。

　翼から力が抜け、身体が傾かたむいた。士烈が汪李を水に入れまいとして、大きく一つ翼を羽ばたかせる。

　ザン──と、汪李は士烈もろともに、背中から川岸の砂地に倒たおれ込んだ。

　乾かわいた砂が、血を吸って赤く染まっていく。

『放せ』

　汪李は荒あらい息をつきながら、掠かすれた声で言った。一刻も早く、晄の所へ行きたかった。

　しかし、士烈の左手は未いまだ汪李の手首をつかみ、右みぎ腕うでは汪李の腰をきつく抱いている。

『……放さぬ。……お前はここで……私と死ぬのだ』

　汪李の肩に頭をもたれさせ、彼は途と切ぎれ途切れに囁ささやいた。

　右手の爪の先に、士烈の鼓こ動どうが伝わっていた。それはひどくゆっくりとしていて弱かった。

　もう助からないことは、明らかだった。

　汪李の背に空いた穴は、心臓までは届いていなかったが、片肺は機能せず、黒龍の吐いた呪詛が全身を蝕むしばんでいる。

　自分自身も長くは保もたないと、汪李は漠ばく然ぜんと感じていた。

『……今いま頃ごろは、神々の戦が始まっているだろう。化蛇の王がいなければ……我々の勝ちだ』

　士烈の顔は見えなかったが、彼の浅い呼吸の中には笑えみが含ふくまれていた。

『そうはいくか──！』

　汪李は、唯ゆい一いつ自由の利きく左手で、士烈を除のけようとした。しかし、大量の血を失い、呼吸もままならない身体には、その力が残っていなかった。

　一方、士烈の鼓動は弱まっていくばかりだったが、汪李を抱く腕うでの力は弛まない。

『炎えん招しよう戈かの使い手に……お前は渡わたさない……』

『それがお前の望みか』

『……そうだ』

　士烈は微かにうなずいた。

『七百年前……お前が禹に従った時からずっと決めていた。死ぬ時には、お前と刺し違ちがえて、ともに逝ゆこうと……』

　対ついの存在である化蛇の王と鳴蛇の王は、時を同じくして生まれ、寿じゆ命みようが尽つきるのもほぼ同時だ。どちらかが死ねば、陰いん陽ようの均きん衡こうを保とうとして、もう片方が死ぬように定められているのかもしれない。

　化蛇と鳴蛇が敵対している今も、その理ことわりは変わらないのだろう。ともに逝こうと言う彼の言葉に、汪李は心の奥底で強く惹ひかれた。

（だが、我が行かねば──）

　汪李がいなければ、晄は炎招戈の炎を喚よぶことができない。共工を滅ぼすことも、晄が望んでいる誰だれもが幸せに笑って暮らせる国を作ることもできなくなる。



『放せ。我はここで死ぬつもりはない』

　理に抗あらがい、汪李はなおも士烈から逃れようともがいた。

『お前は私を裏切った……。私が、唯一生き存ながらえて欲しいと思った人間……三苗族の王も殺した。最さい期ごの望みぐらい……叶かなえてくれてもいいだろう？』

　士烈の囁きが、汪李の胸に刺さる。

　彼の鼓動はかなり小さくなっていた。

　王の死を悟さとったのか、鳴蛇の気配が近づいていた。それを阻はばもうとする小化蛇の気配もある。

　鳴蛇は熱風を吐くことを止やめていた。真夏のような暑さが去り、大気は穏おだやかな暖かさを徐じよ々じよに取り戻もどしていく。

『……秋が来たな……。化蛇の王……』

　唐とう突とつに士烈は言った。今は春だ。朦もう朧ろうとした意識の中で、気温が下がっていくのを感じ、秋の夢を見ているのだろうか。

『……色づいた楓かえでを見に行こう……。長ちよう江こうを遡さかのぼって巫ふ山ざんのふもとまで……』

　彼の鼓動が途切れがちになった。

　汪李の脳のう裏りに、切り立った山のふもとを彩いろどる楓の光景が映る。遥かな過去、共工が叛はん乱らんを起こす前は、そうやって九州の河か川せんを泳ぎながら、四季の移ろいを楽しんでいたことを思い起こした。

『私と……一いつ緒しよに……』

　その言葉を最後に、士烈の心臓は動きを止めた。

『士烈？』

　思わず呼びかけた。当然のことだが、返事はない。

　熱かった彼の身体が、ゆっくりと冷えていく。膨ぼう大だいな量の陽の気が少しずつ消えていくのが、手に取るように感じられた。

　陰に属する化か蛇だは寒さに強い。けれど今、汪李は初めて凍こごえるという感覚を知った。

　心の有り様とは別に、ともに在ることが自然なのだと──、彼がいなければ、自分は凍えてしまうのだと──、彼と自分とは対の存在だったのだと、あらためて思い知らされた。

　目の奥が熱く、息が苦しかった。禹が死んだ時、また成せい湯とうが死んだ時と同じ、あるいはそれ以上の感情が突き上がってくる。

（何を嘆なげく……。七百年前に、覚かく悟ごしていたことではないか……）

　裏切ったのは自分だ。

　どちらかが死ぬまで、戦いは終わらないとわかっていた。だから、殺すつもりで彼の心臓を握にぎり潰つぶした。それでも、意志とは裏腹に心がひどく痛んだ。

　士烈の望み通り、ここでこのまま死にたいという欲よつ求きゆうが湧わき上がってくる。対の陽の気を失ったために、内在する陰の気が膨ふくれ上がっているのだ。

　穴の空いた背からは、もう血は出ていなかった。流す血すら失ってしまったらしい。

　上空に黒雲が湧き始めた。黒雲の間に稲いな妻ずまが走り、遠えん雷らいが響ひびく。

　小化蛇が雨を降らせようとしているのだ。

　上空では、王を失って混乱する鳴蛇を、小化蛇たちが追い散らしている。

　黒雲は空を覆おおい尽くし、やがてポツポツと、小さな雨あま粒つぶが落ちてきた。

（取りあえず、役目は果たせたか……）

　旱かん魃ばつを恐おそれる人間たちのために、雨を降らせる。それが汪李に課せられた役割だった。士烈との決着に臨のぞんだのは、七百年前に言えなかった決別の言葉を告げるためだったが──。

　いつの間にか、汪李は目を閉じていた。

　小こ雨さめは間もなく豪ごう雨うに変わった。土ど砂しや降ぶりの雨は乾ききった大地を潤うるおし、少しずつ川かわ幅はばを広げていく。

　やがて、汪李と士烈が横たわる川原にも水が流れ始めた。

　目を閉じたまま、微び動どうだにしない汪李の身体を、ゆっくりと水が包んでいく。

　──俺も炎えん招しよう戈かと黄帝に誓ちかうよ。ずっと側そばにいて化蛇を見守る。

　半ば意識を失った汪李の耳に、ふと、晄の声が蘇よみがえった。

　──もう、誰にも化蛇を傷つけるようなことはさせない。もしも、そんなことが起きたら、一緒に戦うよ。

　一昨年おととしの秋、黄河の堤つつみで晄が誓ってくれた言葉だと、ぼんやり思い出す。

（ともに戦わなければ……）

　けれど、身体が動かなかった。膨れ上がった陰の気が、汪李を死へ誘いざない、その感覚が心ここ地ちよくさえあった。

　──そのお酒になりかけた果か汁じゆうを汪李って言うんだよ。ちょうど君の瞳ひとみの色とおんなじ透すき通った黄金こがね色いろだし、俺、汪李が世界で一番好きだから。

　名前をつけられた時に、晄が言った言葉だ。その時の晄の笑顔が思い浮うかんだ。

（我は、まだ死ねぬ……）

　沈しずみかけていた意識を呼び覚まそうと、汪李はもがいた。

（炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓う）

　人ひと形がたを得た時に誓った言葉を心の内で呟つぶやきながら、汪李は瞼まぶたをこじ開けた。

　同時に、傷の痛みと、冷たい士烈の骸むくろの感かん触しよくが否いや応おうなしに汪李を苛さいなむ。けれど、流されるわけにはいかなかった。

（我は、我が身と心とを救われた恩情に報むくいるため、炎招戈の使い手に従い、命あらん限り忠誠を尽くす）

　自分はまだ生きている。生きているうちは、晄との約束を守らなければならない。

（もしも約定違たがえたる時には、炎招戈にて滅ほろぼされることも辞さずと──）

　汪李は左手を持ち上げた。腕はひどく重く、自分のものではないような感じがしたが、何とか動いた。その手を胸むな元もとへ引き寄せ、右手首に絡からみついた士烈の指にかける。

　死してなお、士烈の膂りよ力りよくは失われず、一本の指を開くまでにはかなりの時間がかかった。

　その間にも、悪お寒かんと目め眩まいとが容よう赦しやなく襲おそい、汪李は何度か意識を失いそうになった。

　ここが乾かわいた砂のままであったら、とっくに命はなかっただろう。

　水すい妖ようは水の気を糧かてとする。小化蛇は汪李のために雨を降らせて川幅を広げ、狼窩山の自然の気が溶とけた水を汪李に届けた。その水の気が辛かろうじて汪李の命をつないでいるのだ。

　ようやく士烈の指をすべて開き、汪李は彼の胸から手を抜ぬいた。

　寝ね返がえりを打つ要領で、のしかかった士烈の身体からだをどかす。それにも、相当な時間を要した。

　川底に手をつき、背に走る激痛に顔を歪ゆがめながら、半身を起こす。黒こく龍りゆうの吐はき出した呪じゆ詛そが、異様に膨れ上がった陰の気と混じり合い、汪李を蝕んでいた。

　荒あらい息をつき、士烈の顔に目をやると、彼は冷れい徹てつな美び貌ぼうに微かすかな笑みを浮かべていた。

　三苗族の王の仇かたきを討うったと確信して死んだからなのか、それとも、対の存在とともに巫山の楓を愛めでる夢を見ながら息絶えたからなのか──。

　それまで仮面のように無表情だった彼が、死に際して見せた笑みの意味はわからない。

　黒雲の中から数百匹ぴきの小化蛇が降下してきた。

　──我ガ王！　ヨカッタ、生キテイタ！

　汪李は片かた膝ひざを立て、立ち上がろうとしてバシャリと川底に膝ひざをついた。

『くそ──』

　それでも立とうとする汪李を、数匹の小化蛇が前方に回って止めた。

　──戦場ヘ行クツモリカ!?

　──ソノ傷デハ無理。飛ベバ、水ノ気ヲ失ウ。呪詛ノ回リモ早クナル。死ンデシマウ。

『だが、行かねば……』

　自分がいなければ晄は炎えん招しよう戈かを撃うてず、共工に殺されてしまう。

　汪李は歯を食いしばり、震ふるえる足を踏ふみしめて再び立ち上がろうとした。



　　　　



「雨が──」

　ポツポツと地を叩たたく雨粒の音に、舜は床ゆかに座ったまま天てん井じようを見上げた。いつの間にか、明かり取りの窓から日差しが消えている。

『おーりがしれつをやっつけたのかな』

　こんもりと盛り土のような形のチャウは小さな目を輝かがやかせた。

「尻尾しつぽを引っ込めた方がいいんじゃないですか？」

　舜は、盛り土の端はしから屋外に延びている土つち埃ぼこりの筋を指差した。この土埃の筋は、利條の屋や敷しきにまで続き、もう一いつ匹ぴきのチャウとつながっている。

　チャウは、ハッとして『たいへ～ん』と、土埃をサササッと回収した。息そく壌じようという土の妖あやかしの彼は、濡ぬれると巨きよ大だい化する。

『これでこーくんもひとあんしんだねー』

　一回り大きくなった盛り土の後方が少しとんがり、ピコピコと動く。尻尾を振ふっているつもりらしい。

「ええ、そうですね」

　時ならぬ熱波で動どう揺ようしていた民たみも、この雨で落ち着きを取り戻もどし、食しよく糧りようの奪うばい合いは収まるだろう。飢き饉きんの恐れも去った。

　けれども、舜は、雨が降ったことを単純に喜ぶことはできなかった。汪李が士烈を倒たおしたのであればいいが、共工の傷が癒いえ、戦せん闘とう準備が調ととのったため、鳴めい蛇だが熱風を吐く必要がなくなったとも考えられるからだ。もしもそうなら、晄は今いま頃ごろ、神々の戦場にいるだろう。

（晄ちゃんと汪李さんは、ちゃんと合流したんでしょうか……）

　汪李がいなければ、晄は炎招戈を撃てない。晄の身が案じられた。

『おそと、すこしはすずしくなったかな～』

　この部屋は相変わらず暑い。戸も窓も締しめ切り、厳重に呪符で封ふうじた上に燭しよくを燃やしているからだ。

『ぼく、もうすぐ、このおへやをでられるかな～』

「その格好でじっとしているのも十日目ですもんね。いい加減飽あきちゃったでしょう？　でも、もうしばらく辛しん抱ぼうしてくださいね」

『あきちゃったけど、がまんする。きのうもあんなことあったし、こーくんがきょーこーをやっつけたってわかるまで、ゆだんしない』

　チャウは愛らしい口元をきりりと引き締め、もそもそと盛り土の形を整える。

　盛り土姿のチャウが、その腹に抱かかえているのは炎えん紋もんの呪具だ。呪具には、晄に憑いていた共工の気が封じられている。

　十日前、すなわち共工が炅を取り込んだ日、舜は密ひそかに炎紋の呪具をこの部屋に運び込んだ。その日以来、チャウは健けな気げにもずっとこの呪具を抱えている。

　共工は炅を取り込んでおおよその身体を取り戻したが、右手は人間のものだという。この呪具に封じた気は、共工の右手に相当するのだろう。

　舜は、共工の手のものが呪具を奪いに来ることを警けい戒かいし、この部屋に呪具を隠かくしたことを晄や莉り由ゆう、楓牙にさえ知らせなかった。しかし昨日、風の神──風伯が王都を襲い、とうとうこの場所を章玄に知られてしまった。

　呪具を奪いに来るとすれば章玄より他ほかにいない。この付近には厳重な呪じゆ術じゆつが施ほどこされ、チャウを除いては妖も神々も出入りできないからだ。

『しょーげん、くるかな』

　チャウは外の気配に耳を澄すます。雨が降っている間は、チャウが身体の一部を外に出して、来訪者を警戒することができない。章玄が来るとすれば、雨が降っている間だ。

「呪詛が効いていて、来られないといいんですけど」

　舜は、部屋の隅すみに置いてある鑑かんに目をやる。

　その鑑は、この部屋のもとの主あるじのものだ。本来は水を入れて姿を映す道具である。

　昨日、風伯の風がこの部屋に侵しん入にゆうした時、この部屋の鑑と章玄が使っている鑑の水をつなぎ、彼に呪詛を送った。けれど、章玄にどれだけの痛手を与あたえられたのかはわからない。

『しょーげんは、どうしてきょーこーのみかたするの？』

　チャウは首を傾かしげる。

「さあ──。人生観ていうのは、それぞれですからねぇ。僕も、晄ちゃんや莉由ちゃんがいなかったら、人間なんか滅んでも構わないと思ったでしょうね」

　舜は小さく笑った。

『えー、そーなの？　にんげんのきもちってわかんない～。ぼくはほろばないけど、みんながいなくなったらさびしー』

「心がもの凄すごく疲つかれると、何もかも終わりにしたくなってしまうんですよ」

　人間の滅びを願ったわけではないが、明日が来なければいいと思ったことは何度かある。父母を亡なくし、莉由と晄を連れて、刺し客かくから逃にげていた頃ころのことだ。

「ただ、それは僕の場合です。僕は晄ちゃんや莉由ちゃんがいたからがんばれましたし、ほんとに人間を滅ぼそうなんて、そこまでは思いませんでしたよ。章玄の場合は、実際に人間の殲せん滅めつに手を貸してるわけですから、よほどのことがあったんじゃないですか」

　章玄が何を考えて、共工の手先を務めているのか、そんなことに興味はない。どんな理由があろうと、晄や莉由の幸せを脅おびやかすものに容赦するつもりはなかった。

（とはいっても、この目では、どこまでやれるか──）

　舜の右目はほとんど見えない。左目も視力が落ちている上に、所々に黒い霧きりがかかったように見える。細かい呪術は使えない。

「このまま何事もなく、晄ちゃんたちも無事に帰って来るといいですねぇ」

　舜はほんわりと笑えんで、盛り土姿のチャウの背を撫なでた。





　王都外城の南門を守る四人の番兵は、笑顔で黒雲を見上げた。

「これで飢饉の心配はなくなったな」

　普ふ段だんなら、悪態の一つもつくところだが、さすがに今回ばかりは有り難がたい雨だ。

　ふと、土ど砂しや降ぶりの雨の中を近づいて来る人ひと影かげに気づき、番兵たちは視線を前方へ戻した。

　その人影は、貴人であることを示す冕べんという冠かんむりをかぶり、玄げん端たんと呼ばれるゆったりとした黒い衣ころもの上に単衣ひとえを重ねていた。両手を胸の前で重ねて、玄端の袖そでで隠している。

　高級官かん吏りの身なりだが、そのような身分の者が、この雨の中、従者も連れずに徒かちでやって来るのはおかしい。

「いかがなされた」

　番兵の一人が一応声をかけた。しかし男は答えず、うつむき加減で門を通り過ぎようとする。

「待たれよ」

　番兵たちは矛ぼうを交かわして男を止めた。

　男が顔を上げた。

「お前は──」

　番兵たちが驚おどろいたのは、彼の顔の右半分が無残に赤くただれていたからではない。その男が、二年前の秋に出しゆつ奔ぽんし、極ごく秘ひで捜そう索さくされていた王直属の占せん術じゆつ師し──貞てい人じんだったからだ。

　番兵たちは矛を構え、一いつ斉せいに男を取り囲んだ。彼が現れたら直ちに捕とらえ、宰さい相しようのもとへ連行するように命じられていた。

　男は、囲まれてもまったく動じなかった。胸の前で重ねていた両手を、ゆっくりと離はなす。

　男の前方にいた番兵が矛を持ち替かえ、縄なわを持って男に近づいた。

　スッと突とつ然ぜん、男の右手がその番兵に向いた。指から小さな玉が弾はじかれ、玉は番兵の眉み間けんに当たると、吸い込まれるようにして消える。番兵は縄を持ったまま、硬こう直ちよくしたように動かなくなった。

「何を──」

　と、他の番兵が問う間もなかった。男は次々と玉を弾き、左右の番兵の動きを止める。

「この──」

　男の背後にいた最後の番兵が、矛を構えて躍おどりかかった。突つき出した矛の刃やいばが、身を翻ひるがえそうとした男の左ひだり肩かたをかすめる。男は微かすかに口元を歪ゆがめながら、その番兵の額に向けて玉を弾いた。

「あれ？」

　四人の番兵は目を瞬またたいた。

「今、誰だれかここを通らなかったか？」

「うむ。俺も何だかそんな気がするのだが」

　番兵たちは周囲を見回したが、特に異状はない。門も固く閉じられたままだ。

「気のせいか……？　だが、何でこんなに濡れてるんだ？」

　門もん扉ぴの庇ひさしの下に立っているにもかかわらず、鎧よろいの下までぐっしょりと濡れている。

「おかしいな」

　番兵の一人は、矛の先に血ち糊のりが微かに残っていることに気づいて、首を傾げた。





『だれかくるよ』

　チャウが耳を立てて戸口を振ふり向いたのは、雨が降り始めてから二刻ほど経たった時のことだった。

「何人ですか？」

　舜は、足元に置いておいた剣けんを手にして立ち上がる。

『ふたり──かな。ひとりはくつをはいてるけど、ひとりははだし』

　雨が降っているので、身体からだの一部を外へ出して、近づいて来るものの正体を確かめることはできない。

「いざとなったら、呪具を持って外へ出てください。山になっても構いませんから」

『おうとがうまるよ』

「人類滅めつ亡ぼうよりはましです」

　舜は戸口の横の壁かべに背をつけ、来訪者を待ち構えた。間もなく、舜の耳にもひたひたと濡ぬれた足で廊ろう下かを歩く音が聞こえてくる。

　戸口の前で、足音が止まった。

　ガタガタと戸が揺ゆれる。戸には内側から掛かけ金がかけてあるので、外からは開けられない。

「変だな。あの事件以来、この堂には誰も住んでいないはずだが……」

　戸口の向こうで若い男の声がした。

「もうし、誰かおられるのですか？　雨あま漏もりの修理をしたいので、梁はりに登らせていただきたいのですが」

　男がトントンと戸を叩たたく。

　しかし舜は答えず、じっと息をひそめていた。剣を握にぎる手が汗あせばんでいた。戸と壁の隙すき間まには呪じゆ符ふを貼はっておいたが、妖あやかしや呪術を防ぐことはできても、物理的な力には効かない。力任せに体当たりでもされたら、戸を破られてしまう。

「しょうがないな、梯はし子ごをかけて、外から登るか」

　ひたひたと足音が遠ざかった。

（行ったか……）

　舜がほっと息をついた時──。

　バリッ！　と突然、けたたましい音を立てて戸に亀き裂れつが入った。戸のひびを蹴け破やぶり、空いた穴から上半身を乗り出したのは、奴ぬ婢ひの身なりをした若い男だった。

「やっぱりいたんじゃないか」

　奴婢は手に鉞まさかりを持っていた。その目はどこか虚うつろで、額に小さな痣あざがある。操あやつられているのは明らかだった。

　舜は、奴婢が室内に入って来る前に、鉞を持つ彼の手首に剣を打ち下ろした。

　バッと鮮せん血けつが飛んだ。しかし、骨にまで達する傷を負いながらも、奴婢の表情は変わらない。

　血をまき散らしながら、奴婢は鉞を振りかぶって、舜に迫せまった。

『しゅんにー！』

　盛り土のてっぺんがニュッと伸のび、奴婢を搦からめ捕った。チャウは奴婢をぐっと引き寄せ、顔を残して土に埋うめる。

「息そく壌じようが戦力になるとは思わなかった」

　続いて戸口に空いた穴から現れたのは、孤こ高こうの虎とらのような目をした男だった。

「満まん身しん創そう痍いですね」

　ザッと後あと退ずさって間合いを取り、舜は言った。

　ぐっしょりと濡れそぼった彼の玄端は、あちこちが裂さけ、肩かたや脇わき腹ばら、腕うでには血が滲にじんでいた。

「ここへ来る途と中ちゆうで、何度も邪じや魔まが入ったのだ」

　章玄は表情も変えずに答えた。

「その顔は、鑑かんの水のせいですか？」

「そうだ。お陰かげで右目が見えない」

　彼は、右半分が赤くただれた顔に手をやる。

「よかった。一いつ矢し報むくいることができたわけですね。これでおあいこです」

　舜はほんわりと笑んだ。

「なかなかの策士だ。青銅器職人にしておくのはもったいない」

　章玄は、部屋の隅すみにある鑑を一いち瞥べつする。

「共工の右手を、後宮の、陽甲の寝しん所じよに隠かくすとはな──」

　章玄は苦く笑しようする。部屋に置かれた鑑は、梓し羅ら々らのものだ。梓羅々の鑑と自分の鑑は連れん絡らく用に呪術で結ばれていた。それを利用されてしまったのだ。

「予想の範はん囲い内だったでしょう？」

　舜は笑みを消さずに応じた。

　王城には、何重にも護まもりの呪術が施ほどこされ、妖はもちろん、神々でさえも侵しん入にゆうすることはできない。共工の配下で、王城に入れるのは章玄だけだが、二年前の秋、汪李に呪じゆ詛そをかけたことから、十七年前の南なん庚こう王の呪殺が、彼の仕し業わざであることが発覚し、公おおやけにはされていないが、章玄は手配中の身だ。城内には章玄の顔を知る者も多く、それらの者が章玄の行く手を阻はばんでくれる。

　また、後宮には官吏が立ち入らない。陽甲亡き後、無人となった王と寵ちよう姫きの寝所に、舜がチャウを連れて隠れ住み、厳重に戸と締じまりをしても、何ら不自然ではない。だから、舜はこの部屋を呪具の隠し場所に選んだのだ。

「共工の右手は王城内にあるとは思ったが、梓羅々の鑑を使われるとは思わなかった」

　章玄は言った。

「この呪詛のせいで大した術は使えず、ここへ来るのも難なん儀ぎだった。城内の衛え士じを一度に操るほどの呪力もない。戸を破る奴婢を一人連れて来るだけで精せい一いつ杯ぱいだった」

「そんなこと言って、僕を油断させるつもりですか？　その手には乗りませんよ」

「本当のことだ。これはお前がかけた呪詛だ。効果はお前の方がよく知っているだろう？」

「ま、そうですけどね」

　水に混ぜて章玄に送った呪詛は、肌はだから体内に染しみ入り、精気の巡めぐりを滞とどこおらせる。あの水を全身にかぶっていれば、昨夜のうちに死んでいただろう。章玄の場合、水がかかったのは顔の半分だけだったが、呪力も体力もかなり衰おとろえているはずだ。

「呪詛を解く方法を訊きかないんですか？」

　舜は一応尋たずねてみた。

「その必要はない。共工の右手を取り戻もどすまで、生きていることができれば十分だ」

「うわてを行かれてしまいました。僕の目にも解けない呪詛をかけられましたからね、そのお返しに、訊かれたらありませんと答えて、がっかりさせるつもりだったのに」

　舜はさも残念そうに溜ため息をつく。

「その減らず口も今日限りだと思うと、何やら感かん慨がい深い」

　章玄は薄うすく笑い、右手を前に突き出す。その指には小さな玉が挟はさまれていた。

「ええ、今日で最後にするつもりですよ」

　舜は、大して見えない目で章玄の指先を注視し、剣を構え直した。



　　　　



「章玄が来た──」

　利り條じようは亀きつ甲こうのひびに目を凝こらした。

　王城近くの、利條の私し邸ていである。端たん座ざした彼の前には火ひ鉢ばちが置かれ、赤々と燃えている。炎ほのおの中では、樫かしの木を彫ほって作った人形が燃えている。

　利條の周囲には、数枚の亀甲が散らばっていた。端たん整せいな目元には薄い隈くまができている。

　章玄が呪具の在あり処かを探さぐっていることを知り、利條は昨日から一いつ睡すいもせずに占せん術じゆつと呪術を行っていた。

　舜は目を病やんでいる。章玄と戦って勝つ見込みはない。そこで利條は、章玄に向けて呪詛を放つことにしたのだ。

　まず占術で、最もふさわしい木を探した。それは章玄の生家、伊い氏の庭にあった。

　伊氏の所領は、王都から数百里の相そう邑ゆうにあるが、彼が生まれ育った屋や敷しきは王都城下にある。

　深夜、利條は馬車を飛ばし、その屋敷へ赴おもむいた。屋敷は戸締めがされ、誰だれもいなかった。当主である章玄が出しゆつ奔ぽんし、伊氏の一族は相邑へ引き揚あげたのだ。

　占術によると、呪詛に使う木は、内ない苑えんの樫の木がよいとのことだった。その樫は章玄が生まれた時から彼の成長を見守り、彼の気が染みついている。

　利條はその樫の大木を伐きり、幹の中心部分を取りだした。同時に屋敷内に残されていた章玄の愛用品を見み繕つくろい、樫とともに持ち帰った。

　夜通し、念を込めて樫を人形に彫り、章玄が愛用していた品々を人形にくくりつけた。

　火鉢で燃えている人形は、章玄を象かたどっているのだ。

　この人形が燃え尽つきた時に呪術は成じよう就じゆする。禁術だが、居場所がわからない相手を退ける方法を、利條はこれ以外に知らない。

　王都を竜たつ巻まきが襲おそったのは、人形を燃やし始めて間もなくだった。風伯が、共工の気が封ふうじられた呪具を探すために起こした竜巻である。

　その時に、舜もまた章玄に向けて呪詛を放ったらしい。

　章玄は占術では占みえないように、おのれに呪術をかけていたが、突とつ如じよとして、章玄が占術に現れるようになった。舜の呪詛が章玄の呪力を弱めているのだ。

　利條は、舜の技わざに感服するよりも戦せん慄りつした。舜が敵でなくてよかったと、しみじみ思った。

　章玄を象った人形を燃やし続ける一方で、利條は章玄の居所を占うらなった。彼は王都近くの廃はい屋おくにいた。けれど、利條自らがその廃屋に行くことはできない。途中で術を止めれば呪詛が自分に返ってくる。

　利條は、王都の守りに就ついている眉び軍兵──戦せん闘とう専門の呪術師に、章玄がやって来ることを知らせ、待ち伏ぶせるように命じた。しかし、章玄はそれら眉軍兵をもかわし、王城内へ侵入したらしい。今、亀甲に現れたのは、後宮にいる章玄の姿だった。

　利條は、火鉢の中の人形に目を移した。

　人形は芯しんを残してほとんどが炭になっている。生木であるため時間がかかってしまったが、ここまでくれば、あとは放ほうっておいても間もなく燃え尽きるだろう。

　利條は亀甲を置いて立ち上がった。舜の加勢に行くつもりだった。

　樫の人形から上がる煙けむりが顔にかかった。その煙を吸った途と端たん、突とつ然ぜん目め眩まいが襲い、利條は膝ひざをつく。ふと、脳のう裏りに巨きよ大だいなきのこ雲の光景が映った。

　利條は、火鉢を振ふり返った。煙の向こうに幼い章玄の姿がある。彼は苦痛に顔を歪ゆがめ、床ゆかの上でのたうっていた。

（これは……章玄の過去？）

　利條の頭の中に、どっと彼の記き憶おくが流れ込んできた。





　幼い章玄は、悪夢に苛さいなまれていた。人間同士が戦いくさで殺し合い、他ほかの生きものを滅ほろぼし、地上を破は壊かいしていく夢だ。夢の中で章玄は何度も死ぬ。

　夢であるにもかかわらず、痛みも苦しみも、現実と同じように感じた。

　伊氏の嫡ちやく男なんとして生まれた章玄は、幼い頃ころから占術の才を発揮し、将来を嘱しよく望ぼうされていた。何不自由のない暮らしだったが、彼自身は悲ひ惨さんな毎日を送っていた。

　眠ねむれば悪夢を見るため、章玄は眠ることを拒こばんだ。自分の腕を削さく刀とうで傷つけたり、真冬に水を浴びることもあった。

「そなたはもしや、地上の遠い未来を占みているのやもしれぬぞ」

　章玄が十の歳とし、彼にそう教えたのは、占術の師だった。

　占術を学ぶ一方で、章玄はこの世がどうしてできたか、地上に人間が生まれたわけなどを調べた。

（女媧が人間を作ったことは間ま違ちがいだった）

　章玄は次し第だいにそう思うようになった。そして悪夢を見る度たびに、人間はこの世にあってはいけない生きものだと確信していく。

　成長した章玄は、やがて一人の女に心を寄せる。美しくたおやかで、おのれの運命に逆らわず、河かわ面もを流れる花びらのように儚はかない女だった。

「お一人で人の世の末路を占み続けるのは辛つろうございましょう」

　女──静せい蕾らいは言った。

　静蕾が側そばにいる時は、章玄は悪夢を見ずに済んだ。

　彼は癒いやされ、人がこの世に在ることを受け入れるようになった。人間がこの世にあるのは間違っているとしても、この刹せつ那なの時を彼女とともに生きたいと願った。

　下級貴族の末すえ娘むすめである静蕾は、伊氏に嫁とつげる身分ではなかったが、章玄は一族の反対を押し切って彼女を妻にする。子にも恵めぐまれ、章玄は生まれて初めて人間であることを幸せに感じた。

　殷いんの有力氏族である董とう氏から、次代の王すなわち陽甲の貞てい人じんになることを望まれたのはその頃だった。

「その占術の才を駆く使しし、政まつりごとの実権を握にぎる大だい史し令れいの座を得よ」

　輝かがやかしい前ぜん途とが待っているはずだった。

　ところが、それから間もなく南庚に男子が誕生した。南庚は陽甲を廃はいし、御み子こを立太子しようとする。

　氏族間の抗こう争そうが始まった。南庚派と陽甲派の氏族が表だって戦うこともあれば、氏族の当主が暗殺されることもあった。大史令の候補に挙がっていた章玄も、南庚派の氏族から命を狙ねらわれた。

　ある夜、章玄が他の氏族との会合から帰宅すると、家人も、生まれたばかりの我が子も、妻も殺されていた。留守の間に、南庚派の手の者が襲ったのだ。

「静蕾！　吾あ子こ！」

　冷たくなった妻と子を抱だきしめ、章玄は嘆なげく。

（守ることができなかった……）

　悪夢が蘇よみがえった。人が殺し合い、他の生きものを滅ぼし、地上を破壊する夢だ。

　眠れぬ夜が続いた。少しでもまどろめば、あの夢を見る。そして、想像を絶する苦痛から目覚める度に、章玄は、妻や子がこの苦しみを味わいながら死んだのだと思い知るのだった。

　死の夢に取り憑つかれた章玄は、次第に人間の滅びを願うようになった。

（このような生きものは、この世にいてはならぬ）

　章玄はまず、妻に直接手をくだした南庚派の兵を殺した。いずれは国を、そして人間すべてを滅ぼすつもりだった。人間が地上を破壊し尽くす前に──。





（痛みを伴ともなう死の夢……）

　利條は、床に手をつき荒あらい息をついた。

　鳥とり肌はだが立っているにもかかわらず、背筋には冷たい汗あせが伝っていた。章玄の記憶に同調し、彼が見る死の夢に入り込んでしまったのだ。

（幼い頃からあのような夢を見続けて、未いまだ正気を保っていられるなんて信じられません）

　あれでは、愛する者の死を忘れられるわけがない。夢の中で、自分は苦痛にのたうち何度も死んでいるのに、目覚めれば死んだのは妻と子であって、自分は生きて一人残されているのだ。

　章玄は、現在起こっていることを知る千里眼の術には長たけていたが、近い未来を具体的に知る力はそれほど高くなかった。おそらく、屋敷が襲われることを予知できなかったのだろう。

　妻や子を守れなかった悔かい恨こんにも苛まれているのかもしれない。

　胸が痛んだ。

　繰くり返し訪おとずれる死の夢──。そして、その度に愛する者を失った悲しみが蘇り、人間の邪じや悪あくさを思い知らされるのだ。

　自分が章玄と同じ目に遭あったとしたら、やはり人の世を呪のろうに違ちがいない。

（章玄の夢の通り、いつか、人間は地上を滅ぼしてしまうのでしょうか……）

　彼の見る死の夢が、将来、現実のものとなるのか否いなか、利條にはわからない。

　利條は、近い未来を知る術は得意だが、そんな遠い未来が占みえたことはない。

　ただ一つ確かなことは、章玄は悪夢をおのれの手で終わらせようとしているということだ。

　土ど砂しや降ぶりだった雨が、少し弱まってきた。小こ化か蛇だが加減しているのだろうか。

　晄や汪李は無事なのか、神々の戦は始まってしまったのか、不安が胸をよぎる。

　しかし、神や妖あやかしの戦いに、自分は何の役にも立たない。今自分にできるのは、章玄の手から舜と共工の気を封じた呪具を守ることだ。

　立ち上がり、後宮へ向かおうとして、利條はふと足を止めた。

（私わたくしの行っていることは、果たして正しいのでしょうか）

　火ひ鉢ばちの中では、炎ほのおをまとわりつかせた人形が、粉こを吹ふいたように白く変じていた。





　回かい廊ろうに出て雨を眺ながめていた莉由は、表口から慌あわただしげに出て行く利條を見て訝いぶかった。

「何かあったのかしら。まさかお兄ちゃんの身に何か……」

　利條が慌てるとしたら、共工の気を封じた呪具に関かかわることだ。でなければ、病で臥ふせっている二人の王子か、宰さい相しよう晏あん仲ちゆうに関わることだが、それならば大史令らしく衣い冠かんを正して登城するはずである。けれど彼は普ふ段だん着ぎのままだった。

『あめがふってるから、よーすがわかんない』

　莉由の足元で、チャウが耳をそばだてて利條の気配を追う。

　このチャウは呪具を見張っているチャウとは別のものだ。舜がこの屋や敷しきから呪具を運び出す時に、身体からだを二つに分けたのである。

　雨が降る前まで、二匹ひきは細い土つち埃ぼこりで結ばれていたのだが、チャウは濡ぬれれば際限なく殖ふえるので雨と同時に土埃を回収してしまった。だから、舜の所にいるチャウとは連れん絡らくがとれない。

「晄ちゃんは大だい丈じよう夫ぶかしら。汪李も無事だといいんだけど……」

　莉由は黒雲に覆おおわれた空を見上げる。

（まさか、もう神々の戦が始まってしまったんじゃ……）

　共工を滅ぼせるのは炎えん招しよう戈かだけだという。晄は人の身で神に立ち向かわなければならないのだ。そう考えると、不安で胸が締しめ付けられるようだった。

「なんて、心配してても、どうしようもないもんね。お夕飯の下ごしらえでもしてましょ」

　莉由は立ち上がった。彼女は、舜や晄、妖たちがいつ帰ってきてもいいように、三度三度、彼らの分まで食事の用意をしていた。

「黍きび餅もち、作っておこうかしら、晄ちゃんと鳳君の大好物だし。お魚を煮にて、あと蕪かぶの酢す漬づけと、たけのこの炒いため物と──」

『あわのおせんべ、やいて～』

　厨くりやへ向かって、回廊を歩き始めた時である。

　ドクン──と、莉由の心臓が大きく一つ鳴った。彼女は、バッと北の空──黄河の方角を振ふり返る。突とつ然ぜん、激しい焦しよう燥そう感かんが襲おそい、莉由は駆かけ出したくなった。

『どしたの？』

　チャウが怪け訝げんな顔で莉由を見上げる。

「あたし、黄河へ──、晄ちゃんのとこへ行かなくちゃ──」

　北の空を見つめたまま、莉由は震ふるえる声で呟つぶやいた。

『こーくんのとこ？　こーくんはうんだいさんだよ』

「いいえ、黄河の北、河口近くの大平原にいるわ」

　なぜかそう思った。そして、どうしてもそこへ行かなければならないと──。

　莉由は、部屋へ駆け戻もどると、櫃ひつをひっくり返し、晄が置いていった珮はいをつかみ出す。

　三匹びきの青銅製の魚が紐ひもでつなげられた珮だ。その珮には晄の河伯の加護を強め、晄に憑いていた共工の気を抑おさえる力があった。けれど、晄から共工の気が祓はらわれたので、必要がなくなり、櫃にしまわれていたのだ。

『りーねえ、それ、なにするの？』

　とことこと、チャウが追いついてきた。

「何だか、これを持ってかなくちゃって気がするのよ。じゃ、ちょっと行って来るわ。あんたはここで待ってて」

　莉由は魚の珮を握り、再び回廊へ出ると、衣ころもの裾すそをたくし上げ、階きざはしを駆け下りる。

『おゆーはんには、かえってきてね～』

　チャウの声を背中で聞きながら、莉由は廏うまやへ走った。

　目を白黒させる馬番を「とにかく、緊きん急きゆうなの！」と怒ど鳴なりつけ、馬車を貸してもらう。

　雨の中を、莉由は夢中で馬車を駆った。泰たい山ざんのすそ野を西から回り込み、ぬかるむ馬車道をひたすら駆け続ける。

　以前にもこんなことがあった。三さん門もん峡きようの鬼き門もんが開いた時だ。その時は、鬼門からやって来た赤せき龍りゆうが、晄を焼き殺そうとしていた。それと同じような状じよう況きようが、晄の身に起こっているのだろうか。王都から、黄河の渡わたし場まで馬車で三時はかかる。渡し場に着くのは夕刻だ。そんな時刻には船を出してもらえない。また、王都から黄河の河口までは何百里もある。一日二日で行けるような距きよ離りではなく、今、晄が危険にさらされているのだとしたら、全然間に合わない。

　そんな考えが、頭の隅すみをかすめたが、それもすぐにどこかへ吹っ飛んだ。

「晄ちゃん──。お願い、無事でいて」

　とにかく晄のもとへ行かなければならないという思いだけが、莉由の心を占しめていた。



    

  
    
      　二　占術師が見た未来






　目を焼く閃せん光こうが走り、爆ばく音おんが鳴り響ひびく。大地に巨きよ大だいな穴が空き、砂さ塵じんが舞まい上がった。

　駮はくの姿の煒白に乗って、晄は神々の戦場となった黄河北岸の大平原を駆ける。晄の後ろには人ひと形がたの鳳が乗り、楓牙と累焔は水すい馬ばに乗って煒白の後ろを走っていた。

　晄の前方には、九天玄女が飛んでいた。彼女は、翼つばさを持っていないにもかかわらず、自由に空を翔かけることができた。彼女は、炎招戈の使い手を狙ねらって迫せまる共工軍の妖たちを大刀で薙なぎ払はらい、晄たちの道を開く。

「小化蛇の声が──」

　ふと、耳の奥に届いた遠えん雷らいの音に、晄は天を振り仰あおいだ。

　空もまた、神々の乱戦の場となっていた。鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちよう、天馬に乗った神が、翼を持った牛や人の顔をした鳥と戦っている。それら神や妖が舞う空は青かったが、遥はるかな南の空には黒雲が湧わき始めていた。

『鳴めい蛇だが集まって来ている』

　前方に目を据すえたまま煒白が言った。彼の視線の先にいるのは有ゆう翼よく虎こ身しんの神、窮きゆう奇きである。

（ようやく士烈との決着がついたのかな）

　炎招戈を握にぎる手に力がこもる。士烈と和解できただろうか。それとも、和解できずに士烈を倒たおしたのだろうか。けれど、まだ汪李は来ない。

（まさか、汪李、戦いに負けて……）

　そんなはずはないと、脳のう裏りをかすめる不ふ吉きつな想像を、晄は軽く頭かぶりを振って払いのけた。

　鳴蛇が熱風を吐はいていた目的は、小化蛇を分散させてこちらの兵力を削そぎ、共工の傷が癒いえるまでの時間を稼かせぐためだ。鳴蛇にしてみれば、士烈が勝ったからといって、熱風を止めたりはしない。第一、汪李が敗れるはずがない。

　鳴蛇が戻って来たのは、開戦に伴ともなって、共工が鳴蛇を呼び戻したからなのだろう。

『晄、気を散らすんじゃねえ。窮奇は風を起こす。まともに浴びれば肌はだが裂さけるぜ』

　晄の後ろに乗っている鳳が、光の槍やりを手にして身構える。

「わかった」

　晄は、前方に立ちふさがる窮奇を睨にらみつけた。目指す共工は窮奇の向こうだ。あの翼を持った虎を倒さなければ、共工には近づけない。

『人間風ふ情ぜいが──』

　窮奇が、口こう唇しんをめくり上げて冷れい笑しようした。地を蹴けって空へ舞い上がり、宙に浮ういたまま、翼を羽ばたかせる。ザーッと翼から風が生まれた。

　晄は手た綱づなを持ったまま、左ひだり腕うでの盾たてを掲かかげた。楓牙と累焔を、小化蛇たちが囲む。

　ガン！　と金属がぶつかったような衝しよう撃げきが盾から腕うでに伝わった。はみ出した袖そでや上衣の端はしがビッと裂ける。

　煒白がザッと地を蹴った。凄すさまじい跳ちよう躍やく力で、空を翔るがごとく一気に窮奇に迫る。

　鳳が光の槍を構えて身を反らし、渾こん身しんの力を込めてそれを投げた。

　槍は、窮奇の翼に当たって小しよう爆ばく発はつを起こした。翼の動きが止まり、風が止やむ。そこへ九天玄女が大刀を振りかざして窮奇の懐ふところへ飛び込んだ。

　窮奇は大きなかぎ爪づめで彼女の刃やいばを弾はじき返し、後方へ飛んだ。戦いの女め神がみは間合いを開けさせまいと、次々に刃を打ちこむ。

　その隙すきに、晄は共工を目指して煒白を駆り、その後ろを楓牙と累焔が続く。

　共工配下の神や妖あやかしたちは、炎招戈の使い手を共工に近づけさせまいとして襲って来る。晄が囮おとりになって彼らの注意を引きつけるつもりだった。

　猪いのししのような長い牙きばを持った人面の虎が、一直線に晄たちに向かって走ってきた。檮とう杌こつだ。

　鳳が光の槍を投げたが、檮杌はダッと横へ足を踏ふみ出し、巧たくみにそれを避よけた。槍は地面に当たって小爆発を起こす。地面に大穴が空き、周囲の黄土が溶とけて煙けむりを上げた。

『しっかりつかまっていろ』

　煒白はそう言って、なおも突とつ進しんしてくる檮杌に向かって疾しつ走そうする。晄は頭を伏ふせて彼のたてがみを握り、鳳が晄の背に覆おおいかぶさった。

　煒白は頭をやや下げ、額から生える一本角を檮杌に向けた。檮杌も頭を下げて、猪のような牙の先せん端たんを煒白に向ける。

　地じ響ひびきを立てて両者は激げき突とつした。煒白は反り返った一本角を檮杌の牙に絡からみ合わせていた。

『ぬう』

　憤ふん怒ぬの形相で檮杌が唸うなった。

　そこからは力比べとなった。互たがいに渾身の力を振ふり絞しぼり、相手を押し倒そうとする。

　やがて、一歩、二歩と煒白が踏み出した。檮杌の足が地面をこすって後退していく。

　角を檮杌の牙に絡ませたまま、煒白は頭をブンと振り上げた。顔を仰のけ反らせた檮杌の喉のどを、煒白は前足のかぎ爪で薙なぐ。その勢いで角から牙が外れ、檮杌は鮮せん血けつをまき散らしながら吹ふっ飛んだ。地面に落ちた檮杌に向けて、鳳が光の槍を投げる。

　槍は檮杌の頭に当たり、閃光を発して爆発したが、それでも檮杌は死ななかった。起き上がろうとする檮杌に、数匹ひきの小こ化か蛇だが取りついて牙を立てる。

　その間に、楓牙と累焔が共工との距離をさらに縮めていた。煒白は跳躍して、楓牙たちの前に出る。

　神々の乱戦の場から、巨大な角を持つ人面の羊──饕とう餮てつが躍おどり出てきた。

　煒白は頭を下げて、饕餮に角を向ける。

　しかし、饕餮の貪どん欲よくそうな目は、炎えん招しよう戈かの使い手ではなく、その後ろを走る楓牙と累焔に向いていた。

『餌えさが転がり込んできた』

　長い舌が唇くちびるを舐なめた。

　人ひと喰くいの神は、煒白を避けようと大きく回り込んだ。煒白は饕餮に向かって進路を変える。

　鳳が光の槍を投げた。しかし、饕餮は光の槍を避けなかった。

　饕餮が大口を開けてそれを呑のみ込む様を見て、「嘘うそ──」と、晄は目を剥むいた。

『くそっ。当たれば少しは痛手を与あたえられるんだが、あいつの口は何でも呑むんだ』

　鳳は次々と光の槍を投げたが、それらもすべて饕餮が呑んだ。

　煒白は一本角を饕餮に向けて、大きく跳躍した。しかし、煒白が着地する直前に、饕餮もまた跳躍して煒白の角を避け、楓牙たちに向かって一気に走る。

　煒白は瞬しゆん時じに向きを変えて饕餮を追った。しかしその時には、すでに人喰いの羊の牙が楓牙のすぐ脇わきに迫っていた。

　水馬がザッと横へ跳とび、饕餮との間合いを取った。

　累焔が手綱から手を放し、鏃やじりに呪をかけた矢を目にも留まらない速さで連射する。

『不味まずそうだ』

　饕餮は矢を呑もうとしなかった。矢は饕餮の肩かたや脇腹に当たったが、厚い剛ごう毛もうがそれをはね返す。

　饕餮が楓牙に向かって跳躍した。楓牙は右手に宵しよう練れんを握り、左手で手綱を操あやつって水馬を一歩踏み出させる。

　宵練が閃ひらめいた。

『ぐわっ！』

　饕餮が宙でもんどりを打った。

　共工にも深手を負わせた宝ほう剣けんは、饕餮の右前ぜん肢しを断たっていた。

　その間に、楓牙と累焔は敵軍の本ほん陣じんへ向かって水馬を駆かる。

『おのれ──』

　三本足で着地した饕餮は、悪あつ鬼きの形相で楓牙を追った。三本とは思えないほどの速さだった。

　煒白が跳躍して饕餮と楓牙の間に割って入った。饕餮はザッと横に跳び、煒白の角を避けると、執しつ拗ように楓牙を追う。

　気配に気づいて楓牙が振り返り、さらに水馬の速度を上げようとするが、三本足であっても、饕餮の速度の方が勝まさった。

　饕餮と水馬との距きよ離りは縮まっていったが、煒白の方が饕餮よりもさらに速かった。

　煒白は饕餮と併へい走そうしながら、じりじりと彼に近づいていった。晄は炎招戈の柄つかを伸のばし、長なが柄えの武器にする。

　饕餮が巨大な角を振って、猛もう烈れつな勢いで煒白に体当たりした。

「うわっ！」

　衝撃に負けて、晄は煒白から落ちそうになり、鳳が咄とつ嗟さに晄を抱かかえる。煒白の速度が若じやつ干かん落ちたことを饕餮は見み逃のがさなかった。

　タンと地を蹴り、饕餮は楓牙に飛びかかった。楓牙は振り返りざま饕餮に斬きりつけたが、その刃は巨きよ大だいな角に受け止められてしまった。

　角を半ばまで断たれながら、饕餮は残っていた左前肢の蹄ひづめを振り下ろす。蹄が水すい馬ばの脇腹を削いだ。水馬の脇腹から左後ろ肢が水みず飛沫しぶきを上げて消失し、水馬はガクリと体勢を崩くずす。

　饕餮の牙が楓牙の頭に迫せまった。

「楓牙！」

　煒白が跳躍すると同時に、晄は長柄の炎招戈を饕餮の背に振り下ろした。

　怖おぞ気け立だつような断だん末まつ魔まの声を上げながら、饕餮は身を反らせた。その身体からだは黒い塵ちりと化し、ザーッと風に流れていく。

　その時には、水でできているという水馬の身体は、すでにもとの形を取り戻もどしていた。楓牙を乗せて再び駆け始める。

「危なかった……。晄、感謝する」

　楓牙は宵練を持つ右手の甲こうで、額の汗あせを拭ぬぐった。

「楓牙、無事でよかった」

　水馬に併走する煒白の上で、晄はほっと胸をなで下ろしたが、

（俺……、神を滅ほろぼしてしまった……）

　一方では、ひどく恐おそろしく、腹の底からは苦いものがこみ上がってくる。

　饕餮は何でも喰らうことから、恐れられると同時に、悪あく霊りようをも呑み込んでくれる魔ま除よけの神として崇あがめられ、青銅器の紋もん様ように使われることも多い。幼い頃ころから培つちかわれてきた畏い怖ふの念が、晄を苛さいなんでいるのだが、晄自身には恐きよう怖ふの正体がわからない。

『今さらびびってんじゃねえよ』



　晄の畏おそれに気づいたのか、鳳が言った。

『神だろうが、そこらへんにいる虫だろうが、関係ねえ。人間が人間の命を守ろうとするのは、当たり前のことだ』

「うん」

　晄は炎招戈の柄を握にぎり直す。

　他ほかにどうしようもなかったら滅ぼす──。それはとっくに決意していたことだ。

（今は、とにかく炅を助けなきゃ）

　晄は顔を上げ、敵軍の本陣に立つ共工に目を据すえた。





『あの饕餮を滅ぼすとはな──』

　共工の赤い目は、近づいて来る炎招戈の使い手と、おのれに深手を負わせた王子を苦々しげに見つめていた。

　窮きゆう奇きは九天玄女と戦い、檮杌は小化蛇に動きを封ふうじられている。他の神や妖も晄たちの接近を止めようとしているが、崑崙の兵がそれを邪じや魔まする。

『あの人間たちは、何を企たくらんでいるのでしょうな。化蛇の王がおらぬ今、炎招戈の炎を喚よべば、自分らも味方兵も命はないというのに』

　共工の傍かたわらで、象よりも巨大な犬──渾こん沌とんが言った。

『余の中にいる人間を取り戻そうとしているのであろう。陽甲に憑いていた時、王の占せん術じゆつ師しは余を祓はらわんと命を削けずっておった。また、あの王子も陽甲を返せと言っていたが──』

『いったい何のために──。まして、今は戦いくさの最中ではありませぬか』

『人間の考えることはわからぬ。群れて生きるものにはみな、それなりの仲間意識はあるが、そのためにおのれの命を懸かけられるものなのか。第一、余の中にいる人間は、あの者たちの敵であったのだ』

　共工の身体の中では、炅がもがいていた。

　──来るな！　僕のことなんか放ほうっておいて、早く逃にげろ！

　少年はそう叫さけんでいる。

　炅を取り込んだ時に、共工は炅の記き憶おくを垣かい間ま見みた。かつては晄をうらやみ、憎にくみ、本気で殺そうとしていた。それが、今は晄の身を案じている。

（人の心は変わるのか……？）

　──また人間の心は変わるかもしれない！　これから何十年か何百年か先には、あなたの望むような生きものになれるかもしれない！　だからお願い、それまで人間を滅ぼすのを待って！

　ふと、先刻の晄の言葉が、耳の奥に蘇よみがえったが、

（馬ば鹿かな──）

　と、共工はその声を振ふり払はらった。個の心が変わることと、種としての特性が変わることでは意味が異なる。

　そうしている間にも、晄たちは近づいて来る。饕とう餮てつ配下の兵が、主人の仇かたきとばかりに晄たちに向かって行ったが、人の身でありながら、彼らはそれら兵と果か敢かんに戦っていた。

　晄は炅を救いたいと切望し、炅は晄の身を案じている。

　理解はできないが、その心根を共工は好もしいと感じた。

（影えい響きようされているようだ）

　身の内に、人間の子どもを飼っているせいだろう。

『申し上げます。蚩し尤ゆう殿の軍が到とう着ちやくいたしました。また、狼窩山より帰き還かんした鳴めい蛇だによれば、鳴蛇王は戦いに敗れ、化か蛇だの王がこちらへ向かっているとのことにございます』

　風伯麾き下かの兵が、風に声を乗せて報告に来た。

『鳴蛇が死んだか──』

　共工は赤い目を僅わずかに見開いた。鳴蛇王の訃ふ報ほうに驚おどろいたのではない。最初の挙兵以来、変わらず忠誠を誓ちかい、常に手足となって働いてくれた水すい妖ようの死に動どう揺ようし、自分に他のものの死を悼いたむ心が芽生えていることに驚いていた。

（これも、子どもを取り込んだせいか）

　共工は、華きや奢しやな右手を握り締しめる。

『蚩尤を呼べ』

　心の内を隠かくし、共工は冷厳な声で命じた。

　化蛇の王が到着する前に、炎えん招しよう戈かの使い手を殺さなければならなかった。





「この霧きり──」

　饕餮の一族と思われる羊に似た妖あやかしと戦っていた晄たちは、突とつ然ぜん、漂ただよってきた霧に驚いて辺りを見回した。

『蚩尤だな』

　背中で鳳が呟つぶやく。蚩尤は武器を発明した戦神であると同時に、霧を操あやつる神でもある。

　──私たちは煒白殿ほど五感が鋭するどくない。霧にまかれれば方向を見失う。

　楓牙を乗せている水馬が言った。

「累焔、はぐれるな」

　そう言いながら、楓牙自身も煒白に水馬を寄せる。

　霧は見る間に濃こさを増し、周囲は白い闇やみと化した。すぐ目の前にあるはずの煒白の頭すら霞かすんでいる。饕餮一族の妖たちも、いつの間にか襲おそって来なくなっていた。相打ちを恐れて退いたのかもしれない。

『油断するな。霧の後にはあいつが来る』

「わかってる」

　晄が炎招戈を構え直した途と端たん、霧の中から見上げるほどの巨きよ人じんがぬっと姿を現した。

　背せ丈たけも身み幅はばも常人の三倍はあり、目も口も糸のように細く、鼻の位置もはっきりしない。両方の耳たぶに空いた孔あなに飾かざられているのは、生きた蛇へびだ。

　巨人──夸こ父ほがブンと腕うでを突つき出した。煒白は横に跳とんでそれを避よけると、着地の反動を利用して再び跳ちよう躍やくし、額の一本角を巨人に突き立てようとした。しかし、その前に巨人はスッと霧の中に姿を隠してしまう。太陽と競走したという言い伝えがあるほど、夸父は駿しゆん足そくなのだ。

『このっ』

　鳳は煒白から飛び下りざま、『水馬！　避けろよ』と、力任せに光の槍やりを霧の中に投げた。

　爆ばく発はつが起こり、獅し子しのような夸父の咆ほう哮こうが霧の奥から聞こえる。

　鳳は続けざまに光の槍を投げたが、晄を捕とらえようとする腕は、一向に減らず、いったい何人いるのか見当もつかない。戦うために創つくられた煒白も、晄を守るだけで精せい一いつ杯ぱいで、反はん撃げきの暇ひまもなかった。

　夸父の手は楓牙たちにも伸のびた。楓牙は宵しよう練れんを振るい、呪のかけられた矢を累焔が放つ。しかし、霧に視野を遮さえぎられ、夸父にどれだけの痛手を与あたえているのかわからなかった。

『くそっ、こいつらには幻げん術じゆつが効くけど、水馬も一いつ緒しよに眠ねむっちまうし』

　光の槍を投げながら、鳳が歯がみする。

　ドンと、夸父が煒白の左腹を突き飛ばした。同時に煒白は右へ跳んで、衝しよう撃げきを逃がす。着地した煒白はなおも迫せまる夸父に、飛びかかろうとしたが、その前に夸父の腕が晄に伸びてきて、彼は再び後ろへ跳ばざるを得ない。水馬たちもまた、夸父に追われていた。

（何か変だ）

　跳躍を繰くり返す煒白の上で、振り落とされないようにたてがみにしがみついたまま、晄は次々と伸びてくる夸父の腕を目で追った。

　夸父は晄を捕つかまえようとしているようで、今一つ踏ふみ込みが甘い。河伯に加護されている晄を殺すことはできないと考え、単に晄を共工に近づかせまいとしているだけなのだろうか。

　霧の向こうからは、激しく渦うず巻まく水の音が聞こえている。夸父と戦っている間に、黄河近くまで来てしまったらしい。

　晄が音の方を見やった時、『晄、伏ふせろ！』と、煒白が叫んだ。同時に、上方へ凄すさまじい勢いで跳躍する。

　大地を揺ゆるがす轟ごう音おんを立てて、それまで煒白がいた場所に、巨きよ大だいな水の塊かたまりが長い尾おを引いてぶつかった。共工が操る水の蛇だ。黄土の大地に巨大な穴が空き、衝しよう撃げき波はで楓牙たちを乗せた水すい馬ばが吹ふっ飛んだ。

「楓牙！」

　霧の中に消えた楓牙と累焔の姿が視界の隅すみに映り、晄は絶ぜつ叫きようした。

　上方へ跳んだ煒白は、霧の奥から別の水の蛇がやって来ることに気づいたが、翼つばさを持たない彼に逃のがれる術すべはない。宙で体勢を整え、迫る水の蛇に額の角を向ける。

　水の蛇へびは、意思ある生きもののように大きく湾わん曲きよくした。

　降下し始めた煒白と、下方から突き上がる水の蛇とが激げき突とつした。

　ドン！　と、激しい衝撃が晄の腹に伝わった。

　水の蛇は形を崩くずしてザーッと地面に落ちたが、煒白もまた勢いに負けて吹っ飛ばされる。

「うわっ！」

　晄の身体からだが宙に浮うき、手た綱づなから手が離はなれた。濃い霧の中で、晄は煒白を見失った。上下の感覚が失うせ、上がっているのか落ちているのかわからない。

　ふと、黄河の濁だく流りゆうの音が迫っていることに気づいて、晄は怖おぞ気けだった。

　次の瞬間、バシッ！　と全身に、叩たたきつけるような鋭い痛みが襲った。続いて水圧が重くのしかかり、激しい水流が凄まじい勢いで晄を押し流す。左腕から盾たてが外れた。

（助──けて）

　晄は、恐きよう怖ふにおののきながら必死でもがいた。流れに押し上げられ、水面に顔が出た。息を継つごうとしたが、波が顔にかかり、鼻と口に水が入った。咳せき込んだ途端に、水を吸い込む。

「助けて、汪李！」

　水面に顔が上がる度たびに、晄は叫んだ。けれど汪李は来ない。

　数匹ひきの小化蛇が近づいて来た。彼らは晄の手足に取りつき、晄を押し上げようとするが、晄の顔を水面に出すだけで精一杯で、飛び立つまでに至らない。

　水面近くの水の中に光が点ともった。淡あわく、柔やわらかく、黄金こがね色いろと白とが混じったような色の光だ。

　その光に晄は憶おぼえがあった。以前、黄河に落ちた時には、その光が晄を包んでくれた。

　しかしその時とは異なり、光は弱々しく明めい滅めつしていた。晄を追いかけて来るが、水流に翻ほん弄ろうされ、晄のもとへは届かない。

　──御み子こよ……。晄王子……。

　晄の耳に、苦しげな老人の声が聞こえた。

「河伯の使いのおじいさん！」

　声の主は、先代の大だい史し令れい、隗昭明である。赤子の晄を黄河に流し、彼は自らを供く物もつとして晄に河伯の加護を祈いのった。その呪じゆ力りよくゆえか、彼は河伯の使いとなって晄を見守っていた。

　──共工が水を操り、もはや河伯一人で水を制することは……。水妖には術がかかり、力を削そがれて……。

　途と切ぎれ途切れの声とともに、光は晄を追ってくる。

「助けて──おじいさん──！」

　晄は右手に炎招戈を握にぎったまま、左手を弱々しい光に伸ばす。

　けれど、渦うずを巻きながら流れる水が、その光を押しやってしまった。黄土の混じった水が覆おおいかぶさり、晄は再び水中に引きずり込まれた。再び水面に顔を出した時には、その光は見えず、昭明の声も聴こえなくなっていた。





『晄!!』

　晄の悲鳴と、水に落ちる音を聞いた鳳は、バッと振ふり返った。

　濃い霧の中を駆かけ出そうとした時、シュッと夸父の腕が左ひだり脇わき腹ばらに伸びてきた。咄とつ嗟さに右へ跳びながら、手にしていた光の槍を投げる。槍はその夸父の顔にぶつかって爆発し、夸父は顔を押さえて仰のけ反った。

　再び、駆け出そうとすると、足元に別の夸父の手が伸びた。それを避けようと跳んだその瞬しゆん間かん、ドスッと重い拳こぶしが鳳の鳩みぞ尾おちにめり込んだ。数丈じようも吹っ飛び、鳳は地面に落ちる。

　間かん髪はつを容いれず、夸父が鳳の足首をつかんだ。

『放せ！』

　鳳は手の中に幻術を紡つむぐ月を作ろうとしたが、その前に、夸父は煒白に匹ひつ敵てきするその膂りよ力りよくで、鳳の足首をつかんだまま地面に叩きつけた。

『くそ──』

　手をついて立ち上がろうとしたが、夸父は鳳の足首を放さなかった。

　もがく鳳の上に、凄まじい勢いで巨人の足が落ちてきた。

　バキッと背骨が嫌いやな音を立てた。これまでに味わったことのない激痛が全身を走る。

　一度では済まなかった。十数度にわたり夸父は容よう赦しやなく鳳を踏みつけた。

　最初は踏まれる度に痛みを感じたが、お終しまいの方は何も感じなくなっていた。

　人ひと形がたが解けて、ひよこになってしまった鳳を見てようやく満足したのか、夸父は鳳をつまむと、黄河に向けて放ほうった。

　黄河の上には霧きりがかかっていなかった。

　河口近くの、この付近の黄河は、普ふ段だんはゆっくりと流れているはずだが、今は凄まじい勢いで流れていた。共工が水を操あやつって流れを速めているのだ。

　宙を舞まいながら、鳳は、広大な黄河の中なか程ほどで濁流にもまれながら下流へ流されていく晄の姿を見つけた。小こ化か蛇だが晄を押し上げようとしているが、共工の力がそれを阻はばんでいる。

（晄……！）

　鳳は翼を羽ばたかせようとしたが、力が入らなかった。羽ばたいたところで自分は飛べない。

　煒白も黄河に落ちていた。楓牙と累焔も流されていく。

　夸父たちは最初から自分たちを黄河に落とすつもりで、霧に紛まぎれて晄を黄河河岸へ追い詰つめたのだ。

　次し第だいに水面が近づいてきたが、どうすることもできなかった。

　バシャンと頭から水に落ちた。羽う毛もうが空気を含ふくんでいるせいか、すぐには沈しずまなかった。

　鳳はぼんやりと空を眺ながめた。鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようが飛んでいた。九天玄女の姿もある。晄や自分たちが黄河に落ちたことを知って助けに来たのだろう。それをさせまいとする風伯や雷らい神じん、窮きゆう奇きなど空を飛ぶ神との戦いになっている。

　水中からの助けは期待できない。河伯は女媧の味方だが、その河伯が司つかさどっている黄河が共工に乗っ取られたのだから、どうにもならない。

『どじを踏んじまった……』

　力も速さも、夸父には敵かなわないことはわかっていた。だから、接近戦はできるだけ避さけた。けれど、晄が黄河に落ちたことを知って慌あわてたのだ。

『悪わりぃな、おれのせいでこんなことになっちまって』

　鳳は、もう一人の自分、鸞らんに呼びかけた。

　──いいえ、わたしこそ。役に立てなくて、ごめんなさい。

　鸞が答えた。足をつかまれた時、幻げん術じゆつを紡ぐ月が間に合わなかったことを言っているのだ。

『あれはしょうがねえ。まだ日が沈んでねえし』

　鳳と鸞は昼夜にかかわらず、どちらの術も使えるようになったが、昼に幻術を使う場合は、鸞を喚よびだして、手を鸞に明け渡わたすという手順を踏むために、時間がかかるのだ。

　──あの鸞鳥のように、瞬時に幻術が使えたら……いいえ、せめて空を飛べたら、晄が黄河に落ちる前に助けることができたのに。

　鳳の目を通じて空を眺め、鸞は小さな溜ため息をついた。空には、鳳皇や鸞鳥が舞い、大きな翼から光を発して、鳴めい蛇だや風伯など共工軍の兵と戦っていた。

『つーか、飛べたら夸こ父ほなんかに捕まらなかったさ』

　鳳は小さく笑う。

『何でおれらは、でかくならねーんだろ……』

　──二羽わで一羽の半はん端ぱものだからでしょう。

『結局は、そこか』

　羽毛が水を含み、次第に沈んでいく。ひよこは水を掻かこうとしたが、もう翼つばさが動かなかった。

『黄帝との約束、守れなかったな。炎えん招しよう戈かの誓ちかいも……』

　──そうですね……。

　悔くやしいが、どうにもならない。

『ま、そこは力足らずってことで諦あきらめるにしても、何とか晄を助けられねーかな……。あいつ、陝せん邑ゆうの露ろ天てん風ぶ呂ろにも入れねーぐらいの水みず嫌ぎらいだろ』

　──海まで流されて、海神の手に落ちたら、いくら河伯の加護があっても……。

『人間が、神かみ頼だのみする気持ちがわかるぜ……』

　どうか、我が身に代えても、晄をお助けください──。

　ひよこは心の中で祈り、よく見えなくなってしまった目で天を仰あおいだ。

　ザブリと水がかかった。ひよこはそのまま水流に呑のまれる。渦に巻き込まれ、くるくると回りながら、やがてひよこは黄河に沈んでいった。





『炎招戈の使い手が、黄河に落ちた!?』

　祝融は紅くれないの眼めを見開いた。

　大平原の西、崑崙軍の陣じん営えいである。祝融は晄との約束通り、直接戦せん闘とうには加わらずに指揮を執とっていた。共工軍の陣営までは十里近い距きよ離りがあったが、祝融の目は蚩し尤ゆうが夸父を率いて軍に加わったことも、敵てき陣じん近くの黄河河岸に蚩尤が霧を起こしたこともとらえていた。

『晄を助けよ！　鳳皇と鸞鳥を遣つかわせ。小化蛇と水すい馬ば、白はく蛇だと何か羅ら魚ぎよ、とにかく化蛇に従う水すい妖ようすべてに、全力で炎招戈の使い手を救うように伝えよ！』

　祝融は直ちに命じ、伝令を務める烏からすが一いつ斉せいに飛び立つ。

　九天玄女も晄が黄河に落ちたことに気づいたのか、黄河に急行した。しかしその後を窮奇が追う。

『何ということだ……。海まで流されたら、河伯の加護は通用しないぞ』

　祝融は、黄河の濁だく流りゆうに目を凝こらし、晄の姿を捜さがす。

　黄河の荒あれ方は尋じん常じようではなかった。共工が水を操っていることは明らかだった。

（術を繰くり出す右手が人間のものでは、ここまでの力は出ないと思っていたが……）

　祝融は、敵陣の奥に立つ共工に目を移し、彼から凄すさまじい量の瘴しよう気きが発せられていることに驚おどろいた。

（怒いかり──ではないな。悲しんでいるのか？）

　共工は持っている以上の力を発している。そして、その源は心の動きにあるらしい。

（感情に突つき動かされるようなやつではなかったはずだが──）

　共工の目はじっと晄に注がれていた。その尾おが太く長く巨きよ大だい化していく。彼は本ほん性しようの水神の姿で飛び立ち、黄河に向かう。

（まずい──）

　共工は炎招戈の使い手の息の根を止めるつもりだ。河伯の加護がある晄は大たい抵ていのことでは死なないが、河伯以外の水神が操る水には弱い。

　晄には共工と戦うなと言われているが、晄を死なせるわけにはいかない。

　祝融は人ひと形がたを解いた。凜り々りしさと艶えん麗れいさを兼かね備えた青年の姿が消え、代わりに巨大な赤せき龍りゆうが現れる。全身は紅の鱗うろこに覆おおわれ、背に炎のたてがみをまとわりつかせている。四し肢しには五本の指があり、それぞれに長い湾わん曲きよくした爪つめが生えていた。

　祝融は、羽毛のない一いつ対ついの翼を羽ばたかせて飛び立つと、全速力で共工に向かった。

　共工は右の手の平を、濁流に流される晄に向けていた。手の平に黄河の水が集まり、水は渦うずを巻きながら蛇へびを形作る。

　その蛇が手の平から離はなれる寸前、祝融は体当たりした。

　大量の陰いんの気と陽の気とがぶつかり合った。轟ごう音おんを立てて大気が振しん動どうし、火花が散る。

　勢いに負けて飛び退すさりながら、共工は手の中に集めた水を放った。水の蛇は螺ら旋せんを描えがきながら晄に向かい、その前に祝融が割って入る。水の蛇は祝融の腹にぶつかり、彼は十数丈も吹ふっ飛んだ。水の蛇は形を崩くずして黄河に落ち、辺りにもうもうと湯気が立ちこめる。

　祝融が体勢を整えている間に、共工が再び水の蛇を放った。間に合わないと知った祝融は、その口こう腔こうから炎を噴ふき出す。炎は風を巻き込んで膨ふくらみながら、水の蛇を呑み込むと、地面にぶつかった。炎は消えず、黄土の積もる大地に火柱が上がる。付近で戦っていた神や妖あやかしが、ザッと散った。

『祝融殿！』

　黄河上空で窮奇と戦っていた九天玄女が愕がく然ぜんと振ふり返った。あの炎は、化蛇の王でなくては消せない。けれど今、共工の水の蛇から晄を守れるのは祝融以外にいないのも事実だ。

　共工は晄に向かって次々と水の蛇を撃うち、それを消すために祝融が炎を噴く。共工の右手が人間のものであるため、本来の水神の力は発揮されず、祝融も水の蛇を相そう殺さいするだけに留とどめているが、二人が戦い続ければいずれ人の住む地にまで水と炎が及およぶ。

（早く晄を助けなければ──）

　九天玄女は、晄に向かって飛ぼうとするが、その前に窮奇に回り込まれる。

『誰だれか、炎招戈の使い手を助けられる者はいないの──!?』

　迫せまる窮奇の爪を大刀で払はらいながら、思わず叫さけんだ。





「何の音──？」

　左ひだり腕うでで小化蛇にしがみつき、右手に炎招戈を持ったまま、濁流に流されていた晄は、突とつ然ぜんの轟音に振り返ろうとして、左手を滑すべらせた。周囲を囲んでいた小化蛇が、慌てて晄を水面へ押し上げる。

　その時、『晄！』と、激しい水流に混じって呼びかける声がした。見ると、人形の煒白が濁流の中を泳ぎ、少しずつ近づいて来る。

『大だい丈じよう夫ぶか』

　彼は、片かた腕うでで晄の腰こしを抱だきかかえ、小こ化か蛇だの上に乗り上げさせた。晄はようやく握にぎったままだった炎招戈を鞘さやに収める。

　またあの轟音がして、晄と煒白は同時に振り返った。

　西の空が赤く燃えていた。赤い陽炎かげろうが立ち昇のぼっているのだ。その中心に、龍の影かげがある。

「まさか、あの龍は……」

『祝融と共工が戦い始めた』

　煒白の言葉に、晄は息を呑んだ。

　晄の目にも映るほど、祝融から凄まじい量の陽の気が発せられている。

　その向こうに、瘴気が黒い靄もやのように揺ゆらめいている。瘴気とは陰の気が凝ったものだ。中心にいる大だい蛇じやが共工だろうか。

　大蛇と龍が交こう錯さくし、炎と白い湯気が上がる。轟音が耳に届いたのは、一呼吸の後だった。

　火神祝融と、水神共工の力は拮きつ抗こうしている。互たがいが本気で戦えば、地上は洪こう水ずいと炎に侵おかされ、大勢の人間が死ぬ。

「楓牙と累焔は？　鳳は？」

　晄は震ふるえる声で尋たずねた。

『みんな黄河に落ちた。楓牙と累焔は水馬に支えられているが、共工が水を操あやつっているので、水馬は水の上を歩けない。鳳はわからない。さっきまで気配があったのだが──』

「楓牙たちを助けなきゃ……。共工と祝融を止めなきゃ……」

　晄は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

『わかっている』

　煒白は晄を片腕で抱えて河岸に向かって泳ぎ始めた。それに合わせて、晄たちを支える小化蛇も翼で水を掻く。しかし、濁流の勢いは凄まじく、晄たちは火神と水神の戦いの場から遠ざかる一方だった。



　　　　



「ろくに見えておらぬ目で、よくやる」

　荒あらい息をつきながら章玄は言った。玄げん端たんの衣ころもはあちこちが裂さけ、肩かたや腕には血が滲にじんでいる。

「そちらこそ。片目では距きよ離り感かんがつかめないはずですが、なかなかの制球力です」

　顔の前に剣けんをかざし、舜はよく見えない目で章玄を睨にらみつける。額には汗あせが浮うき、舜もまた肩で息をしていた。

「片目の方が狙ねらいが定まりやすいのだ」

　章玄は右手を突き出し、小さな玉をピッと指で弾はじいた。

「そういうもんですか」と、舜は、おそらく額に向かって弾かれたと思われるその玉を頭を沈しずめて避よけ、一気に踏ふみ込んで章玄に斬きりつける。章玄は身をひねって刃やいばを避け、新たな玉を弾いた。



「つ──」

　舜の右みぎ腕うでに鋭するどい痛みが走った。剣を持つ手が痺しびれてくる。

　章玄の指から次々に玉が弾かれた。大半は衣の下に着けた身しん甲こうに当たってはね返るが、それでも何発かが腕や足に当たる。

　呪のかかったその玉は、額に当たれば幻げん術じゆつがかかり、手足に当たればその部分を痺れさせる。しかし、舜の目では、小さなその玉を見切ることはできなかった。

　足をよろめかせながら、舜はなおも剣を振りかざして章玄に迫った。肩先や頬ほおをかすめる玉に構わず、彼の喉のどに向かって剣を突く。章玄は横に跳とんだが避けきれず、剣の切っ先が右肩の肉をえぐった。

「む──」

　章玄の右手からバラバラと玉がこぼれる。

（この隙すきに──）

　と、舜は剣を振り上げたが、もう指に力が入らず、剣を取り落としてしまった。

　舜はガクリと膝ひざをついた。全身が痺れて動けなかった。その間に章玄が床ゆかに落ちた剣を拾う。

『しゅんにー！』

　呪じゆ具ぐの上にかぶさっていた盛り土の一部がニュッと伸のび、舜をさらって章玄から遠ざけた。

　しかし、章玄は右肩からおびただしい量の血を流しながらも、左手にはしっかりと剣を握り、舜に近づいて行く。

　チャウは舜を守ろうと身体からだを伸ばした。途と端たんに、土に埋うめ込んでおいた奴ぬ婢ひが身じろぎする。

『でてきちゃ、だめー！』

　チャウは慌あわてて盛り土に戻もどる。奴婢は幻術をかけられている。逃にがせば呪具を持って行ってしまう。

（じゅぐとしゅんにーをもって、おそと、でようか……）

　しかし、外は雨だ。この降りでは王城どころか、王都が埋まる。舜は人類滅めつ亡ぼうよりましだと言っていたが、やはり王都を埋めるのはよくない気がする。

　その間にも、章玄は舜に近づいて行く。

「手こずらせおって」

　章玄が剣を振り上げたその時──、

「章玄！」

　バリッと戸が蹴け破やぶられた。章玄と舜もチャウもハッと振り向く。

　次の瞬間には、矛ぼうを持った眉び軍兵──呪じゆ術じゆつを使う兵が部屋になだれ込んできた。眉軍兵は瞬しゆん時じに章玄を取り囲み、その矛の切っ先を章玄に向ける。

「なぜ……」

　章玄はこの後宮へ来るまでに、自分を捕つかまえようとした眉軍兵すべてに幻術をかけた。章玄が後宮に来たことを知る者はいないはずだった。

「そうか、利條めが──」

　章玄は歯がみし、振り上げた剣をゆるゆると下ろす。舜の呪じゆ詛そによって、章玄の呪力は弱められていた。おそらく占せん術じゆつで占みえるようになってしまったのだ。

「外も、眉軍兵が囲んでいます。諦あきらめてください」

　章玄の予想通り、眉軍兵の後から姿を現したのは利條だった。

「久しぶりですね。ずいぶん捜さがしましたよ」

　白はく皙せきの美び貌ぼうは、微かすかに翳かげっていた。

「相変わらず息災で何よりだ」

　章玄は苦々しい笑えみを浮かべた。

「あなたは少しおやつれになった」

　鑑かんを通じて戦ったことはあるが、章玄と面と向かうのは、二年前の秋に亳はく邑ゆうで別れて以来である。章玄の顔の右半分がただれている理由はひと目見てわかったが、それとは別に、彼の逃とう亡ぼう生活を思うと、利條の胸は痛んだ。

「逃げ回っている間も、死の夢は──人が地上のすべてを滅ほろぼし、自らも死に絶えるという悪夢は訪おとずれたのでしょうか？」

　利條の問いに、章玄は「なぜそれを──」と、瞠どう目もくする。

「あなたの過去を占みたのです。けれどあなたが住んでいた屋や敷しきの樫かしの木は、あなたが出しゆつ奔ぽんしてからのことは見ていなかったので……」

　二年の逃亡生活の間にも、毎夜あの夢が訪れていたのだとしたら、あまりに酷むごすぎる。

「過去？」

　舜は、床に膝をついたまま利條を見上げる。

「彼は幼い時から、遠い、何千年も何万年も未来を占み続けていたのです」

　利條は言った。

　章玄はしばらく利條を見つめていたが、やがてふっと小さく笑って目を伏ふせた。

「要いらぬ心配をするところは、変わらぬな」

　十五年間、貞てい人じんとして彼の下で働いていた章玄は、利條の心の細やかさをよく知っていた。

「炎えん招しよう戈かの使い手を見つけ、やつを殺そうとしている間は、あの夢を見ずに済んだ」

　章玄は顔を上げ、投げやりな笑みを消さぬまま答えた。

「ちょ、ちょっと待ってください。いくら占術師だからって、そんな遠い未来のためにしつこく晄ちゃんをつけ狙っていたんですか」

　舜はまだ満足に動けなかったが、怒いかりを抑おさえられずに立ち上がろうとする。

「そうだ」

　章玄は平然と答えた。

「十七年前、南庚王とその御み子こを呪殺せよと依い頼らいがあった時、妻と子の仇かたきに等しいあの者たちを殺そうとしている間は悪夢を見なかった。南庚と御子を殺せば未来は変わり、あの悪夢から逃のがれられると、その時は思った」

「未来を変えたいと……？」

　利條は、哀かなしい目で章玄を見つめる。

「だが、お前が黄河で御子を拾ったその日から、また悪夢が始まった」

　章玄は足元の舜を見下ろす。

　十七年前、南庚の呪殺には成功したが、章玄は御子を殺すことができなかった。舜の父、尭ぎようが作った呪具が御子を護まもっていたからだ。先代の大だい史し令れい隗昭明が御子に河伯の加護を祈いのり、黄河に流した時、章玄は共工を召しよう喚かんした。河伯の加護を得た御子を殺せるのは、共工しかいない。

　人間の滅びを願う章玄の召喚に、共工は応じた。

　しかし、湯王との戦いくさの時に受けた傷が十分に癒いえていなかった共工は、河伯との戦で滅ぶ寸前にまで追い詰つめられた。共工は御子に取り憑つこうとしたが、河伯の加護が共工を阻はばみ、御子には気の一部が潜もぐり込んだに過ぎなかった。そして、残りの気が、たまたま近くに捨てられた赤子──炅に取り憑いたのだ。

「捜したぞ、舜──」

　彼はそう言って、舜を見下ろしたまま薄うすい笑みを浮うかべた。

　共工の核かくを、当時王太子だった陽甲に隠かくすと、章玄は陽甲の貞人となって核を見守り、一方で御子を捜した。共工を蘇よみがえらせ、人を滅ぼしてもらわなければ、未来は変わらない。そのためには、御子を殺し、共工の気を取り戻さねばならなかった。

　けれど御子を受け取った舜と尭は、行方ゆくえをくらましてしまった。またしても尭の呪具が、章玄の占術を阻んだのだ。十二年前、炅を拾った老呪じゆ術じゆつ師しが尭を殺してくれたが、舜はその後も御子を連れて逃げ続けた。

「夢を見なくなったのは、二年前の秋だ。炎招戈の使い手を捜すために打った大おお芝しば居いに、御子が引っかかった」

「二年前の大芝居って──。国を挙げて炎招戈の使い手を捜した──？　晄ちゃんが、炎招戈の使い手になるってわかってたんですか？」

　急せき込んで訊きく舜に、「薄々な」と、章玄は答えた。

「御子を──共工復活の鍵かぎであると同時に、共工を脅おびやかす炎招戈の使い手を殺そうとしている間は、夢を見ずに済んだ。だが、未いまだ晄を殺せず、共工の復活も不完全だ。常にお前の作る呪具が私の邪じや魔まをする」

　章玄は、盛り土姿のチャウに目をやる。チャウがかぶさっている呪具の中にあるのは、晄に憑いていた気──共工の右手だ。

　章玄につられて、眉軍兵が不思議な気配の盛り土に視線を移した時、バッと章玄がいきなりかがみ込み、右腕を舜の胸に回して左手の剣けんを喉のどに当てた。眉軍兵はハッと矛を構え直し、利條も一歩踏ふみ出す。

「この期ごに及およんで……、ねちっこい人ですね……」

　右みぎ肩かたに深手を負った章玄の力は、さほど強いものではなかったが、身体が痺しびれている舜は、彼の右腕をふりほどくことができなかった。

「今朝、久方ぶりに夢を見た。お前にかけられた呪詛のせいであろうか」

　章玄が舜の耳元で囁ささやいた。

「殺すべきは晄ではなく、お前の方だったのかもしれぬな」

　彼は舜の喉に当てた刃に力を込める。白い喉にスッと細い血の筋が走った。

　章玄は顔だけを利條に向けた。

「呪具を王城の外へ──」

　言いかけた彼の手から、ぽろりと剣が落ちる。

「……いったい……これは」

　章玄は目を剥むいた。右腕が舜から外れ、彼はぐずぐずとその場に仰あお向むけに倒たおれかかる。

　眉軍兵が矛を退ひいた。

「利條、お前、樫の木で……呪詛を……」

　十五年間、常に利條の傍かたわらにいた章玄は、彼がどのような呪術を使うかよく知っていた。

　樫の木を使って、利條は章玄に呪詛をかけていたのだ。呪詛の成じよう就じゆは近く、放ほうっておいても樫の人形が燃え尽つきると同時に、章玄の命も尽きる。だから、眉軍兵は自分を囲むだけに止とどまり、縛ばくしようとも剣を取り上げようともしなかったのだ。

「おのれ、利條──」

　章玄はギリギリと歯ぎしりした。

　舜も眉軍兵も目を瞠みはってその様子を見ていた。人形の手足が灰になれば、呪詛をかけられた者の手足も動かなくなる。そして人形の頭が灰になれば、その者の意識もなくなり、胴どうが灰になれば心臓も止まる。抵てい抗こうしたところで、死からは逃れられない。みな、そのことをよく知っていた。

　ところが、突とつ然ぜん、ダン！　と章玄の身体からだが跳はね上がり、何と彼は立ち上がった。

「嘘うそ──」

　舜はギョッとして飛び退のき、眉軍兵も目を剥いて矛を構え直した。人形の呪詛をかけられた者にはあり得ない動きだった。その執しゆう念ねんに舜でさえも戦せん慄りつした。

　章玄は、チャウの方に手を伸のばした。『ひ～』と、盛り土から小さな悲鳴が漏もれる。

　しかし、それが限界だった。章玄はゆらりと身体を傾かたむかせ、ばったりと仰向けに倒れた。人形の手足が灰となってしまったのだろう。章玄の手足は作り物のようにぐったりとしていた。

「……私は滅ぼさねばならぬ……人の世を……人間を……」

　章玄は、それでも起き上がろうと頭を持ち上げる。

　利條が章玄に駆かけ寄った。傍らに膝ひざをつき、章玄の首の後ろに手を回して抱かかえる。

「あなたは、優すぐれた貞人でした。誰だれよりも千里眼の術に長たけ、主上の政まつりごとの助けとなっておいででした」

　利條は章玄の頭を抱え、彼のただれた右みぎ頬ほおに白い手を当てる。

「悪夢に苛さいなまれ続け、唯ゆい一いつそれを癒いやせる奥様を亡なくし、あなたが苦しんでいたことはわかります。けれど──けれど、それでも私わたくしは伺うかがいたい。私わたくしとともに主上に仕えていた、貞人としての十五年間の日々も、ずっと不幸だったのでしょうか？」

「……貞人としての……日々……？」

　すでに焦しよう点てんを結ばなくなっていた章玄の目が、利條を見つめた。

　徐じよ々じよに薄れていく章玄の意識の中に、共工の核をその身に宿していることも知らずに、のんびりと微笑ほほえむ若き日の陽甲が思い浮かんでいた。

「……さてな」

　貞人という仕事は嫌きらいではなかったとおぼろに感じながら、章玄は薄く笑った。

　しかし、その陽甲の映像も、すぐに妻と子の骸むくろやきのこ雲の夢に取って代わった。

「……未来など占みるものではないな……」

　その言葉が、妻に向けたものなのか、利條に向けたものなのか、それとも単に愚ぐ痴ちなのか、章玄自身にもわからなくなっていた。

　章玄の目から、徐々に光が失われていった。人形の最後の炎が消えようとしていた。

「静蕾……」

　妻の名を呟つぶやき、章玄は深い溜ため息をついた。それきり、彼の呼吸は途と絶だえた。

　利條は黙だまって章玄の死に顔を見つめていた。彼の睫まつ毛げは微かすかに震ふるえていた。

　眉び軍兵も、かつて優れた千里眼の持ち主として名を馳はせた貞人に、痛ましげな視線を落とす。

「何だか、脱だつ力りよくです……。彼には本当に苦しめられましたから……」

　舜はすとんと床ゆかに腰こしを下ろし、まだ痺れの残る手で前まえ髪がみを掻かき上げた。

「十七年前、嬉き氏の館やかたを出てから、数え切れないほど刺し客かくに襲おそわれましたけど、そのうちのいくつかは章玄の差し金だったんでしょうね。煒白がうちに来た時も、三門峡の鬼き門もんが開いた時も……、莉由ちゃんを誘ゆう拐かいされたこともありますし……」

　しまいには、青銅器職人の命とも言える視力を奪うばわれた。それはちゃんとお返しをしたが。

「助かりました。利條様がこんな術を使うなんて、ちょっと意外でしたけど」

　舜は、利條に視線を移す。

「私わたくしは、殷を──この国に住まう民たみを守らねばなりませぬ」

　利條は指先で、開いたままの章玄の瞼まぶたを閉じた。

「私わたくしは未来は変えられると信じておりまする」

　章玄のただれた頬に、利條の涙なみだがポツリと落ちる。

「遠い未来はともかく、殷の未来はきっと晄ちゃんが変えてくれますよ」

　舜は利條の肩に腕を回して軽く引き寄せた。

（晄ちゃん、死んじゃだめですよ）

　舜にとっては、そんな先のことよりも、明日、晄が無事に帰って来られるかどうかの方が重要だった。



　　　　



「なによ、もう──」

　莉由は、黄河南岸の渡わたし場で途と方ほうに暮れていた。

　どうしても晄の所へ行かなければと、王都から雨の中を馬車を走らせ、ようやく渡し場に着いた時には、辺りはすでに真っ暗だった。

　雨の夜、視界はまったく利きかず、それでも馬車を降りて足あし探さぐりで船着き場へ下りたものの、舟ふねは一艘そうも見つからなかった。雨で黄河が増水したため、どこか別の場所につなげられているのだろうか。

　莉由は、対岸の東──河口の方角に目をやり、唇くちびるを噛かむ。

　あそこに晄がいるのは間ま違ちがいないのだが、何が起こっているのかまったくわからない。

　けれど、とにかく行かなければならないのだ。

「小こ化か蛇だ！　あたしを晄ちゃんのとこへ連れてって！」

　たまらず、莉由は叫さけんだ。けれど、小化蛇は来なかった。雨と水流の音に消されて、莉由の声が届かないのか、それとも、雨を降らせることで手て一いつ杯ぱいなのか。

「聞こえないの!?　お願い、小化蛇！　来て、あたしを運んでちょうだい！」

　声を限りに呼びかける。それでも小化蛇は来ない。

「ったく、何で来ないの!!　汪李はあたしの言うこと、きいてくれるわよ！」

　目め尻じりに涙が滲にじんだ。何をこんなに焦あせっているのか、自分らしくないと思ったが、突つき上がってくる衝しよう動どうを抑おさえられなかった。

　突然、堤つつみの上に置いてきた馬車馬がいなないた。蹄ひづめと車輪の音が遠ざかっていく。馬が逃にげたのだ。

「ちょ、ちょっと、いきなり何なのよ」

　馬を追いかけようと駆け出した時、心臓がドクンと鳴った。

（この感じ──）

　莉由は足を止め、上流を振ふり返った。黄河の濁だく流りゆうの中を、巨きよ大だいな質量を持った熱いものが近づいて来るのがわかる。

　莉由はこの気配を知っていた。

　闇やみの奥、黄河の水中に赤い光が点ともった。光は水面を照らしながら黄河の中を凄すさまじい速度で移動している。莉由はそれがやって来るのを待った。

　やがて、ザーッと大量の水みず飛沫しぶきを上げて、それは水中から躍おどり上がった。熱風が巻き起こり、辺りにもうもうと湯気が立ちこめる。

『肝きもの据すわった女だ』

　背にまとわる炎ほのおで辺りを煌こう々こうと照らしながら、紅くれないの鱗うろこを持つ龍りゆうが莉由の前に舞まい降りた。

　昨年、三門峡の鬼門が開いた時に章玄に召しよう喚かんされ、今は陝邑の泉の底で眠ねむる赤せき龍りゆうである。

『言っておくが、我は晄の味方はせぬぞ。我は祝融と同族でありながら太古の戦いくさで共工に味方し、此こ度たびは晄を殺さぬという契けい約やくをお前と結んでしまった。どちらの軍にも加われぬ』

　そう言いながら、彼はたてがみの炎を消し、翼つばさを差し伸べて莉由を乗せる体勢をとる。

「じゃ、何でここへ来たのよ」

　莉由は、衣ころもの裾すそをたくし上げて赤龍の背に上った。

『喚よばれたからだ』

「喚ばれた？」

　小化蛇に来てほしいとは言ったが、赤龍を喚んだ憶おぼえはない。ふと、誰が赤龍を喚んだのか、また、誰が自分をこのように駆り立てるのかという疑問が頭の隅すみをかすめる。

「まあ、そんなことどうでもいいわ。とにかく行って」

　莉由は赤龍のたてがみを両手で握にぎった。濡ぬれた莉由が凍こごえないための配はい慮りよなのか、赤龍の背は温かかった。

『黄河を渡すだけだぞ』

「晄ちゃんのとこへ連れて行ってくれれば十分よ」

『女は強い。心の強さは男以上かもしれぬな。とても敵かなわぬ。お前にもあやつにも──』

　河岸を飛び立ちながら赤龍は呟いたが、翼の羽ばたく音にかき消され、その声は莉由に届いていなかった。



    

  
    
      　三　最期の誓い






　人ひと形がたの煒白は、小化蛇とともに晄を支えながら荒あれ狂くるう黄河を泳いでいた。しかし、いくら泳いでも岸が見えてこない。

　晄は辛かろうじて小化蛇にしがみついているが、寒さと疲ひ労ろうとで半ば気を失っている。

　小化蛇たちは、翼を羽ばたかせていたが、水すい妖ようの力を削そぐ術がかけられた水の中では、晄を乗せて飛び立つことはできず、彼の身体からだを水面へ押し上げているだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

　上空では、晄を助けようとする九天玄女や鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちよう、天馬に乗った神々が、窮きゆう奇きや鳴めい蛇だと戦っている。

　下流へ行くに従って、黄河の荒れ方が一層ひどくなっていた。逆巻く波には塩水が混じっている。海が近いのだ。

　海神は共工の味方だと、九天玄女が言っていた。海水を浴びれば、河伯の加護は力を弱める。また、淡たん水すいに棲すむ化蛇族は、海水の中では糧かてとなる水の気を奪われ、力を失ってしまう。海まで流され、海神に捕つかまったら脱だつ出しゆつは不可能だ。

　煒白は焦ったが、共工の操あやつる黄河の濁流と、海神の操る波に阻はばまれ、岸までの距きよ離りは縮まらなかった。

　ふと、妖あやかしの気配を感じ、煒白はそちらに注意を向けた。海に棲むものだ。それが波に乗って近づいてくる。

　──海かい蛇だダ！

　一いつ匹ぴきの小化蛇が叫んだ。

『晄！　しっかりつかまっていろ！』

　ただならない煒白の声に、晄の意識が呼び覚まされた時には、黄河の流れに逆らって、小山のような波がすぐ目の前まで押し寄せていた。

「え……？」

　波頭が割れ、海蛇の巨大な頭が現れた。まさに蛇といったつるりとした頭は、汪李よりも二回りも大きかった。

　ガーッと水の糸を引いて、海蛇が口を開けた。口こう腔こうには鰐わにのように尖とがった牙きばが何列も並んでいた。海蛇は、小化蛇ごと呑のみ込む勢いで晄たちに迫せまった。

　煒白は晄を胸の中に抱かかえ直し、海蛇から逃のがれようと波を蹴けった。それに合わせて、晄と煒白を支える小化蛇たちが翼を羽ばたかせ、黄河の奔ほん流りゆうに乗って海蛇をやり過ごす。

　ザブーンと、もの凄すごい水飛沫を上げて、海蛇は頭から黄河に突っこんだ。

「うわっ！」

　頭から冷たい海水をかぶった途と端たん、晄は新たに恐おそろしい寒さに襲われた。河伯の加護がまた一段と弱くなったのが感じられた。

　白い、ぬめぬめとした太く長い胴どう体たいが波の間をうねり、海蛇は向きを変えた。

　海蛇が再び水中から顔を上げた。鋭するどい牙が晄たちに迫る。

『晄を頼たのむ！』

　煒白は晄から手を放し、瞬しゆん時じに海蛇に向き直ると、ガッとその上うわ顎あごと下顎に両手をかけた。凄まじい神妖の膂りよ力りよくが、閉じようとする海蛇の口を押し開く。晄は一度沈しずみかけたが、小化蛇たちがすかさず下から支えて、横へ逃れた。

「煒白──！」

　左ひだり腕うでで小化蛇につかまり、晄は炎えん招しよう戈かを抜ぬこうとしたが、冷え切った指は水圧に敵わず、柄つかがまともに握れない。その間にも晄は下流へ流されていく。

　──モウ、海ダ……。

　晄を支えている小化蛇が、慄りつ然ぜんとした様子で呟つぶやいた。水を掻かく翼の動きも弱々しい。

　──海デハ、我ラハ力ヲ失ウ。晄ヲ支エラレナイ……。

　──向コウデ、海神ガ待チ伏セテイル。

「……嘘うそ」

　晄は、前方の海の方角に目を凝こらす。逆巻く波の間から、青黒い水平線が見えた。水平線の手前に、ざわざわと不気味な白い波が立っている。あそこに海神がいるのだろうか。

　煒白はまだ海蛇の口を押し広げ、海蛇は煒白を振り落とそうと、頭を振りたくりながら、なおも晄たちを追って泳いで来る。

（今度こそ、本当にだめかもしれない……）

　晄は初めて死を覚かく悟ごした。これまでに何度も窮きゆう地ちに陥おちいったが、諦あきらめたことはなかった。けれど、海水をかぶり、河伯の加護はこれまでにないほど弱くなってしまった。海神が待ち受ける海はもう目の前に迫っている。助かる見込みはない。

（祝融と共工の戦いが始まってしまったのに……。炅も助けたかったのに……）

　共工を滅ほろぼせるのは炎招戈しかない。晄が死ねば、誰だれも戦を止められない。

　太古、天が割れた時の戦のように、大勢の人間が死んでしまう。

「俺は、この国を……人の世を……誰もが笑って幸せに暮らせるようにしたかったのに……」

　晄が呆ぼう然ぜんと呟いたその時──。

　──我ガ王……。

　晄を支える小こ化か蛇だたちが、一いつ斉せいに南の空を仰あおいだ。

「え──？」

　濁流の轟ごう音おんに混じって、雷かみなりの音が晄の耳に届いたのは、その直後だった。

　小化蛇につかまったまま、晄は天に視線を走らせた。西の空は赤く、南の空から湧わいていた黒雲は、黄河上空にまで達していた。

　その黒い雲を背に、翼を持つ白銀の大だい蛇じやが、夕日に鱗を輝かがやかせながら、何万という数の眷けん族ぞくを率いて近づいて来る。

「…………汪李」

　最初は幻まぼろしを見ているのかと思った。けれど、間ま違ちがいなく化蛇の大軍は近づいてくる。黒雲が厚くなりながら、その面積を北の空へと広げていった。雲間に稲いな妻ずまが走り、ゴロゴロと重低音が大気を振しん動どうさせる。

「汪李が……来た」

　胸が熱くなって、涙なみだがこみ上げてきた。

　汪李と小化蛇たちは、晄に向かって一直線に下降を始めた。途と中ちゆう、十数匹ひきの群れが分かれて一いつ旦たん姿を消し、再び群れに加わった。その背に二人の人ひと影かげがある。楓牙と累焔だ。

「よかった──。汪李！　汪李！」

　濁だく流りゆうにもまれながら、晄は力の限りに叫さけんだ。

「汪李、待ってたんだよ！　──？」

　化蛇の大群が近づくにつれ、晄は汪李の様子がおかしいことに気づいた。翼の羽ばたき方は不規則で、いつもの力強さがない。途中で身体が傾かたむき、失速しては無む理り矢や理りに羽ばたいて体勢を整えようとしている。

「汪李──？」

　晄は汪李に気をとられていたため、自分がすでに海まで流されていたことも、白い泡あわを立てる不気味な波がすぐそばに迫っていたことにも気づかなかった。

　──晄！

　小化蛇が悲鳴に近い声で叫んだ。次の瞬しゆん間かん、ドーンと波が砕くだける音とともに、凄すさまじい水圧が頭上からのしかかってきた。

『晄！』

　一方の汪李は、背に走る激痛を堪こらえ、ザッと翼つばさを羽ばたかせて急下降した。

　それを見て、後方を飛んでいた小化蛇の群れから数匹が離り脱だつし、汪李に追いすがる。

　──行ッテハイケナイ！　ソノ傷デ海ニ入ッテハ──！

　汪李の背中の傷から、水妖の力の源である水の気が漏もれている。ここまで飛んで来るだけで精一杯だったというのに、この上、海水を浴びれば、さらに水の気を失ってしまう。

　──晄ハ、我ラガ助ケル。

　後方の群れから数百匹ぴきの小化蛇が、ザーッと海へ向かった。

『海神が相手では、お前たちには無理だ』

　汪李は追いすがる小化蛇に構わず、下降速度を上げた。身体が重く、翼は自分のものではないような気がしていた。取り返しがつかないほど水の気を失ってしまったことが自分にもわかる。また、黒こく龍りゆうの呪じゆ詛そがすでに全身を蝕むしばんでいた。

　しかし、小化蛇では、海神が操る水の中を自在には泳げない。

　ザン！　と波を蹴け立たてて汪李は海に飛び込んだ。

　晄は凄まじい勢いで海中に押し込まれながら、固く目を閉じ、手足をばたつかせていた。晄を支えていた小化蛇たちは、長い間海水にさらされていたせいか、力なく翼を広げ、海水に圧されるまま晄から離はなれていく。

　海の奥底に、蛸たこに似た巨きよ大だいな海神の姿があった。その触しよく手しゆが晄に伸のびる。

　汪李に先んじて海に飛び込んだ小化蛇たちが二手に分かれ、一方は海神に、一方は晄に近づこうとした。しかし、突とつ如じよとして生まれた渦うず巻まく水流に弾はじき飛ばされる。

　汪李は翼をひと掻きして、激しく渦うずを巻く水流の中を突つき進んだ。目め眩まいがするほどの痛みが襲おそい、食いしばった歯の間からうめき声が漏れる。

　晄の脚あしに、海神の触手が巻きついた。

『晄！　我につかまれ！』

　汪李はそう叫ぶと、晄の脚に巻きついた触手を噛かみちぎった。晄を首に乗せると、晄がたてがみをつかむ感かん触しよくがあった。

　翼を逆に掻き、汪李が上じよう昇しようしようとした時、別の触手が汪李の尾おに巻きついた。凄まじい力が、汪李を引きずり込もうとする。さらに、数十本もの触手が、ゆらゆらと海底から伸びてきた。あれに搦からめ捕とられたら、逃れられない。

　ゴボリと晄が息を吐はく音がした。

『ぬうっ──』

　汪李は渾こん身しんの力を振ふり絞しぼり、翼を掻いた。ブチッと、尾に巻きついていた触手がちぎれた。

　急上昇する汪李を、数十本の触手が追ってきたが、汪李は力の入らない翼を必死で掻き、それを振り切った。

　ザーッと飛ひ沫まつをまとわりつかせ、汪李は海面から飛び出ると、さらに上昇を続けた。海面から伸びた触手が空を掻く。

　海中に飛び込んだ小化蛇たちも、次々と飛び出してきた。これまで晄を支えて黄河を流されていた小化蛇も、仲間に咥くわえられて海上へ引き上げられる。

　海うみ蛇へびと戦っていた煒白も、その様子を見て海蛇の顎あごから手を放し、海蛇の鼻はな面づらを蹴けって、飛んで来た数匹の小化蛇の背に跳とび乗る。

　晄は、汪李のたてがみにしがみつき、激しく咳せき込んだ。海水を吐き、喉のどを鳴らして息を吸う。次し第だいに河伯の加護が力を取り戻もどし、凍こごえていた身体からだが温まってきた。同時に、自分が汪李の首の辺りに、腹ばいになって引っかかっていることに気づく。

『晄！　来るぞ！』

　煒白が叫んだ。その声に前方を振り向くと、窮きゆう奇きや鳴めい蛇だが凄まじい速度で飛んで来る様子が目に入った。それを九天玄女や鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちようが追い、小化蛇たちがザーッと汪李を囲んだ。

　汪李にまたがろうとして、たてがみをつかみ直した晄は、彼の背中に大きな穴が空いていることに気づいて、愕がく然ぜんとした。

「……汪李、……これは何なの……？」

　盤ぼん龍りゆう湖で黒龍に咬かまれた時よりも深い傷だ。しかも、傷の周囲には黒く禍まが々まがしい靄もやが漂ただよっている。

「汪李、もしかして呪詛を──。急いで王都へ戻って、紫し央おうに治ち療りようしてもらわなくちゃ」

『共工を倒たおす方が先だ』

　掠かすれた声で汪李は言った。

「でも──」

『伏ふせろ！』

　汪李が叫んだ。咄とつ嗟さに身を伏せた次の瞬間、磬けいを打ち鳴らすような鳴蛇の咆ほう哮こうと同時に、肌はだを焼く熱風が晄を襲う。

　ガクリと汪李の身体が傾いた。小化蛇たちが翼を広げて、晄と汪李を熱風の直ちよく撃げきから守ったが、隙すき間まから吹ふき込んだ熱い風が汪李の傷から水の気を奪うばったのだ。

　彼はバサバサと小刻みに翼を羽ばたかせて、体勢を整えた。荒あらい呼吸音が晄の耳に届く。

　鳴蛇に小化蛇たちが食いつき、鳳皇が光の矢を浴びせるが、鳴蛇の数はあまりにも多すぎた。鸞鳥は鳴蛇に幻げん術じゆつの光を浴びせようとしたが、風伯によるものか、突とつ風ぷうがそれを吹き払はらってしまう。煒白も本ほん性しようを現し、小化蛇を足がかりにして、汪李を狙ねらう鳴蛇を叩たたき落としたが、次々と吐き出される鳴蛇の熱風から汪李を守りきれるものではない。

「だめだ、汪李！　このままじゃ死んでしまう！」

　晄は身を乗り出して、汪李に呼びかけた。

　しかし彼は答えず、苦しげに翼を羽ばたかせ、祝融と共工の戦いの場へ向かった。炎えん招しよう戈かの炎の間合いに入るつもりなのだ。

　日が沈しずんだばかりの黄河北岸の大平原は、真っ赤に燃えて、白い湯気が地を這はっていた。祝融の炎と共工の水の蛇がぶつかり、間断なく激しい爆ばく発はつが起きている。

『晄、我が雨を降らせるのは、次が最後になるだろう……』

　唐とう突とつな汪李の言葉に、「え……？」と、晄は瞠どう目もくした。

『お前が炎招戈を撃うてるのは、一度きりだ。……外すな』

「汪李、最後ってどういう……」

　たてがみをつかんでいる手が震ふるえた。

　再び灼しやく熱ねつの風が汪李を襲い、彼はよろめいた。

「汪李！」

　晄は、汪李にまたがったまま、少しずつ後あと退ずさりして、彼の傷に覆おおいかぶさった。

「お願い、鳴蛇。もう熱風を吐かないで！　誰だれか、汪李を助けて！」



　　　　



　その小さな白はく蛇だは、黄河の奔ほん流りゆうに押し流されながら、水神共工の力の凄まじさにおののいていた。祝融から炎招戈の使い手を救うように命ぜられたが、共工が水妖たちの力を削そぐような術をかけたのか、まったく思うように泳げない。

　炎招戈の使い手を救うどころか、自分もこのまま海まで流されてしまいそうだ。

　ふと、白蛇の前をひよこの死し骸がいが通り過ぎて行った。形も大きさも鶏にわとりの雛ひなによく似ているが、鶏の雛よりも丸っこい。鳳皇か鸞鳥の雛かもしれないが、そのひよこの羽う毛もうは夕焼け空のような朱しゆ色いろだ。鳳皇の雛は黄色で、鸞鳥の雛は藍あい色いろだというからどちらでもないのだろう。

　大して興味もなかったが、流れに身を任せていたら、自然とひよこの後ろをついて行く格好になった。

　日が沈みかかっていた。南の空には化蛇が喚よんだと思われる黒雲が湧わいていたが、西の空は晴れ、ちょうど前を流れるひよこと同じような色をしていた。

　また、黄河の北で、膨ぼう大だいな量の陰いんの気と陽の気がぶつかり合う気配がした。祝融と共工が戦っているのだ。

　怯おびえて、河の深い方へ行こうとした時、前方を流れるひよこがピクリと動いた。白蛇は驚おどろいて目を瞬またたく。先刻までは、間ま違ちがいなく死んでいたはずだ。というか、まだ死んでいる。呼吸や心臓の音は聞こえない。

　ひよこの翼がまた動いた。悪あく霊りようが取り憑ついたのかと、白蛇は慌あわててその場を逃のがれようとしたが、激しい水流がそれを許さなかった。

　ひよこの死骸に、祝融の陽の気と、共工の陰の気が流れ込んでいた。というよりは、ひよこが吸い込んでいるような感じだ。ひよこが吸い込んでいるのは、それだけではなかった。黄河の水の陰の気、木々を芽生えさせる春の陽の気、西の空にある残照の陽の気、東の空に迫せまる夜の陰の気など、ここに届くすべての陰と陽の気を、小さな死骸が吸い込んでいた。

　夕焼け空の色をしたひよこが、少しずつ大きくなっていく。それまでちょんぼりといった感じのくちばしが尖とがり、どこにあるのかわからなかった首や足が長く伸び始めた。

　濡ぬれて貼はりついていた羽毛が、五色の羽に変わっていく。

　その色合いの美しさに、白蛇は恐おそれを忘れて思わず見入る。

　トクンと、ひよこ──今は若い鳥というべきか──の心臓が鳴った。

　最初、弱々しかったその音は、陰陽の気を取り入れるに従って、次第に力強く、大きくなっていく。呼吸も始まった。水妖ではないので、水の中では息ができないはずだが、その鳥は大気の代わりに陰陽の気を呼吸した。

　その間にも鳥は成長を続ける。

　五色の羽を持つのは鳳皇か鸞鳥である。しかし、その鳥はどちらとも言えない。色合いは鳳皇と鸞鳥の中間ぐらいで、鳳皇の頭の羽毛は黄色く、鸞鳥の頭の羽毛は藍色だが、その鳥の頭頂からは長い羽が何本も生え、ひよこだった時と同じ夕焼け空の色だ。

　鳥は、上空を舞まう鳳皇や鸞鳥よりも大きくなった。それでも成長は止やまない。

　その白蛇は齢よわい八千年を超こえ、一族の中では長老の部類に属するが、こんな大きな鳥は見たことがなかった。

　鳥の胸の辺りが輝かがやき始めた。日のように力強い光と、月のように優やさしい光とが入り交じっている。光は五色の翼つばさへと広がり、頭頂の夕焼け空色の羽や、同じ色の長い尾お羽ばねにも満ちていく。

　やがて、巨きよ大だいな鳥はゆっくりと目を開けた。



　　　　



「え──？」

　突とつ然ぜん、鳴蛇の熱風が止み、晄は汪李の背から顔を上げて辺りを見回した。

　鳳皇や鸞鳥の翼からも光が消えている。

　一方で、祝融と共工も驚きよう愕がくに目を瞠みはっていた。炎と水の蛇がぶつかり合った瞬しゆん間かん、どちらも消えてなくなってしまったのだ。

　突とつ如じよ、黄河に不思議な気配が生まれたのはその時だった。

　神々や妖あやかしたちは一いつ斉せいに振ふり返った。祝融の炎や共工の水、鳴蛇の熱風も鳳皇鸞鳥の光も、風伯の風も、その気配に吸い込まれたらしい。

　汪李や煒白、九天玄女たちもその気配を目で探した。

　気配は妖のもので、鳳皇や鸞鳥に似ているが、陰と陽とがまったく釣つり合い、どちらとも言えなかった。第一、鳳皇や鸞鳥の気の量は、これほど膨大ではない。

　女め神がみ英えい招しようからこの世のすべての知識を授さずかった煒白も、このような妖を知らなかった。

　妖は、黄河の底から凄すさまじい速度で水面に近づいていた。

　次の瞬間、ザーッと大量の水みず飛沫しぶきを上げて、黄河から巨大な鳥が飛び出した。

　鳥は、日の光と月の光をまとっていた。その目は、金こん剛ごう石せきのような透すき通った色をしている。鳳皇や鸞鳥によく似た五色の羽を持っているが、そのどちらでもなく、大きさはそれらの五倍以上もあった。

　鳥は、輝く翼をバサリと大きく一つ羽ばたかせ、光の残像を長く引きながら、夕ゆう闇やみが落ち始めた天に舞い上がった。

　五色の鳥は、やがて上じよう昇しようを止め、神々の戦場の遥はるか高みで、大きく旋せん回かいを始める。

　翼が羽ばたく度に、日の光と月の光が羽の間からこぼれ落ちた。神々や妖には、それが大量の陽の気と陰の気であることがわかる。

　こぼれた光は、大気に溶とけたり、黄河に落ちて水に溶けたり、あるいは大地に落ちて黄土に吸い込まれたりした。化蛇の王でなければ消せないはずの祝融の業ごう火かが小さくなっていく。

『何ということだ──』

　陰いんに属する水神共工は、水を集めることができなくなっていた。力を封ふうじられ、黄河の勢いが弱くなっていく。

　陽に属する火神祝融も、炎を噴ふくことができなくなっていた。身体からだは辛かろうじて動くが、ひどく緩かん慢まんとして感覚がひどく鈍にぶくなっている。

　この世には陰と陽の気があり、それらは光と影かげのように相反するものでありながら、一方がなければもう一方も存在できない。それが均きん衡こうを保ちながら巡めぐることで、この世のすべてのものは盛せい衰すい消長する。

　鳥はその陰陽の巡りを止めてしまったのだ。

　共工と祝融はゆっくりと降下した。飛ぶ力さえも失っていた。小化蛇や鳴蛇、天馬など空を飛んでいた神や妖も次々と地面または黄河に降り、地上にいたものは、縫ぬい止められたようにその場に立ちすくむ。

　汪李も晄を乗せたまま滑かつ空くうし、黄河の河岸に降りた。その隣となりに、楓牙と累焔を乗せた小化蛇たちも舞い降りる。煒白も近くに着地し、晄の方へ歩いてくるが、その動きはぎこちなく、信じられないほどのろかった。

「どういうこと？」

　晄は普ふ段だん通りに動くことができたので、神々や妖に何が起こったのかわからない。

『晄！　今のうちに共工を！』

　鳥が鸞の声で叫さけんだ。

「鸞……？」

　晄は呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「炅を助けに行く」

　楓牙と累焔が小化蛇から飛び降りた。彼との距きよ離りは半里もない。走って行っても大した時間はかからないはずだ。晄も汪李から飛び降りようとした時、

『行くな！　間に合わない！』

　煒白が怒ど鳴なった。

　楓牙と累焔は驚いて立ち止まり、晄も「え？」と、煒白の視線を追う。

　共工軍の陣じん営えいの前で、象よりも大きな犬の姿をした神が、じわじわと形を崩くずして灰色の靄もやに変化していた。その名の通り、渾こん沌とん──すなわち混じり合った陰陽の気を司つかさどる神が、鸞の翼からこぼれる光を次々と消していた。

「嘘うそ──」

　晄の全身から汗あせが噴き出した。

　──晄！　炎えん招しよう戈かヲ撃うッテ！

　小こ化か蛇だが叫んだ。

「共工を……撃つ？」

　晄は愕がく然ぜんとして呟いた。

「でも、共工の中に炅が──」

　──我ガ王ハ、ココヘ来ルダケデ精せい一いつ杯ぱいダッタ。

『言うな！』

　汪李は叱しつ咤たしたが、構わずに小化蛇は続ける。

　──デモ、晄ノタメニ来タ。王ノ意ヲ汲ンデ、炎招戈ヲ撃ッテ！

　小化蛇たちが絶ぜつ叫きようした。

　──我が雨を降らせるのは、次が最後になるだろう。

　──お前が炎招戈を撃てるのは、一度きりだ。……外すな。

　先刻の汪李の声が蘇よみがえる。

（こんな大おお怪け我がしてるのに、俺のために……、人の世のために、汪李は来てくれた……）

　今、炅を助けに行こうとすれば、その間に、渾沌が鸞の術を破って、神々が動き出す。鳴めい蛇だは汪李に熱風を浴びせ、共工は晄を狙ねらって水の蛇へびを放ち、それを止めようと祝融が火を噴くだろう。神々の戦いが黄河を越こえて、人の住む街にまで広がってしまうかもしれない。

（この機会を逃のがすわけにはいかない……）

　晄は震ふるえる手で、炎招戈を鞘さやから抜ぬいた。刃やいばが赤い炎の色に変じていった。

　その時、共工の陣営から一つの影が飛び出した。

『共工様！』

　紅くれないの袿うちぎの裾すそを長く引き、黒い紗しやを羽織った女だった。高く結ゆい上げた髪かみに、紅玉の簪かんざしを何本も挿さしている。梓羅々だ。

　彼女は大きな目を一いつ杯ぱいに見開いて共工を見つめ、必死で走っていた。

　梓羅々は、体内の陰陽の気の量まで人間に似せて変へん化げできるため、ある程度は身体の自由が利きくのだろう。けれど、その走りはかなりのろく、手足の運びもぎこちなかった。

　黄土に足を取られ、彼女は地面に顔から突つっこんだ。簪が落ちて、結い上げた髪が解ける。

　梓羅々は手をついて立ち上がると、顔についた砂も払はらわずに再び走り始めた。

　彼女は何度も転んだ。髪を振り乱し、砂まみれになりながらも共工のもとへ駆かけつけようとする。正月の朝礼で見た時のような、艶あでやかで気位の高そうな雰ふん囲い気きはどこにもなかった。

（俺は……）

　靄となった渾沌は次し第だいに広がり、鸞の翼からこぼれる光が、地上に届かなくなっていた。

　神々や妖が、少しずつ動きを取り戻もどし始めていた。黄河の水音が高くなっていく。

　晄は、再び共工に向き直った。彼は憤ふん怒ぬの形相で晄を睨にらみつけ、手の平を晄に向けていた。しかし、その手にはまだ水が集まっていない。

（滅ほろぼすなら、今しかない……）

　汗でぬるつく手で炎招戈の柄つかを握にぎり直し、ゆるゆると上段に構える。

（炎招戈を撃たなきゃ……）

　わかっているが、どうしてもその刃を振り下ろすことができない。

　──僕のことは構うなっていっただろ！　何を迷ってるんだ！

　突然、炅の怒ど声せいが耳に飛び込んできた。共工の力が抑おさえられたため、逆にその影えい響きようを受けにくい炅が表に出て来たのだ。

「炅……」

　──ここで共工を滅ぼさなきゃ、また戦いくさが始まるんだぞ。わかってるのか！　戦を長引かせれば、右手を取り戻されるかもしれない。そうしたら今度こそ黄河が氾はん濫らんする。陝邑だって水すい没ぼつする！　お前は母親が死んでもいいのか!?

「母さんを……」

　刺し客かくを生業なりわいとしてきた炅は、人の命を重んじない。自分の命さえもどうでもいいような投げやりなところがあった。だから、共工の復活に手を貸していたのだろう。けれどその彼が、杏きよう玲れいには生きていてほしいと願っている。

　晄の脳のう裏りに、盤龍湖のほとりで杏玲と暮らしていた時の炅の笑え顔がおが蘇る。炅に、あの笑みを取り戻してもらいたい。彼を助け出して、杏玲にもう一度会わせてやりたい。



　──晄、撃て！

　炅が言った。共工の右手はガクガクと震えていた。

　──鳥の術が解けたら、僕にはもう共工を抑えられない！　そうしたらまた水の蛇がお前を襲おそう！　お前が死んだら、共工を滅ぼせる者はいなくなるんだ！　頼たのむから撃って！　そして、人間を──杏玲を守って！

　悲痛な声で炅は叫ぶ。

　晄の心臓が痛いほど激しく鼓こ動どうしていた。それに呼応するように、真っ赤に灼しやく熱ねつした炎招戈が脈打つ。

「炅……」

　瞠どう目もくしたまま炅を見つめ、晄は炎招戈を握る手に力を込める。

　胸の奥から、熱い塊かたまりがこみ上げて来てひどく苦しかった。

『止やめて！　炎招戈を撃たないで！』

　梓羅々が共工に走り寄っていた。

「鸞の光が──！」

　楓牙が叫んだ。灰色の靄──渾沌が一面に広がり、鸞の翼つばさからこぼれる光が止まっていた。

　凄すさまじい殺気を発して、共工配下の神々や妖あやかしが、一いつ斉せいに晄と汪李に向かう。共工の手にザッと水が集まった。

「炅！　ごめん!!」

　晄は、炎招戈を振ふり下ろした。



　ド────ン！



　大地を震わす轟ごう音おんとともに、巨きよ大だいな炎の塊が刃から放たれた。

　同時に、『共工様！』と、梓羅々が絶叫して共工の胸に飛び込んだ。

　ゴオッと唸うなりを上げ、炎の塊は灼熱の赤い光を放ちながら、凄まじい速度で地面を這はい、梓羅々もろともに共工を呑のみ込む。

　炎が弾はじけ、灼熱の爆ばく風ふうが大気を裂さいた。

　一いつ瞬しゆんにして、黄土の大地が炎の海となった。

　晄を乗せたまま汪李がバッと舞まい上がった。小化蛇たちが楓牙と累焔をすくい上げ、煒白は跳ちよう躍やくして黄河へ逃れる。

　炎は数丈じようもの高さにまで及およんでいた。神々や妖のうち、飛べるものは空や黄河へ逃れたが、力の弱い妖は、炎が放つ赤い光に触ふれただけで、黒い塵ちりとなって消えた。

　鸞を覆おおっていた渾沌は霧む散さんし、跡あと形かたもなくなった。

　炎は、燃えるはずのない黄土を貪むさぼりながら果てしなく広がっていく。

　晄は声もなく、炎の行方ゆくえを見つめていた。炎招戈の炎の凄まじさに、ただ驚おどろくばかりだった。

　汪李が、雷らい鳴めいのような声で咆ほう哮こうした。これほど力強く、大きく長く響ひびく彼の声を、晄は初めて聞いた。

　黒雲に白い稲いな妻ずまが走る。下方から追いすがってくる炎に、晄たちが呑まれる寸前、ザーッと叩たたきつけるような雨が降ってきた。

　炎は少しずつ勢いを弱めていく。

　上じよう昇しようを続ける汪李や小化蛇の背の上で、晄も楓牙も、累焔も煒白も、雨に打たれながら、その様子を呆ぼう然ぜんと見ていた。他ほかの神々や妖も、声もなく炎を見下ろす。

　炎は、黒い煙けむりを上げながらやがて消えた。

　同時に、雨が上がった。雲が晴れ、上じよう弦げんを二日ばかり過ぎた月が大地を照らす。

　焦しよう土どと化した大平原の中心に、梓羅々と抱だきあったまま横たわる共工の姿があった。髪や衣ころもは所々黒く焦こげているようだが、晄の目では生きているのか死んでいるのかわからない。

「やったのか──？」

　二人を凝ぎよう視ししたまま、楓牙が呟つぶやいた。

　共工がピクリと動いた。間もなく彼はゆるゆると身を起こす。

「嘘うそ……そんな……」

　愕然と晄が呟いた時、ゆっくりと汪李の身体からだが傾かたむいた。

「汪李！」

　彼はそのまま翼を羽ばたかせることなく、頭から墜おちていく。振り落とされた晄を、凄まじい速度で飛んで来た鸞がすくい上げた。

　小こ化か蛇だたちが一斉に汪李を追ったが、間に合わず、汪李はドサッと地面に落ちた。まるでしぼんでいくように、彼は人ひと形がたに変わった。

　金属質な咆哮が聞こえたのは、その直後だった。振り返ると、上空から鳴めい蛇だの大軍が汪李に向かって降下していた。小化蛇の群れの半数が反転し、鳴蛇に立ち向かう。

　煒白は、神しん妖ようの脚きやく力りよくで凄まじい跳躍を果たすと、宙で人形になり、鳴蛇の熱風の餌え食じきになろうとしていた汪李を抱き上げて身をかがめ、彼を熱風から守る。煒白は汪李を抱いたまま再び跳躍し、追いついた鸞の背に跳とび乗った。

「汪李！　汪李！」

　急上昇する鸞の羽にしがみついたまま、晄は後ろを振り返った。

『息はあるが……』

　汪李を抱いたまま、煒白は暗い表情で首を振った。

「そんな──、鸞、急いで王都へ戻って！　紫央に治ち療りようしてもらえば──」

　言いかけた時、

　──危ナイ！

　小化蛇がザッと鸞の周囲を覆った。鳴蛇の熱風が晄たちを襲う。小化蛇の翼の隙すき間まから熱風が漏もれ、ひりつくような痛みが頬ほおや手足に走る。

　鳳ほう皇おうや鸞らん鳥ちよう、九天玄女が飛来し、鳴蛇たちとの乱戦となった。

　一方、地上では、共工配下の生き残りが、盟主を救おうと共工に向かっていた。それをさせまいとして、祝融が飛ぶ。

　神々や妖が、共工と汪李を巡めぐって再び戦い始めていた。

「戦が……終わらない……」

　震ふるえる声で晄は呟いた。

「炅が、自分の身を犠ぎ牲せいにして……、汪李が命いのち懸がけでここまで来て、雨を降らせて……」

　それでも戦を止められない。汪李を王都へ連れて行きたくても、共工配下の生き残りが追って来る。

『晄！　伏ふせてください！』

　鸞がそう叫さけんだのは、楓牙と累焔を乗せた小化蛇が鸞の上に舞い降り、二人を降ろした直後だった。同時に金属がぶつかり合うような音を立てて、前方を飛んでいた小化蛇が吹ふっ飛んだ。

　鸞の行く手に、黒い大弓を構えた巨きよ漢かんが待ち受けていた。

　彼は、牛のような角の飾かざりのついた青銅の冑かぶとを被かぶり、黒光りする金属の額当てを着けていた。鎧よろいや手てつ甲こう、脛すねあても、額当てと同じく黒い金属だ。

　彼は宙に浮うき、鏃やじりも矢羽根も黒い金属の矢を弓につがえて、晄たちに狙ねらいを定めていた。

「蚩し尤ゆう……」

　晄は、汪李の背を食い破った黒こく龍りゆうの作り主の名を呟いた。



　その頃ころ、赤せき龍りゆうのたてがみにしがみついて黄河を渡わたっていた莉由は、対岸に目を凝こらして晄の姿を捜さがしていた。

　ほんの少し前、対岸の大平原から炎ほのおが上がるのが見えた。その後にもの凄すごく大きな音と雷かみなりの音が聞こえた。赤龍によると、晄が炎えん招しよう戈かの炎を喚よんだらしい。

　その後雨は上がり、今は月は照っているが、莉由の目では、何かが空を飛び交かい、光が乱らん舞ぶし、霧きりが湧わいたり消えたりしている程度にしか見えない。

「あれは、まだ戦ってるの？　晄ちゃんは無事なの？」

『炎招戈の使い手は今のところ無事だが、追われている。どうやら化蛇の王は負傷したようだ。共工も滅ほろんではおらぬ。瀕ひん死しの化蛇の王と共工を、両軍がそれぞれとどめを刺さそうとして戦っているのだろう』

　赤龍は言った。

「なんてこと──」

　莉由の心臓が、ドクンと鳴った。あの妙みような焦しよう燥そう感かんが突つき上げてくる。

「お願い、急いで！　あたしを晄ちゃんのとこへ連れてって！」

『これ以上速く飛べば、お前が吹き飛ぶ』

「いいから、早く！」

　赤龍は速度を上げ、莉由は赤龍のたてがみを握にぎり締しめ、必死で晄を捜す。

　北岸に近づくにつれ、神々の戦う様が見えるようになった。

　ひときわ大きな鳥が目に入った。鳥は急な蛇だ行こうを繰くり返していた。晄はその鳥の上にいた。鳥の背を膝ひざで挟はさみ、両手で炎招戈を構えて振り回して、矢を避よけている。

　その矢を射ているのが、馮ひよう夷い城の地下で見た戦神だと知って、莉由は怖おぞ気けだった。化蛇の鱗うろこをも喰くい破る黒龍を作ったのは彼だという。あの黒い矢は、もしかすると河伯の加護も舜の作った鎧も貫つらぬいてしまうかもしれない。

「だめーっ!!」

　莉由は絶ぜつ叫きようした。





　一方、共工を背にした祝融は、盟主を救い出そうとする鳴蛇の群れと戦っていた。

　共工は梓羅々の骸むくろを抱き、長い尾おを地面に投げ出していた。その表情は苦痛に歪ゆがみ、水を操あやつるどころか、動くことすらできないようだった。

　炎を使えば、鳴蛇の殲せん滅めつは可能だが、もう化蛇の王には炎を消す力はない。それを知ってか、鳴蛇は数にものをいわせて、四方八方から共工に近づこうとし、祝融は彼らを翼つばさや尾で追い払はらうことしかできなかった。

『埒らちが明かぬ』

　先の見えない戦いに祝融は歯がみする。

　その時突とつ然ぜん、憶おぼえのある気配が背後に迫せまり、祝融はバッと振ふり返った。同時に目を焼くような白い閃せん光こうが迸ほとばしる。光は一瞬で消えたが、それとともに共工と梓羅々の姿も失うせていた。

『あの方が、おいでになった──？』

　祝融は瞠どう目もくして、それまで二人のいた場所を見つめた。





　──だめーっ!!

　晄の耳の奥で莉由の声がした。同時に、蚩尤も周囲の景色も消失し、視界が真っ白く塗ぬりつぶされる。

「え──？」

　気づくと、晄たちは鳥の姿の鸞に乗ったまま、空も地も果てしなく白い世界を舞まっていた。

　楓牙、累焔も呆然と辺りを見回す。

『異界へ招かれたようだ』

　汪李を抱いたまま、周囲の気配を探さぐり、煒白が言った。

『あそこに共工がいます』

　鸞が言った。

「何で──」

　晄は瞠目して、鸞の向かう先を見つめる。

　共工は、長い尾を力なく投げ出し、蛇へびの形の左ひだり腕うでで梓羅々を抱いていた。呆然と目を見開き、晄を見つめている。

　彼の右腕が黒く焦げ、手首から先がないことに気づいて、晄は慄りつ然ぜんとした。

　鸞が共工の前に舞い降りた。

　晄は鸞から飛び降り、炎招戈を握って共工の前に立つ。楓牙と累焔もそれぞれの武器を手に、晄の両りよう脇わきに立った。

「炅は──、炅は生きてるの!?」

　晄は怒ど鳴なりつけるように尋たずねた。

『死んでいる──と言ったらどうする？』

　共工は虚うつろな目で晄を見上げた。

　晄のこめかみがカッと熱くなった。炎招戈を握り直して上段に構える。しかし、なかなかそれを振り下ろすことができない。

『何を躊躇ためらう。今ならば、炎を招かずとも斬きるだけで余は滅びるぞ』

　共工は腕うでの中の梓羅々に目を落とす。

『禹と成湯と、そしてお前と──。炎招戈に撃うたれるのは三度目だ。その度たびに配下の者が余をかばい、辛かろうじて生き存ながらえてきたが……。陰いん陽ようの巡りを止められ、此こ度たびばかりは直ちよく撃げきを避けられなかった。梓羅々は即そく死しだった』

「俺は──」

　晄は共工を睨にらみつけ、ガタガタと腕を震わせていたが、やがてその腕を下ろす。

　どっと涙なみだが溢あふれてきた。

『なぜ泣く？』

　共工は顔を上げ、不思議そうに尋ねた。

「俺はあなたを滅ぼすために戦ってたわけじゃない！　あなたに死んでほしいわけじゃないんだ！」

　晄は、涙も拭ふかずに怒鳴った。

「あなたにつき従っている神や妖あやかしだって滅ぼしたくない！　虫も鳥も、獣けものも妖も、生きてるものの命を奪うばいたくない！　梓羅々だって死なせたくなかった！」

　言い募つのる晄を、共工は怪け訝げんそうに見つめ返す。

「俺が炎招戈を撃ったのは、みんなが笑って幸せに暮らせる世の中にしたかったからだ！　水すい妖よう同士の争いを終わりにさせたかったからだ！　炅が犠牲になって、汪李がこんなぼろぼろになるまで戦って──。なのに、神々はまだ戦いくさを止やめない！　こんな争いはもう嫌いやだ!!」

　肩かたで息をし、晄は共工を射い貫ぬくように見つめた。

　その時、背後で『晄、汪李が呼んでる──』と動どう揺ようした煒白の声がした。

　煒白は地面に降りていた。片かた膝ひざをついて汪李の腰こしを支え、腕を彼の肩に回して穴の空いた背中に負担がかからないように抱だいている。鸞は人ひと形がたになって、煒白の横にかがみ、汪李の顔をのぞき込んでいた。

「汪李！」

　晄は駆かけ寄り、炎招戈をそこへ置くと、彼の前に膝をついた。

『晄……無事か……』

　彼は薄うす目めを開け、晄を見ると微かすかに微笑ほほえんだ。しかし、彼の黄金こがね色いろの眼まな差ざしは弱く、生気が感じられない。盤龍湖で怪け我がを負った時よりも、遥はるかに重じゆう篤とくなのはひと目でわかった。

「俺は大だい丈じよう夫ぶだよ」

　悪い予感を振り払い、晄は無む理り矢や理り微笑み返した。

『…………共工は？』

「そこにいる。でも、もう動けない。楓牙が宵しよう練れんを持って見張ってる」

『そうか……。禹と成湯の望み……果たすことが……』

　汪李は嬉うれしそうな笑みを浮うかべる。

『お前の作る国を……見たかったが……』

「やだな、汪李、そんな、もう死ぬみたいなこと言わないでよ。一いつ緒しよに国を作ってくれるんでしょ。俺に教えてよ。禹王や湯王がどんな政まつりごとをしていたか」

『……そうもいかぬ。我の命数は、もうすぐ尽つきる……』

　汪李の言葉に、晄の心臓が跳はね上がる。

「な、何言ってるの。今から急いで王都へ戻もどって、紫央に治ち療りようしてもらえば治るよ。そうだ、鳳は前に俺の傷を治してくれたことがあるんだ。鳳鸞の力を使えばきっと──」

　晄は鸞を振り向いたが、彼は黙だまって小さく首を振った。

「……嘘うそでしょ……」



　晄の膝や手が震ふるえ始めた。

『晄……』

　汪李がゆるゆると手を差し伸のべた。晄は彼の手を握にぎり、その冷たさに慄然とする。

「……そんな、汪李。まさか、俺を置いて……」

『炎えん招しよう戈かを我に……』

「え？　炎招戈を？」

　晄は言われるがままに、傍かたわらに置いてあった炎招戈を取り、汪李に見せた。彼は両手で、炎招戈を持つ晄の手を包み込む。

『誓ちかえ、晄……。我がいなくとも、禹や成湯に負けぬ……賢けん王おうになると……』

「汪李──！」

　晄は目を瞠みはった。

「嫌だ──！　汪李が俺と一緒にいるって言ってくれなきゃ、誓えない──！」

『……誓え……晄……』

　汪李は繰くり返した。黄金色の眼めから次し第だいに光が失われていく。

「嫌だ、汪李！　死んだらだめだ！」

　晄の全身に鳥とり肌はだが立った。大切なものを失う恐きよう怖ふに、半ば恐きよう慌こう状態に陥おちいる。

『時間がない。晄、誓ってやってくれ』

　煒白が呟つぶやいた。

「俺は──」

　胸が熱くて、苦しくてたまらなかった。炎招戈を包む汪李の手に、晄は額を押しつける。

「誓う──」

　涙がポトポトと汪李の胸に落ちた。

「俺は──賢王になる。禹王や湯王のような──汪李がいなくても──」

　最後の方は声にならなかった。

　汪李の手が、晄の手から離はなれた。晄はハッと顔を上げる。彼の手がだらりと地面に落ちた。

　彼は目を閉じていた。少しだけ寂さみしげな笑みを浮かべていた。

「汪李？」

　晄は呼びかけた。けれど、彼は答えない。

「嫌だ、汪李、目を開けて！」

　晄は汪李を揺ゆさぶった。

「頼たのむから、お願い、目を開けて！　小蛇になって俺の腕に絡からまって！　俺を乗せて空を飛んで！　もう一度──もう一度、晄って呼んで!!」

　晄は汪李にすがり、絶ぜつ叫きようした。





　一方で、汪李にすがりついて泣いている晄をぼんやりと眺ながめながら、共工は先刻の晄の言葉を反はん芻すうしていた。

　──俺はあなたを滅ほろぼすために戦ってたわけじゃない！　あなたに死んでほしいわけじゃないんだ！

　──あなたにつき従っている神や妖だって滅ぼしたくない！　虫も鳥も、獣も妖も、生きてるものの命を奪いたくない！　梓羅々だって死なせたくなかった！

　共工は、腕の中の梓羅々に目を落とす。湧わき上がってくる感情が何なのかわからずに、彼は戸と惑まどう。

　──人間の心は深いでしょう？

　突とつ然ぜん、女の声が共工の耳の奥に飛び込んで来た。

『そなた、なぜここに？　この異界を作ったのもそなただったのか』

　共工は瞠どう目もくして、心の中でその声に応じる。

　──異界を作ったのは、炎招戈の使い手の姉よ。ま、間接的には私が作ったことになるかしら。以前、彼女に力を分けてあげたことがあるの。ここへ来たのは、彼女がそう願ったから。本人は自覚していないと思うけど。

　女の声がそう言った直後、共工の脳のう裏りに切り立った山の光景が浮かぶ。

『これは……』

　いつの間にか共工は星に囲まれていた。幻まぼろしを見せられているのだとすぐにわかった。

　そこは峻しゆん険けんな岩山の頂上だった。

　足元の山やま影かげや星の位置で、共工にはそこが泰山であることがわかる。

『美しい……』

　共工は幻の星空を眺める。現実の光景であれば、神の目に映る星の数は遥かに多く、星の輝かがやきなど珍めずらしくもないはずだが、なぜか共工はその景色に深く心を打たれていた。

　──炎招戈の使い手が見た景色よ。彼が感じたことを、そっくりあなたに感じさせてるの。

『なぜ、そのようなことを？』

　──あの娘むすめがそれを望んでいるからよ。あなたは晄の言葉に耳を貸さないでしょう？　彼女は、あなたに晄の気持ちをわかってもらいたいのよ。

『人間の心を理解せよと？』

　問い返しながら、共工は移り変わる景色に目を瞠る。

　険しい恒こう山ざんの山影、雲海からそびえ立つ衡こう山ざんの峰みね々みね、青空に向かって白い花を開かせたような華か山ざん、屹きつ立りつする嵩すう山ざんの峰みねは夕空に映はえていた。

　共工には見慣れた景色だった。けれど今、彼はその秀しゆう麗れいさや雄ゆう大だいさに驚おどろいていた。

『晄は、五ご岳がくを見てこのように思ったのか──』

　五岳は、盤古神の体そのものである。

　共工が望む、盤古神から生まれたままの地上──。それを晄は共工以上に畏い敬けいの念をもって見つめている。

　また景色が移った。眼下には、黄土の大平原が彼方かなたまで広がり、その中を月に照らされて黄金色に輝く黄河が、蕩とう々とうと流れている。それを見て、純じゆん粋すいに、広いと、そして美しいと思った。

　心を打たれる光景は、それら空の高みから眺める景色だけではなかった。

　芽め吹ぶき始めた木々、草原に咲さき乱れる花々、そこを飛び回る虫たち──。何の変へん哲てつもない地上の姿が、生き生きと輝いて見えた。

（これが人の目から見た地上……）

　晄が感じる世界を、共工は陶とう然ぜんとして眺めた。

　大空を舞まう鳥、生おい茂しげる緑の森を駆かける獣けもの、それら命あるものすべてが愛いとしいと、大切だと感じる。失いたくない。それら愛しいものの命を──。

　ふっと、景色が消えた。

　前方の白い闇やみの中で、炎招戈の使い手が、死んだ化か蛇だの王にすがりついて泣いている。平へい圃ほの駮はくと鸞らん鳥ちようらしきものも、悲しげに化蛇の王の骸むくろを見つめていた。前に立つ人間二人が、それを辛つらそうに見ている。

　突然、突つき上がってきた感情に、共工は動どう揺ようした。

　苦しくてたまらなかった。胸が痛いほど熱く、呼吸もままならない。

　──それが、化蛇の王を失った晄の心よ。

　女は言った。

『人間は大切なものを失うと、これほどまでに辛く感じるのか……』

　胸の奥から熱い塊かたまりが喉のど元もとまでこみ上げてくる。いくらそれを飲み込んでも、熱い塊は次々と押し寄せてくる。

　目の奥もひどく熱かった。次第に目が潤うるんで視界が曇くもってくる。熱い水すい滴てきが目からこぼれ、頬ほおを伝わった。

『涙なみだ……？』

　人間が泣くということは知っていたが、自分にも涙が流せるとは思わなかった。

　──きっと、あなたも悲しいからだわ。

『…………余は、嘆なげいていたのか？』

　共工は腕うでに抱だいた梓羅々に目を落とす。美しかった髪かみは焼け、白く滑なめらかな肌はだは赤くただれていた。

　叛はん乱らんを起こす遥はるか以前から、梓羅々は共工の給仕だった。木々や獣から精気を集めて、共工に持って来る、そのような役割だった。共工にとって彼女は自分に仕える多くの妖あやかしの一人に過ぎず、いなければ不便という程度の存在だった。

　けれど、その骸を共工はまだ抱いている。

　その理由が今はわかる。自分をかばって死んだこの仙せん狸りを、憐あわれだと、愛しいと、死んでしまって悲しいと思っているのだ。

『鳴めい蛇だが死んだ時も、余は嘆いたのか……。おのれの力を変えるほどに』

　右手が人のものであるにもかかわらず、河伯を凌りよう駕がするほどの力を発揮し、黄河を乗っ取った。それも鳴蛇の死を嘆くあまりのことだったのだろう。

　それまで、怒いかりや悲しみなどの感情がなかったわけではないが、これほど激しい思いを味わったことはなかった。

（炅を取り込んだからだろうか）

　十七年前、陽甲の中に隠かくされた時の自分は深く眠ねむっていた。自我を取り戻もどした時には、陽甲の心はすでに壊こわれていた。それ以前にも人間に取り憑ついたことはあるが、憑いた瞬しゆん間かんにその人間が死んだため、人間の心を知ることはなかった。けれど、炅の思いや感情は手に取るようにわかった。それに影えい響きようされ、おのれの心の有り様までいつの間にか変わってしまったらしい。

『人間は、余が思っていたものとは異なる生きものだ』

　共工は呟つぶやいた。

　──人間全部が、晄や炅と同じように感じるわけではないわ。多くの人間は、あなたの望む地上を受け入れないでしょうし。今さら余計な文明を持たず、自然の理ことわりに則のつとって生きろって言ったって無理ですもの。でも、晄があなたの考えを認めていながら、人間を守ろうとした気持ちはわかってあげて。あの子は、人間もあなたも、地上に在るものすべてが大切なのよ。

『人間のすべてを理解することはできぬ……。だが、なぜそなたらが人間を庇ひ護ごしようとするのか、その理由は少しわかった』

　──ここまで来たかいがあったわ。

　女の声は笑えみを含ふくんでいた。

『余は、盤古神以来の地上を取り戻したいと願ったが……、地上が美しいとは、また、そこに住む命が愛しいとは……思っていなかった』

　共工は、梓羅々の死に顔を見つめたまま答えた。





　──河伯！　力を貸して！

　白い世界に、二人の女の声が同時に響ひびいた。

　晄には、その一人が莉由だとわかった。共工には、その一人が自分に幻を見せた女め神がみだとわかった。

　汪李が白銀の光の粒つぶになってしまったのは、その直後だった。

「汪李！」

　晄は、最初の一いつ瞬しゆんは何が起こったのかわからなかった。

　汪李にすがりついていた晄の腕から、冷たい身体からだの感かん触しよくが消えかかり、晄は思わず彼を抱だき寄せようとした。けれど、その手は空を切る。

　白銀の光の粒は、砂のようにさらさらとこぼれて流れていく。

「嘘うそ……汪李」

　晄は驚きよう愕がくに目を見開き、腕を交差させたまま、光の粒の行方ゆくえを目で追った。

　汪李を抱いていた煒白も、傍かたわらで見守っていた鸞も、共工の前に立っていた楓牙と累焔も、瞠目したまま、流れていく光の粒を見つめる。

　光の行く先に、赤い龍りゆうが見えた。祝融ではない。陝邑の泉で眠る赤せき龍りゆうだ。

　その背に、莉由の姿がある。

「……莉りー姉ねえ？」

　晄は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　彼女は必死の形相で、握にぎった手を高く掲かかげていた。

　白銀の光の粒は、光の残像を引いて、莉由の手の中に吸い込まれていく。

　やがて、光の粒はすべてその手の中に消えた。

　突とつ然ぜん、パシッと音を立てて白い世界が弾はじけたのはその時だった。





　気づくと、晄たちも、梓羅々を抱いた共工も、白い異界にいた時の姿勢のまま、夜の闇に沈しずむ黄河北岸の大平原にいた。

　大平原にいた神や妖が、一いつ斉せいに晄たちを振ふり向く。彼らは、異界に連れ去られた共工や炎えん招しよう戈かの使い手たちが再び現れたことを知って、一気に殺気を膨ふくれ上がらせた。

　楓牙がサッと共工に宵しよう練れんを向け、累焔は楓牙を背にして弓を構える。

　晄もバッと立ち上がって炎招戈を構え直した。煒白と鸞が晄の両りよう脇わきを固める。

　攻せめあぐねる鳴蛇に、『止やめよ！』と、共工が一いつ喝かつした。

　思わぬ盟主の言葉に、蚩し尤ゆうも瞠どう目もくして、晄を狙ねらっていた大弓を下げる。

『戦いくさは負けだ。これ以上犠ぎ牲せいを増やすことはない』

　冷厳な声こわ音ねで、共工は言った。

　これまで、どれほど不利な戦せん況きように陥おちいろうとも、決して負けを認めることがなかった共工の言葉に、祝融も九天玄女も、鳴蛇も蚩尤も窮きゆう奇きも、その場にいた神々や妖はみな瞠目する。まして犠牲の数を口にするなど信じられないことだった。

『余の命は長くない。死に行く余のために、無む駄だに命を散らしてはならぬ』

『しかし、核かくを誰だれぞに宿らせれば、また──』

　蚩尤が一歩踏ふみ出す。一族のものを黄帝に処しよ刑けいされた彼は、人間の殲せん滅めつを諦あきらめることはできない。

『いや、憑より代しろに宿る力も残ってはおらぬ』

　そう言って共工は緩ゆるく頭かぶりを振る。

『盤古神がこの地上を成して以来の長い年月を思えば、人の世などほんの刹せつ那なの時間。そなたはしばし、人間の進む道を見守っておれ』

『は──』

　蚩尤は仕方なく低頭する。共工の傘さん下かに入った神や妖は、人間に怨うらみを抱いだくものだけではなく、共工の信念に共感したもの、あるいは地上の未来を危き惧ぐしたものなど、それぞれ動機が異なる。それら、様々な立場のものたちをまとめ上げられる神は、共工以外にはいない。共工が滅ほろべば、軍としての体てい裁さいを整えることさえできないのは目に見えていた。

『窮奇、そなたもだ。四し凶きようの他ほかの三名が討うち死に、生き残ったはそなた一人。怨みは深かろうが、蚩尤同様、人間にしばしの猶ゆう予よを与あたえよ』

　窮奇も苦い顔で『御ぎよ意いのままに』とうなずく。

　続いて、共工は鳴蛇に視線を移した。

『化か蛇だの王は死んだ』

　共工の言葉に、鳴蛇や小化蛇だけでなく、他の神々や妖たちの間にも動どう揺ようが走る。

『それぞれの王は、決して憎にくみ合って戦っていたのではない。鳴蛇王は余に忠誠を尽つくし、化蛇の王は炎招戈の使い手に従った。それだけのことだ。余が人の世を認めたとあらば、鳴蛇と化蛇とが争う理由はなくなる。これ以上、王の誇ほこりに傷をつけてはならぬ。よいな』

　鳴蛇たちには七百年前に味わった無念を忘れることはできなかった。けれど、王が共工に忠誠を誓ちかっていたのも事実だ。その共工が和解を命じているにもかかわらず、化蛇に仇かたき討うちを挑いどめば、王に対する裏切りとなる。鳴蛇たちも、黙だまって首しゆ肯こうするしかなかった。

『楓牙』

　共工は、目の前に立つ楓牙を見上げた。

『炅はまだ生きておる』

　共工の言葉に、晄も楓牙も目を瞠みはった。

『余の精気が尽きれば、炅も死ぬ。その前に宵練で余を斬きるがよい。解放してやりたいが、余にはその力も残っておらぬ』

「炅を助けたいと？」

　楓牙が問う。

『炅を取り込んだ時、この者の記き憶おくが余の心に入り込んだ』

　彼の赤い目が晄に向いた。

『炅は、そなたを憎んでいた。そなたもであろう？　養父母を殺され、憎まずにはいられなかったはずだ。だが、お前は炅を救おうとした。それによって炅の心は変わっていった。そして、炅は母とも慕したう杏玲の身を案じ、余の心を支配しようともがき、最後にはその身を犠牲にしようとした』

　共工は晄を見つめ、信じられないほど温かい笑みを浮うかべた。

『愛いとしいと思ったのだよ。その人間の心が──』

「共工……」

　それまで黙って共工の言葉に耳を傾かたむけていた晄から、どっと肩かたの力が抜ぬけた。

　共工は楓牙に向き直り、瞑めい目もくした。

　楓牙は宵練を握り直し、上段に振りかぶった。

　鳴めい蛇だ、蚩尤、窮奇たち、最初に共工が叛はん乱らんを起こした時から彼に従ってきた旧臣たちも止めなかった。楓牙が斬らずとも、共工の命が間もなく尽きることがわかっていた。

「御ご免めん！」

　輝かがやく宵練の刃やいばが、光の尾おを引いて共工に振り下ろされた。

　ザッと黒い靄もやが噴ふき出し、共工と梓羅々を覆おおった。共工の言う通り、滅ぶ間ま際ぎわだったのだろう。炅を取り込んだ時に比べると、靄の量は少なく、勢いもなかった。

　靄はゆるゆるとその場を巡めぐりながら、大気に溶とけていった。

　晄たちは、声もなくその様子を見守っていた。

　靄は次し第だいに薄うすれ、中に横たわる三つの人ひと影かげが見えた。

　炅はうつぶせに倒たおれていた。気を失っているのかピクリとも動かず、その右みぎ腕うでは手首から先がなかった。

「炅！」

　晄が駆かけ寄るよりも早く、煒白が飛び出し、彼を抱だき上げる。

『生きているが、かなり衰すい弱じやくしている』

　煒白が切せつ羽ぱ詰つまった様子で言った。

「王都へ、紫央の所へ連れて行って！」

　晄の声に、『私が行くわ。誰か案内して』と、九天玄女が煒白から炅を受け取り、すぐさま飛び立った。数匹ひきの小化蛇が彼女を先導する。

　黄河の大平原から、神や妖あやかしの影かげが少しずつ減っていった。

　蚩尤や窮奇も共工を一いち瞥べつすると、それぞれの兵を率いて去って行く。

　鳴蛇の群れはしばらく共工の上を旋せん回かいしていたが、やがて南へ去って行った。

「終わったな……」

　楓牙が宵練を剣けん帯たいに収めた。

「うん……」

　晄は小さくうなずいた。

　祝融が人ひと形がたに変へん化げし、晄の傍かたわらへ降りてきた。

『よく鎮しずめてくれた』

　彼は、疲つかれたような笑えみを浮かべて晄の頭をくしゃりと撫なでた。

『私は、ずっとこの日を待っていた。彼と戦って地上を炎と水とで侵おかし、不周山が折れて天が割れたあの日から……』

　祝融はその戦を悔くいていた。共工を倒したいが、直接戦うことはできない。それからの数千年、祝融は悔かい恨こんと焦しよう燥そうに苛さいなまれながら、炎招戈の使い手が共工を倒してくれる日を待ち望んでいたのだった。

『共工の心を変えるとは』

　祝融は、共工に目を落とす。

　彼は目を閉じ、生きている時と変わらない姿で横たわっていた。けれど、その肌はだは抜け殻がらのように半ば透すけている。それでも左ひだり腕うではまだしっかりと梓羅々を抱いていた。

『化蛇に見せてやりたかった』

　共工を見つめたまま、憂うれいを帯びた声で祝融は言った。祝融が敵に向けて放った炎を、化蛇の王が消して人間や罪のない妖を守る──。七百年前、汪李が禹に従ってから、祝融と汪李とはそうやってともに戦ってきた。

　戦を厭いとう汪李が、なぜ炎えん招しよう戈かの使い手に従ったか、祝融はよく知っていた。

「うん……」

　晄の目がまた潤うるみ始めた。

『さて、私がここにいると、あのものが降りて来にくいらしい。兵を崑崙へ帰さねばならないし、一いつ旦たん姿を消すことにしよう』

　祝融はそう言って背に翼つばさを生やし、夜空へ飛び立った。

　そこへ「晄ちゃーん！」と、反対の空から莉由の声が降ってきた。

　振ふり仰あおぐと、赤く輝く龍りゆうの翼が、近づいて来るのが見える。白い異界で見た、陝邑の赤せき龍りゆうだ。

　祝融の同族でありながら、共工の傘下に入ったため、祝融と顔を合わせたくなかったらしい。

「晄ちゃん！」

　舞まい降りた赤龍の背から、翼を伝って莉由が駆け下りてきた。

「晄ちゃん、よかった、無事だったのね」

　莉由は晄に飛びつき、半泣きの顔で晄を抱だきしめる。

「莉姉……、汪李がどこ行ったか知ってる？」

「汪李？」

　莉由は晄から身体を離はなし、晄の顔をのぞき込む。よほど自分は暗い顔をしていたのだろう、

「じゃ、あれは……幻まぼろしじゃなかったの……？」



　莉由の表情が変わった。

「莉姉、あの時、何か手に握にぎってなかった？」

　晄の問いに、「まさか、汪李が、そんな」と襟えりの合わせ目を慌あわててまさぐる。

「これよ」

　莉由が差し出した手の上には、青銅の魚が三つ紐ひもでつなげられた珮はいが載のっていた。

　青銅の魚は河伯を象しよう徴ちようし、二つは養父、尭の作ったもので、一つは舜の作品である。晄から共工の気が祓はらわれるまで、その魚は晄の胸を飾かざり、河伯の加護を強め、共工の気を抑おさえる役目を担になっていた。

「赤龍から汪李が怪け我がをしたって聞いて、蚩し尤ゆうが晄ちゃんを狙ねらってて、そこから先のことはあたしにもわかんないわ。いきなり白い世界に迷い込んでしまって……。晄ちゃんたちが遠くにいて、汪李が……汪李が死んでしまったって……なぜかそう思ったの」

　震ふるえる声で莉由は言った。

「なぜ、河伯に祈いのらなきゃって思ったのかわからないけど……。でも、河伯は化蛇の味方だし、この魚には河伯の力が降ろしてあるし、お父さんやお兄ちゃんの呪じゆ力りよくもこもってるし……」

　晄は珮を手に取った。その珮は、莉由の胸むな元もとにしまわれていたにもかかわらず、汪李の鱗うろこと同じ、ひんやりとした感かん触しよくがあった。

　以前煒白が、硬かたい化蛇の鱗は何万年もそのままで残っていると言っていた。河伯が、死んだ汪李を憐あわれに思い、その骸むくろを珮に封ふうじてくれたのかもしれない。

　ずっと一いつ緒しよにいられるようにと──。

「汪李……」

　新たな涙なみだが溢あふれてきた。

「晄ちゃん」

　莉由が晄の背に手を回して、抱き寄せた。

「汪李の願いは……叶かなったのに」

　晄は呟つぶやいた。

「そうね」

　と、莉由が涙なみだ声ごえでうなずく。

　共工は滅ほろんだ。配下の妖たちに、人間の世を見守るように、また、鳴蛇には化か蛇だと和解するように言い残して──。

　汪李は戦いくさが嫌きらいだった。汪李は戦を終わらせたかった。だから、鳴蛇を裏切ってまで炎招戈の使い手に従った。汪李の望み通り、戦は終わった。

「なのに、汪李がいない──」

　晄は、魚の珮を握り締しめ、莉由の肩に顔を押しつけて泣いた。



    

  
    
      　四　葬送






『たたたたいへん！　こーくんがもどってきた！　りーねえもかえってきた！』

　盛り土姿のチャウが、そう言って突とつ然ぜん手足をバタバタさせたのは、明け方近くだった。

「何が大変なんですか!?　まさか晄ちゃんや莉由ちゃんに何か!?」

　その時、舜は後宮の陽甲の寝しん所じよで、まだ呪具の見張りをしていた。章玄を倒したものの、共工配下の妖たちが、強きよう硬こう手段に訴うつたえて王城へ攻せめて来るかもしれないと考えたからである。

　夜半には雨が上がり、盛り土チャウは、利條の屋や敷しきにいるもう一匹のチャウと土つち埃ぼこりでつながった。もちろん、濡ぬれた地面に触ふれることはできないので、ほわほわと宙に浮ういた状態でつながっている。雨が上がった後、チャウから莉由が屋敷を出たと聞いてひどく心配していたのだが、呪具を放ほうっておくこともできず、舜はまんじりともせずに一夜を明かしたのだった。

『とにかくたいへん！　いろいろたいへん！　そこ、そこにきてる！』

　チャウは盛り土の一部を伸のばして矢印の形にする。

「そこ？」

　チャウの身体からだは後宮から利條の屋敷にまで伸びているので、どこがそこなのかわからない。けれど莉由や晄が心配でたまらず、「呪具をお願いしますね」と、舜は寝所を飛び出した。

　盛り土チャウから伸びた矢印は、本体から切り離されて極小の子犬に変化し、舜を先導して王城の南庭へ向かう。

　南庭では、「何だ、あれは！」「護まもりの呪じゆ術じゆつが効かぬ。亜あ職しよくの者を呼べ」と衛え士じが呼び交かい、空を指差していた。もしや鳴めい蛇だではと、舜も空を見上げてみるが、病やんだ目では、空はただ暗いばかりで何も見えない。

「どうしたんです？　何が来るんですか？」

　近くの衛士に尋たずねると、

「鳥が来る。それも、もの凄すごく大きくて光っている鳥がこちらへやって来る！」

　とのことである。

『それそれ、それにのってこーくんとりーねえがくる！』

　小さなチャウが言った。

「護りの呪術を越こえてやって来る鳥？」

　晄と莉由を乗せて来るのなら敵ではないだろうと思い、舜は鳥がやって来るのを待った。

　騒さわぎを聞きつけて、衛士以外にも、王城内に私室を持つ廷てい臣しんや女によ官かん、奴ぬ婢ひなども南庭へ集まってきた。

「舜殿──、いったいこれは!?」

　利條と晏仲が駆かけ寄って来た。

「わかりません。チャウは晄ちゃんと莉由ちゃんが乗ってると言うんですが……」

「何!?」

　晏仲は目を剥むき、「射てはならぬ！　あれは瑞ずい鳥ちようだ！」と、弓を構えて鳥の襲しゆう撃げきに備えていた衛士に命じた。

　しばらくすると、輝かがやく大きな翼が舜にも見えてきた。五色の羽が、力強い光と優やさしい光の両方を放っている。頭頂の長い羽と尾おは、夕焼けまたは朝焼けの空の色だ。鶴つるのように首が長いが、くちばしは鶏にわとりに似ている。かなりの距きよ離りがありながら目の悪い舜にもそれが見えるのは、鳥がそれだけ大きいということだ。

　鳥は優ゆう雅がに翼を羽ばたかせ、近づいて来る。その大きさと美しさに、人々は声もなく見入っていた。やがて鳥はゆっくりと南庭に舞い降り、五色の翼をたたむ。

「舜しゆん兄にい！」

　鳥の背に、晄が立った。衛士や廷臣たちが「陝邑侯こう？」と目を剥く。晄は鳥から飛び降りると、莉由に手を貸してその背から降ろす。続いて煒白と楓牙、累焔も飛び降りてきた。

「舜兄──」

「お兄ちゃん！」

　晄と莉由は半泣きの顔で、舜の胸に飛び込んだ。





「晄は？」

　利條の屋敷、舜たちが借りている堂の回かい廊ろうで、庇ひさし柱ばしらに背を預けて座っていた楓牙は、身を起こし、部屋から出て来た舜に尋ねた。

「無む理り矢や理り眠ねむらせました。鸞ちゃんの幻げん術じゆつで──」

　舜は暗い顔で答え、楓牙の隣となりに座る。

　東の空が白み始め、道を一つ隔へだてた王城も、いつも通りの朝の静けさを取り戻もどしていた。

「晏仲殿どのが、殷を──人の世を救ってくれたことを感謝していた。晄にもお前にも……」

　晄たちを舜に預けた後、楓牙は王城で晏仲と利條におおよそのできごとを説明し、晄のもとを訪おとずれたのだった。累焔は王城に残って、舜の代わりに炎えん紋もんの呪具を見張っている。

「あなたにもお礼を言わなくては──。晄ちゃんを無事に連れ帰ってくれて、本当にありがとうございます」

　疲つかれたような薄うすい笑えみを浮かべ、舜は言った。

「いや……」

　楓牙は、苦い顔で前まえ髪がみを掻かき上げた。晄を守ったのは煒白や鳳鸞であり、窮きゆう地ちを救ったのは汪李だ。そしてその汪李は死に、晄は嘆なげいている。

「今まで何度も戦に出た。人を殺あやめたこともあるし、私自身が死の間ま際ぎわまで追い詰つめられたこともある。もちろん、自軍の将を失ったことも──」

　明け行く空を眺ながめながら、独り言のように楓牙は言った。

「僕もですよ。戦じゃありませんけど……。父母は死んでしまいましたし」

　舜もぼんやりと空を仰あおぎ、小さくうなずいた。

「戦いに犠ぎ牲せいはつきものだ。それはわかっていたのだがな……」

「ええ……」

　汪李に生きていてほしかった──。その言葉を呑のみ込み、二人ともしばらく黙だまって空を眺めていた。

　頭上の空は濃のう紺こんから青に変わり、雲が朝焼けに染まり始める。

「去年の正月、莉由ちゃんが天てん仙せん娘じよう娘じように祈いのった言葉、憶おぼえてます？」

　舜がおもむろに口を開いた。

「確か、晄とお前とが、九十過ぎまで長生きして、死ぬ前にいい人生だったと思えるような生しよう涯がいにしてほしい……だったか？」

　唐とう突とつな舜の言葉に、楓牙は軽く瞠どう目もくして彼に視線を移す。

　──そこまで長生きしたら、晄ちゃんの最さい期ごを看み取とる人はそんなに悲しまないわ。歳としだからしょうがないって諦あきらめられるもの。

　莉由は、晄の長ちよう寿じゆを願うだけでなく、晄の臨終に立ち会うだろう妖あやかしたちの気持ちを考えたのだ。その時には、まさか汪李が晄を置いて逝ゆくとは思っていなかった。

「あなたも長生きしてください」

　舜は空を見つめたまま言った。

「あなたの寿じゆ命みようの心配なんかするのは嫌いやですけどね。手塩にかけて育てた僕の晄ちゃんを、途と中ちゆうでさらって、生まれる前から運命の相手だったみたいなこと言って、忠臣面づらして──」

　彼は空から視線を外し、軽く目を伏ふせる。

「でも、あの子はお父さんとお母さんも亡なくしてます。これ以上、晄ちゃんに大事な人が逝いってしまう辛つらさを味わわせたくありませんから」

「舜……」

　楓牙は舜の横顔を見つめた。普ふ段だんは飄ひよう々ひようとして、滅めつ多たに心の内を見せない彼が、ひどく辛つらそうな顔をしていた。

「お前も長生きしろ」

　これ以上舜の顔を見ていることができず、楓牙は再び空に視線を戻した。

「御ご心配なく。僕はあなたと違ちがって、莉由ちゃんに祈ってもらってますから」

　舜もまた空を仰ぎ、ぼそりと答えた。





　──誓ちかえ、晄。我がいなくとも、禹や成湯に負けぬ賢けん王おうになると。

　汪李の声がしたような気がして晄は薄うす目めを開けた。最初に目に入ったのは、心配そうな鳳と煒白の顔だった。

『晄、大だい丈じよう夫ぶか？』

「うん……」

　重い身体からだをゆっくりと起こし、辺りを見回す。窓から日が差していた。開け放たれた戸口の手前に、優美な模様が描えがかれた几き帳ちようが立ててある。利條の屋や敷しきだ。

「そっか……。帰ってきたんだっけ」

　無意識に汪李を捜さがし、左ひだり腕うでに手をやった。その拍ひよう子しに、カランと胸にかかった魚の珮はいが指先に触ふれる。

（そうだった……。汪李は……）

　喉のど元もとまで熱い塊かたまりがこみ上げてくる。

「今何時？」

　片手で魚の珮を握にぎり、晄は尋ねた。

『午ひるを少し過ぎた』

　煒白が答えた。

「炅は？」

『馮夷城の楊ようの所にいる。さっき小こ化か蛇だが知らせに来た。何とか持ち直したそうだ』

「よかった……」

　ほっと息をついた途と端たん、気が弛ゆるんだのか、どっと涙なみだが溢あふれてきた。急いで片手で口元を押さえ、漏もれそうになる嗚お咽えつを堪こらえる。

『晄……』

　煒白と鳳が、晄の肩かたに手をかけた。

「心配かけてごめん、涙の腺せんが壊こわれちゃったみたいだけど、気にしないで」

　晄はごしごしと袖そでで顔を拭ふいた。

「利條様、いる？」

　泣いている場合ではない。やることは山ほどあった。





「晄、起きたのか」

　利條の私室を訪ねると、楓牙と累焔もそこにいた。留守にしていた間の王都の状じよう況きようを聞いていたらしい。舜は再び後宮へ戻り、炎紋の呪じゆ具ぐを見張っているとのことだった。

「利條様、俺、共工を地上のどこかに──彼が大切に思ってた盤古神の身体の近くに、梓羅々と一いつ緒しよに埋うめてやりたいんだ。崑崙の陵りようには、梓羅々は入れないって言うし──」

　晄は言った。昨夜、祝融はあれからまた戻って来て、共工の骸むくろを持って行こうとしたので、晄は彼に頼たのんで、共工を地上に葬ほうむる許可をもらった。共工の骸は、雲うん台だい山さんの山中に運ばれ、崑崙の鳳ほう皇おうと鸞らん鳥ちようが見張っている。

「良いお考えにございます」

　利條は微笑ほほえんだ。

「それで、共工と梓羅々をどこへ葬ったらいいか決めなくちゃならないんだけど、邑ゆうや里の近くじゃ民たみが怯おびえるだろうし──。俺に憑ついてた気が封ふうじてある呪具も一緒に埋めるつもりだから、絶対に洪こう水ずいが起こらない所がいいと思ってるんだけど──」

　鎮しずめたと言っても、何千年もの間、天の神々を脅おびやかした水神である。以前、黄帝から、気が完全に散じきってしまえば、神が蘇よみがえることはないとは聞いているが、共工の骸や呪具に封じた気が水に触れたら何が起こるかわからない。

「私わたくしが占せん術じゆつをいたしましょう。共工を葬るとあらば、社も建てねばなりませぬゆえ、そこにおわす土地神に影えい響きようの少ない場所を選ばねばなりますまい」

「お願いします。それから共工の弔とむらいの時には、佟とう韋いに歌ってもらいたいと思ってるんだけど、彼は今どこに？」

　佟韋は華山の神、西せい岳がく大たい帝ていに仕える巫ふ術じゆつ師しだ。華山は五ご岳がくの一つで、盤古神の足から成ったという。共工の葬そう礼れいを務める祭さい祀し官には佟韋がふさわしい。

「桃とう林りん侯こうは、相邑におられます。熱波も去ったゆえ、呼び戻しても問題ありますまい」

　外交術に長たけた佟韋は、熱波襲しゆう来らいの折に、晏仲に依い頼らいされて諸しよ侯こうの調整役として各地を回っている。晏仲を通じて使いを出しておくと、利條は言った。

「それじゃ、俺、炅のとこ寄ったら、そのまま狼窩山へ行ってくるから」

「狼窩山とは──？」

「小化蛇の話じゃ、士烈はまだ狼窩山でそのままになってるらしいんだ」

　鸞に乗って王都へ帰って来る間に、晄は小化蛇から狼窩山での汪李と士烈の会話や、戦いの様子などを聞いていた。

「士烈も弔うと？」

「取りあえず、長江へ連れて行ってあげたいって思ってる。長年の棲すみ処かだし、彼に人ひと形がたを与あたえた三さん苗びよう族の王の思い出がある所がいいかなって──。本当は、汪李と一緒がいいんだろうけど、そうもいかないしね」

　晄は、魚の珮を握るとそれに目を落とした。

「汪李は弔わない。ここにいるんだもの」

　死んだのではない、姿を変えてここにいるのだと、晄は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。





　晄は馬に変へん化げした煒白に乗り、楓牙と累焔は久しぶりに本物の馬に乗って、ようやくいつもの春らしくなった泰山ふもとの森を、馮夷城へ向かって駆かける。

「馮夷城ぐらい一人で行けるのに──。楓牙たちは少し寝ねなきゃだめだよ。今朝も全然眠ねむってないんでしょ」

　晄は、二人に休むように勧すすめたのだが、

「大丈夫だ。私はお前の臣だ。どこだろうがともに参る」

　楓牙はそう言って、寝不足の目をしばしばさせながらついてきた。

「それにしても、成鳥になってもひよことは──」

　累焔がしみじみと晄の頭の上を見つめる。

　晄の頭の上には黄色いひよこが乗っていた。馮夷城に行くことになって晄が煒白に乗ると、鳳はいつものようにひよこになって晄の頭の上に乗り、一同をびっくりさせたのである。

『変化に決まってんだろ、汪李が小こ蛇へびになるのとおんなじさ』

　ひよこは『ふふん』と胸を張る。

「人形が以前と同じなのも不思議だが、そういうものなのか？」

　楓牙の問いに、

『そーゆーもんなの。おれの人形は、晄がおれを同じ歳ぐらいだと思って、おれもたまたまそれがいいって思ったからああなったわけで、それは今も同じだから、本ほん性しようがでかくなったからって、人形がおっさんになるわけじゃねーのよ』

　要は、両者の心の問題だと彼は言う。

「なぜいきなり成鳥になったのだ？」

『おれにもわかんねーよ。夸こ父ほに踏ふまれて、黄河に投げられて、おれ、死ぬなって覚かく悟ごしたんだけど、死んだのか、死にかけただけなのか記き憶おくがぶっ飛んでるし。目が覚めたらでかくなってた』

「死にかけたって……そうなの!?」

　それを聞いて、晄は真っ青になった。突とつ然ぜん、鼓こ動どうが速くなり、涙がこみ上げてくる。

『あー、大丈夫。おれ、ちゃんと生きてるから』

　鳳は晄の頭から身を乗り出し、翼つばさの先で晄の目め尻じりを拭いた。

「ごめん、涙るい腺せん、壊れっぱなしだね……」

　晄はぐしっとはなをすすり、拳こぶしの甲こうで鼻の下を拭ぬぐう。

『鳳鸞は新種の鳥だ。英招から授さずかった知識にもないから憶おく測そくでしかないが、一度、身体の中の陰いん陽ようの気を空にして、新たな気を取り入れることが、成鳥になるためには必要だったのかもしれない』

　煒白が言った。

「そうなんだ。生き返ってよかった。大きくなれてよかったね」

　言った途端に泣けてきた。

「や、やだな、嬉うれしいことなのに……」

　晄は慌あわてて、手の平で顔をこする。自分で言った「生き返って」の言葉に反応してしまったらしい。

『汪李もそうだといいよな……』

　鳳は、後から後から溢れてくる晄の涙を、翼の先で払はらった。





　馮夷城の子ども部屋を訪おとずれると、いつもならわーっと群がってくる子どもたちが、怯えた様子で一ひと塊かたまりになっていた。

「何があった」

　その中の一人が、険しい表情で晄に歩み寄る。頭目格の楊である。

「あの炅っていうのは、前に地下の湖であんたを襲おそったやつだろ？　それをまた何で──」

　言いかけて、彼は晄の左ひだり腕うでに目を留める。

「汪李はどうしたんだ？」

「……ちょっとね」

　晄は笑ってごまかしたつもりだったが、あまりいい演技ではなかったようだ。

「おい、まさか、共工とかいう水神とやりあって──」

　楊の顔色が変わった。

「夜中に炅が運び込まれた時、ただ事じゃねーなって思ったんだ。何たって、連れてきたのが空飛ぶ女め神がみだし。空を飛ばなきゃならないようなとこから来るなら、汪李とあんたが来るだろ。夜だし、人に見られる心配はないわけだからさ」

　治安の悪い馮夷城で、大人たちと渡わたり合いながら十数名の孤こ児じを養ってきた楊の目は鋭するどい。

「死んだのか？」

「うん……」

　晄はうなずいた。奥の方で固まっていた子どもたちが目を瞠みはる。

「詳くわしいことはまた後で……。炅は？」



「晄王子──」

　楊の案内で、子ども部屋に隣りん接せつする小部屋の帳とばりをまくると、紫央が炅の胸に手をかざしたまま振ふり返った。

　半はん裸らで仰あお向むけに寝かされた炅は、骨と皮ばかりに痩やせていた。手首から先のない右みぎ腕うでには、白い巾きんが巻かれている。

「炅……」

　晄は炅の枕まくら元もとに膝ひざをつき、彼の顔をのぞき込んだ。炅の顔は土気色で呼吸も浅かった。

「……こ……きょう……」

　炅は目を閉じたまま、何かを言っていた。

「うわごとです」

　紫央は、晄によく似た黒瞳を曇くもらせる。

「俺が炎えん招しよう戈かで撃うったから……」

　唇くちびるを震ふるわせる晄に、紫央は、「いいえ」と頭かぶりを振った。

「炎招戈の炎で受けた傷は右手だけです。それよりも、大量の精気を失ってしまったことの方が問題なんです。梓羅々が共工をかばったとのことですが、共工も相当な痛手を受け、炅の精気を吸って、辛かろうじて生きていたんじゃないですか」

「快復の見込みは？」

　晄の後ろに立ったまま、楓牙が尋たずねた。

「山は越こえましたが、余病を併へい発はつする恐おそれがあります。まだ安心はできません」

　紫央は言った。精気とは命の源となる生きる力のことで、精気が少ないといろいろな病気に罹かかりやすくなるという。

「炅、がんばって──」

　晄は祈いのるような気持ちで、炅に呼びかける。

「炅は、自分ごと共工を滅ほろぼすように言ったそうですね。九天玄女様から聞きました」

　盤龍湖で杏玲と炅とのやり取りを見ている紫央は、痛ましげに彼の顔を見る。

「……きょうれいを……こう」

「杏玲？」

　晄は、炅のうわごとに耳を澄すます。

　──晄、杏玲を守って。

　彼は繰くり返しそれを訴うつたえていた。

「共工は滅んだよ。もう大だい丈じよう夫ぶだから」

　うわごとだとわかっているが、晄は思わず語りかけた。

「早く元気になって、杏玲母さんに会いに行こう。きっと君のこと心配してる」

　杏玲は今、晄の領地、陝邑で暮らしている。十七年前の王位争いの際、晄を黄河に流した後、彼女は盤龍湖近くの山里に逃のがれた。

　今年の二月に晄が彼女を発見した時には、陽甲の心の病が重じゆう篤とくで、楓牙、聡そう牙が、脩しゆう牙がの三人の王子が次代の王の候補に挙がり、氏族間でもめていた上、鬼き方ほうと戦いくさの最中だった。そこへ、殉葬されたはずの元王おう妃ひが現れたら、大混乱に陥おちいってしまうので、密ひそかに陝邑へ連れて行ったのである。

「前にも言ったけど、俺、君が杏玲母さんと一いつ緒しよに暮らせればいいって思ってる。普ふ通つうに、当たり前の暮らしをさせてあげたいんだ。させてあげたいとか言うと、君、また怒おこるかもしれないけど」

　晄は炅の耳元で囁ささやいた。

　生まれて間もなく捨てられ、共工の気に取り憑つかれ、刺し客かくの呪じゆ術じゆつ師しに拾われて、人の温ぬくもりも知らずに、殺人の術だけを教えられて彼は育った。

　炅は辛つらかったのだ。だから晄の養父母の呪殺に手を貸し、晄を憎にくみ続けた。

　晄が、いくら「君を助けたい」と叫さけんでも、彼はうわべだけの言葉としかとらえてくれなかった。十七年間の辛い日々で荒すさんでしまった心は、そんな簡単なことでは癒いえないのだ。

　炅を癒いやせるのは杏玲だけなのだろう。

　盤龍湖で、彼は後あと戻もどりはできないと言って、晄の前から去って行った。

　けれど、もう共工はいない。

「君が杏玲母さんと暮らすことを邪じや魔まするものはいなくなったんだよ。ね、だから早く元気になって。杏玲母さんと暮らそう」

　ふと、炅のうわごとが止まった。彼は薄うすく目を開け、焦しよう点てんの合わない目で辺りを見回す。

「炅!?」

　彼の目が晄に留まった。

「炅、俺だよ、晄だよ、わかる？」

「……晄……？」

　炅はしばらく不思議そうに晄を見ていたが、やがて微かすかな笑えみを浮うかべた。

「……相変わらず……馬ば鹿かだな」

「──いきなりだね」

「しょうがない……杏玲はもらってやる……」

「もらってやるって、お嫁よめさんじゃないんだけど」

　晄は泣き笑いの顔で答えた。

「……言っとくけど……僕は、お前なんか……大だい嫌きらい……」

　彼はそう言ってまた目を閉じた。今度はうわごとを言わなかった。やがて、規則正しい寝ね息いきが聞こえ始める。

「驚おどろいた、すごい勢いで回復している。生きる気力が湧わいてきたんでしょうか」

　炅の胸に手を当てたまま紫央が言った。

『こいつも相変わらずだよな』

　鳳は呆あきれた様子で笑い、『大嫌いという割には、いい顔だった』と、煒白は不思議そうに首を傾かしげた。



　楊にも簡単に事情を説明し、楓牙と累焔の馬を預けると、晄たちは大きな鳥の姿になった鳳に乗って狼窩山へ向かった。

『誰だれかに見られたって、高いとこ飛んでりゃ、おれのでかさはわからんだろ。汪李と違ちがって鳥だし、飛んでて当たり前』

　と、鳳は堂々と人里の上空を飛んだ。

　小こ化か蛇だたちの案内で、日が沈しずむ前には二人の死し闘とうの場に着いた。

　士烈の骸むくろは、狼窩山の森の中を流れる渓けい流りゆうの中にあった。鳳はやや下流の川原に舞まい降り、晄たちは彼の背から降りると、歩いて士烈のもとへ向かう。

「鳴めい蛇だは、王の遺い骸がいをどうして放ほうっておくのだ？」

　楓牙が不可解そうに言った。

『妖あやかしは死んだものを祀まつらない。人間のような魂たましいを持たないから、死んだらただの物体だと考える。獣けものも妖も、死ねば他ほかのものの餌えさになる。死んだものを弔とむらうのは人間と神だけだ』

　煒白が答えた。

『ってか、鳴蛇の場合、持って行きたくても運びようがなかったんじゃねーの。手がねーし』

　ひよこに変へん化げした鳳は、晄の頭の上で肩かたをすくめる。

　士烈は胸に大きな穴を空け、下半身を川に浸つけて仰向けに横たわっていた。

　最後まで相あい容いれず、自分の命と引き替かえにしてまで汪李を殺そうとしたはずなのに、冷厳そうな彼の美び貌ぼうには、なぜか淡あわい笑みが浮いていた。



　士烈の骸を煒白が抱だき、晄たちは鳳の背に乗って長江へ向かって飛び立った。

　途と中ちゆうで日が暮れ、鳳は鸞に変わった。

『鳴蛇が来る』

　煒白がそう言ったのは、巣そう湖こを過ぎてから間もなくだった。

　ギョッとして目を凝こらすと、南から何千頭いるのかわからないほどたくさんの鳴蛇の影かげが近づいて来る。

「ちょ、ちょっと……。共工が、化蛇と鳴蛇が争う理由はなくなったって、王の誇ほこりを傷つけるなって言ったのに……」

　だから、士烈を長江へ連れて行こうと思い立ったのだ。

『大丈夫です。攻こう撃げきしてくるようなら、鳴蛇を眠ねむらせますから』

　そう言って、鸞は平然と飛び続けた。

　微かな殺気は感じられたが、鳴蛇は襲おそって来なかった。晄たちを一度通り過ぎ、宙で旋せん回かいすると鸞を囲み、並んで飛ぶ。王の帰き還かんを知って、出で迎むかえたのだろうか。

　晄は耳を澄ましてみたが、鳴蛇の声は聴こえなかった。

　王の死に対する深い悲しみと、炎招戈の使い手に対する怒いかりだけが伝わって来る。

『案内してくれるようですね』

　鸞は、鳴蛇の飛ぶ方向に合わせて進路を変える。

　鳴蛇は盤龍城を越え、さらに長江上空を遡さかのぼると、北岸の山の中へ降下した。そこには小さな湖があり、湖から伸のびる川が長江へ注いでいる。

『大昔、この近くに三さん苗びよう族の都があった』

　煒白が言った。やはり鳴蛇も、士烈を三苗族の王の側そばに連れて行きたかったのだろう。

　七百年の時が過ぎ、湖の周囲は森に覆おおわれて、都の痕こん跡せきは見当たらなかった。

　鸞も鳴蛇に従って湖のほとりに舞い降り、晄たちは鸞の背から下りた。

『王をこの湖に沈めてくれ』

　鸞の一番近くにいた鳴蛇が言った。

　煒白は士烈を抱いたまま湖こ畔はんに近づき、そっと水の中へ横たえる。

　緩ゆるやかな波が、士烈をゆっくりと運んだ。

　長い波は紋もんを引き、彼は湖の中央へと漂ただよっていく。少しずつ彼は沈み、やがて士烈は月を映す湖面から姿を消した。

『王を連れて来てくれたことに、感謝する』

　その鳴蛇は言った。

　一頭、二頭と鳴蛇は飛び立ち、長江の上流へ向かうもの、下流へ向かうもの、別の支流へ行くものと、それぞれの棲すみ処かへ帰って行く。

「いつか、同じ河か川せんで過ごせるようになるといい……」

　その様子を見ながら晄は呟つぶやいた。

「人間の戦ならば、和議を開いて国交回復とするところだが」

　楓牙が言った。

「すぐには無理だ。俺が汪李がいなくて悲しいように、彼らも悲しいんだもの」

　急に笑って仲直りなんてできない。

（鳴蛇は、小化蛇たちを憎んでいなかった。今のところはそれで十分だ）

　遠ざかっていく鳴蛇の影を、晄はしばらくの間、黙だまって見つめていた。





「晄！」

　佟韋が王都へ帰って来たのは、翌日の夕刻だった。

　長江支流の湖から王都へ戻もどる途中で、煒白を佟韋が滞たい在ざいしている相邑へ下ろし、晄たちは鳳鸞に乗ってそのまま利條の屋や敷しきへ帰った。食事をしたり湯ゆ浴あみをしたりしているうちに、煒白が佟韋を乗せて、利條の屋敷へ戻って来たのである。

「無事でよかった！　心配していたのですよ」

　白しろ装しよう束ぞくはいつも通りだが、普ふ段だんの高貴な雰ふん囲い気きをかなぐり捨てて、彼はバタバタと部屋へ飛び込んだ。

「急に呼び戻してごめんね。仕事の方は大だい丈じよう夫ぶ？」

　風ふ呂ろ上あがりの髪かみを拭ふきながら、晄が佟韋を出迎えると、

「道すがら煒白殿に伺うかがいました。化蛇の王が……」

　佟韋は晄の腕うでをつかみ、そう言って唇くちびるを震ふるわせた。

　彼は、ふと晄の胸むな元もとにかかる魚の珮はいに目を留め、「これは……」とそれを手に取った。

「わかるの？　何か視みえる？」

　呪じゆ力りよくの高い彼は、晄には見えないものを視ることができる。

「微かな気配が……」

　佟韋は魚の珮に目を凝らした。やがて彼は、三匹びきの魚を両手で包み、呟くように微かな声で歌い始める。柔やわらかで優やさしい調べだった。

「まさか鎮ちん魂こん歌かとかじゃないよね？　俺、この中に汪李がいるって思うことにしたんだ。だから汪李は弔わないつもりなんだけど」

　佟韋が歌い終わると、晄は尋たずねた。

「ええ。わかっていますよ。化蛇の王はここにいらっしゃいます」

　彼は、目に涙なみだを一いつ杯ぱい浮うかべて微笑ほほえんだ。





「共工の陵りようは、商しよう邑ゆうがよろしいかと存じます」

　利條は、布に書いた地図を広げ、黄河の北、雲台山の北東辺りを笏しやくで指した。

「商邑とは、湯王の故地の？」

　聞き返したのは楓牙である。

「商邑って、湯王がいたことがあるの？」

　晄の問いに、

『殷の初代王成湯は、国を興おこす前は、夏かの諸しよ侯こうの一人だった。その時に成湯が治めていたのが今の商邑なのだ』

　博識な煒白が答えた。

　当時は、商邑付近だけを殷と呼び、夏の桀けつ王を滅ほろぼして国を興すと、殷の湯王の名は広く知れ渡わたり、各地の諸侯が湯王の領土をすべて殷と呼ぶようになったという。

『汪李がいれば、きっと詳くわしく説明してくれたのだろうが』

　夏の桀王は共工に取り憑つかれていたという。共工を召しよう喚かんしたのは、桀王よりも三代前の夏の孔こう甲こう王だそうだ。彼は神になろうとしたという伝説が残っている。

『人の世の王が、共工に憑かれていることに気づき、黄帝が成湯に炎えん招しよう戈かを授さずけた。そして化蛇の王──その時は名前がなかったが、つまり汪李が成湯に従ったのだ』

「湯王と汪李が、共工と戦っていた時に、湯王の国だった場所……」

　晄が呟くと、

「何やら縁えんを感じますね」

　佟韋がうなずいた。

「占せん術じゆつによれば、城じよう郭かくより十里ほど北の山やま裾すそがよろしいとのこと。黄河に近ちこうございますが、洪こう水ずいに侵おかされることはありませぬ」

　泰山や嵩山、華山、衡山とは黄河を挟はさみ、北ほく岳がく恒山とは山並みを挟んでいるため、五岳に近くても、それぞれの神の迷めい惑わくにはならないだろうと、利條は地図を示しながら説明する。

「ぴったりだね」

　晄は言った。

「ただ、弔とむらいの日時は四月甲こう午ごの日、日にち没ぼつ後がよいと占みえたのでございます」

「大変、あと半月とちょっとしかない」

　それまでに、墓穴を掘ほり、社を建てたり祭さい壇だんを設けたりしなくてはならない。

　晄たちはその晩のうちに旅たび支じ度たくをして、翌朝、日の出前には商邑に向けて出立した。





　さわさわと春風が吹ふいていた。

「ここが、湯王の故地──」

　鳥の姿の鳳から、眼下を眺ながめて晄は呆ぼう然ぜんと呟いた。

　湯王が殷を建てる前に治めていたという商邑は、とんでもない僻へき地ちだった。

　遠くに城郭は見えるのだが、周辺はどこまでも雑木林の丘おかが続き、畑も民家も見当たらない。道もなく、人が行き来する気配もない。

「湯王は即そく位いした後、黄河を渡って、今の洛らく邑ゆう近くに一度都を置き、そこから亳邑へ遷せん都としたそうだ。その後も、歴代の王が何度か遷都したが、ほとんどは黄河南岸だったからな。北岸の邑はあまり栄さかえなかったようだ」

　楓牙も額に手をかざして、春の陽光に輝かがやく花々を愛めでる。

「北岸の西半分は、湯王が殷を興す以前から虞ぐ氏の勢力圏けんでしたからね」

　そう言う佟韋は桃林領主だが、蒲ほ邑ゆう侯虞氏の一族である。

『僻地だからいいんじゃねーの。人が大勢いるようなとこに、悪神と恐おそれられてた共工の墓を掘るわけにはいかねーもん』

　人がいないので、鳳は堂々と地面に舞まい降りる。

「共工は悪神じゃないんだけどね。人にとっては恐ろしい神だけど」

　言いながら、晄は鳳の背から飛び降り、彼の背にくくりつけてきた掬すくい鍬ぐわや斧おのなどを降ろす。煒白、楓牙、佟韋は荷を解き、その間に累焔は占術の準備をする。利條が示したのは大まかな場所だったので、陵や社の正しい位置や向きなどを、あらためて占うらなうためだ。

　バタバタと社建設の下準備をしているところへ、上空から『晄』と呼びかけるものがいた。

　見上げると、人ひと形がたに翼つばさを生やした紅くれないの髪の青年が近づいて来る。

「祝融──」

『陵をここへ作るのか？』

　祝融は晄たちの前に降りて来た。

「うん。占術でここがいいって」

　本当はとても偉えらい神様なのだが、今さら丁てい寧ねいな言葉づかいもわざとらしくてできない。煒白や楓牙、累焔も簡単に会え釈しやくしただけで、せっせと仕事に取りかかった。旧知の間あいだ柄がらである鳳は、『よっ』だけだった。とにかく忙いそがしいのだ。

『この六人だけでは厳しそうだね』

　祝融が言うと、『ろくにんといっぴき～』と、鳳の羽の中からチャウが飛び降りた。

「共工のことは民たみには知らせてないから、工人を連れてくるわけにいかないしね」

　舜は目が悪い上、弔いの日まで呪じゆ具ぐを見張っていなくてはならないし、紫央は炅の治ち療りよう中だ。

「煒白が百人力だから、何とかなるよ」

『小こ化か蛇だが使えればいいのだが、そうもいかないしな』

　土ど剋こく水すいの理ことわりに則のつとり、小化蛇は土を掘るのが苦手なのだそうだ。

『こかだに、てがあれば、いいのにねー』

　チャウは後ろ肢あしで立って、前肢で掬鍬を持つ。

『では、あとで崑崙の白しろ兎うさぎを寄こそう』

「ううん、いいよ。俺たちだけでやるから」

　晄も掬鍬を持って、累焔が小枝で地面につけた印に沿って掘り始める。

「この戦いくさは、女媧に対する共工の叛はん乱らんだったかもしれないけど、俺にとっては人間と共工の戦だったんだ。だから、俺たちだけでやりたい」

『何をこだわっているんだ？』

　祝融は紅の眼めを怪け訝げんそうに瞬またたいた。

「崑崙の神々が人間を過保護にすると、空飛ぶ狐きつね──敝へい々へいみたいに女媧に罰ばつせられた妖あやかしたちがまた人間を疎うとましく思うでしょ。あと、俺は……楽をしたらいけない気がする」

　そう言いながら、晄はせっせと土を掘った。

（汪李は死んでしまったのに──）

　晄はひたすら、掬鍬を振ふるう。

（背中に大穴空けて、飛ぶのもやっとだったのに、俺の所まで来てくれて、最後の力を振り絞しぼって雨を降らせてくれて……、だから……）

「俺が楽をしたらいけない」

　晄は繰くり返した。

　楓牙たちも、煒白や鳳も、しばし痛ましげな視線を晄に投げかけたが、黙だまってそれぞれの仕事に励はげんだ。

『そうか──。お前がそう言うなら任せよう。だが、弔いには来させてもらってもいいか？』

「もちろん、佟韋の歌を聞かせたいし」

　晄は額に浮ういてきた汗あせを拭ぬぐい、祝融に向き直って微笑んだ。

『白兎も連れて来ていいぜ。おれの雄姿を見せてやる』

　鳳は胸を張ったが、「弔いは夜ですよ」と、佟韋に言われ、

『くそーっ！』

　鳳は地じ団だん駄だを踏ふんだ。



　五日目には穴を掘り終えた。巨きよ大だいな亜あの字形の穴である。青銅器の模様にもよく使われるが、累焔によると、この字形は呪力を込めることができるのだそうだ。

　その後、土を叩たたいて壁へき面めんを固め、十日目には鳳が壁面を焼いて水を通さないような石に変えた。さらに、木を伐きり出して亜の字の中央に敷しき詰つめ、墓室を造る。

　その頃ころには、佟韋と累焔は、近くを流れる漳しよう水すいのほとりに二人で野営して潔けつ斎さいに入った。

　三月末日、すなわち共工を弔う日の前日にようやく陵りようは完成し、一度王都へ戻もどって衣い冠かんを調ととのえ、舜や莉由、紫央、チャウなど、共工に関かかわったものたちを商邑へ連れて行った。



　そして、四月甲午の日、夜──。

　日が沈しずむと同時に、祝融や九天玄女、鳳ほう皇おう、鸞らん鳥ちようなど、崑崙の神々や妖が次々と陵の周辺に舞い降りて来た。その中には煒白を創つくった女め神がみ英招や、西王母もいた。西王母は珍めずらしく黄帝を伴ともなっていた。

『いや～、久しぶりの地上だ～』

　西王母とともに白い鹿しかに乗ってやって来た黄帝は、地面に下りると嬉うれしそうに伸のびをした。普ふ段だん彼は、西王母に天墉城──崑崙の神々の住む城──から出してもらえないのだ。

『今こ宵よいだけじゃぞ。そなたの作った炎招戈が、妾わらわたちの長年の悲願を達成したゆえ、特別の褒ほう美びじゃ』

　白い髪かみに白い衣ころもの絶世の美神、西王母は、横目で黄帝を睨にらむ。

　黄帝は、晄に気づくとパタパタと走り寄ってきて、『よくやってくれたね』と、晄の両手を取った。

「共工を地上へ葬ほうむるなんて、無理を言ってごめんなさい」

　晄が言うと、

『いや。いい判断だ。君は、共工の気持ちを汲くんでそうしたんだろうけど、人間の不自然さを嫌きらって共工に与くみしていた神々は、君が一いつ生しよう懸けん命めい陵りようを造っている姿を見て、人間を見直したことだろう。崑崙の力を借りなかったのもよかった』

「そんな大げさな──。俺、ただお墓を造っただけだし、ほとんどは鳳鸞や煒白の力だし」

　晄は慌あわてて首を振った。

『それでいいんだ。誠意をちゃんと示せた。それに、崑崙へ葬るとしたら、あの相そう柳りゆうの毒血の沼ぬまの近くに陵を造ることになったはずだ。あそこにはあんまり行きたくないだろ？』

　黄帝に問われて、晄は「ないない」とうなずく。

　以前、巨大化したチャウを縮める薬を手に入れるために、黄帝とその毒血の沼へ行こうとして、神々の亡ぼう霊れいに襲おそわれたことがあるのだ。相柳とは九つの頭を持つ大だい蛇じやの姿をした神で、共工の臣だったという。禹王に退治されたのだが、沼ではその相柳の亡霊にも襲われた。

　それはともかく、こっそり天墉城から抜ぬけ出したことが西王母にばれて、晄は黄帝と一いつ緒しよに、彼女にもの凄すごく叱しかられた──という恐ろしい思い出があるのだ。

『化蛇の王は……残念だったね』

　黄帝の顔から、人好きのする笑えみが消えた。

「うん……」

　晄は小さくうなずいた。

『僕は彼を利用したんだ。償つぐなっても償いきれない……』

「利用？」

『化蛇の王の力に目をつけて、僕は炎えん招しよう戈かを作った。彼と対ついの存在である鳴めい蛇だが共工に与していることを知っていて……』

　黄帝は遠い目をして呟つぶやく。

『ようやく炎招戈から解放された途と端たんに、死んでしまうなんてね』

　そう言って、黄帝は深い溜ため息をついた。

「汪李は自分が利用されたなんて思ってなかったと思うけど、戦を終わらせたがってたから……ここにいてほしかったな……」

　晄は魚の珮はいを手に取り、それに目を落とす。

『それ、すごい力を持った珮だね』

　黄帝の目が魚の珮に留まる。

「父さんと舜兄の呪力と、河伯の加護と、それから莉姉の思い、かな？　それが詰まってる」

　晄は、紐ひもを指先でつまんで魚の珮を掲かかげて見せた。

『きっと、化蛇の王もここにいて、共工の葬そう礼れいを見ているよ』

　黄帝は、悲しいのか嬉しいのかわからない複雑な笑みを浮かべて、その珮を見つめた。





　満天の星だった。

　月のない夜は空の闇やみが濃こく、代わりに驚おどろくほどの数の星が輝かがやいていた。

　その星空に、佟韋の透すき通った歌声が吸い込まれていく。

　高く、低く、緩ゆるやかに、少し切なげな旋せん律りつが星々の間を流れていった。

　佟韋は真っ白い絹の装しよう束ぞくを着けていた。髪は解かれ、さらさらとした長い黒くろ髪かみが腰こしまで垂れている。

　陵に向かって立つ彼の白装束が闇に浮かんでいるように見えた。

　その間に、累焔が陵の中を歩いて、酒を振りまきながら、要所要所に剣けんや鉞まさかりなどの呪具を置いていった。それらの呪具は尭や舜の作品で、晄が生まれた時から今まで、常に晄の住む家の周囲に配され、晄を守ってきたものだ。昨日、煒白が陝邑まで取りに行ってきたのである。

　累焔が呪術を施ほどこし終わると、煒白と鸞が、共工と梓羅々を輿こしに乗せて運んできた。二人を陵の中央の墓室に並んで寝ねかせ、晄に憑ついていた気を封ふうじた炎えん紋もんの呪具もそこに置く。

　その間にも、佟韋の歌声は星空を漂ただよい続けていた。

　天空の輝きの中に陰いん陽ようの大きな流れが浮かんだ。佟韋の歌が、晄たちの目にそれを見せているのである。

　陽の気は天に陰の気は地に、ゆっくりと巡めぐりながら広がっていく。その巡りには、とてつもなく大きな力が働いていた。目には見えないが、確かにそこに存在するものだ。

「盤古神？」

　それが天地創造の神、盤古であることが、なぜかわかった。

　陰陽の気が巡る中、盤古はゆっくりと身を横たえる。大地となった盤古の身体からだが火を噴ふいた。雲が生まれ、やがて雨が降った。雨は海をつくり、うねる海から命が生まれる。

　大地が火を噴くことを止やめ、雨が上がった。

「五ご岳がく……」

　巨大な盤古の頭と腹、両手足は険しく美しい山となっていた。

　緑豊かな森、煌きらめく湖、雪をいただく山、広々とした大地。そしてそこを蕩とう々とうと流れる大河。

　数多あまたの神々や妖、獣けものや鳥──。それらが、巡り続ける陰陽の中で、激しく、あるいは穏おだやかに命を繋つないでいく。

　共工が取り戻そうとしていた、人間がつくられる以前の地上がそこにあった。

　累焔が簋きという青銅の高たか坏つきを共工と梓羅々の足元に置いた。簋には土が盛ってある。チャウの一部、すなわち息そく壌じようだ。彼は、小さな壺つぼからその土に水を数すう滴てき垂らした。土は少しずつ体積を増やし、共工と梓羅々を足から覆おおっていき、やがて二人の顔も土に覆われ、見えなくなった。

　土ど剋こく水すい──。

　土は水を堰せき止める。崑崙の土の妖あやかし、息壌は、共工の墓はか守もりとなった。

　楓牙や舜たちも、西王母や黄帝ら、崑崙の神々も黙ってその様子を見つめていた。

　煒白が墓室に巨大な石の蓋ふたをした。

　歌が止んだ。同時に、太古の地上の景色も消える。

　人間がつくられてから、何度となく人の世を脅おびやかした水神が、ようやく永い眠ねむりについた。

　化か蛇だの王は、炎招戈の炎から使い手を守る定めを負っていた。もう共工を滅ほろぼす炎はいらない。だから化蛇の王の雨も必要ない。けれど──。

（戦いが終わっても、ずっと一緒にいたかったよ……）

　共工の巨きよ大だいな陵りよう墓ぼを見つめながら、晄は心の中で汪李に語りかけた。





『きゃー、ほんとに鸞！』『また、思いっ切り大きくなったわね』『って、どーせ、その姿を白しろ兎うさぎのやつらに見せてやれって、鳳に言われたんでしょ』『そしてあんたは鳳の押しに弱い』『おっきくなっても中身はどっちも変わんないわねー』

　巨大な鳥の周りを、数十匹ぴきの白兎がピョンピョン跳はね回る。

『すみません……その通りです』

　鸞は消え入るような声でそう言い、長い首を垂れる。

『ほっほっほ。図ずう体たいばかり大きくなっても、鸞は鸞、鳳は鳳じゃ。よいよい可愛かわいいやつ』

　西王母は、手の甲こうを口に当てて愉ゆ快かいそうに笑い、

『では、鸞。帰るぞよ』

　と、黄帝とともに白い鹿に乗ると、まるで鸞を先導するように飛び立とうとする。

『は──？』

　目を瞬またたく鸞に、

『何が、は、じゃ。そなたも崑崙へ帰るに決まっておるじゃろう』

　西王母は振ふり返ってそう言い、「え？」と晄は目を瞠みはる。

『ま、待ってください。西王母様、そんな、いきなり──』

『いきなりではない。そなたらは、軒けん轅えんに、人の世が乱れ、悪神が蘇よみがえる。昼と夜を分かたず、ともに地上を守れ──と言われて、地上に降りたのじゃろう。妾わらわの許しも得ず──』

　西王母は軒轅──黄帝をギロリと睨にらみ、黄帝は『そ、それは』とずずっと後あと退ずさる。

『共工は封じたのじゃ。そなたが地上におる必要はなかろう、さ、参ろうぞ』

『そ、そうですが、今はまだ──』

　鸞は急いでひよこに変へん化げし、ぴょ～んと跳とんで晄の頭に乗ると、ぎゅっとしがみつく。

『まだ晄の……いえ、人の世は乱れたままです。今しばらく地上にいなければ、わたしたちが成鳥になった意味がありません』

『むう──。まったく、そなたが余計なことを言うから』

　西王母は再び、黄帝を睨みつけると、

『まあ、仕方がない。化蛇の王を亡なくしたばかりでは、さすがに無む理り強じいはできぬわ』

　ぷいっと晄に背を向け、黄帝を連れてさっさと飛び立った。

「あれが西王母様？　きれいな方ねー」

　莉由は惚ほれ惚ぼれとした様子で、星空に消えていく白い鹿しかを見送る。

『あなたも十分に美しい』

　と、莉由の前に一歩踏ふみ出したのは祝融だ。晄たちの後ろにいた楓牙がギョッとしたのは言うまでもない。

「そ、それはどうも」

　凜り々りしさと艶えん麗れいさを兼かね備えた青年の姿に、莉由は正しく五尺の距きよ離りを保って後退る。

『我が同どう胞ほうに乗って活かつ躍やくする姿を見ましたよ。そういえばあの赤せき龍りゆうは？』

「今日は来てないわ。こないだも、朝あさ風ぶ呂ろに間に合わなくなるって、さっさと帰ったし」

『では、あの赤龍に伝えてくれないか。戦いくさはおわったのだから、帰って来いと──』

　赤龍一族は、神しん農のうという伏ふつ義ぎや女媧とともに三皇と呼ばれる神の末まつ裔えいで、当然女媧に従っているのだが、莉由を乗せていた赤龍は共工に与くみした。その後、莉由と契けい約やくを結び、共工の傘さん下かから外れたのだが、一族のものに合わせる顔がないと陝邑の泉に身を沈しずめた。陝邑の温泉は、彼が温めているのである。

「わ、わかったわ。今度陝邑へ帰ったら言っておくわね」

　また一歩踏み出した彼に、莉由は一歩後退ってうなずいた。

『それはそうと、君はあの方とも契約したのか？』

「あの方？」

『君の異界を作る力、あれは天仙娘娘からもらったものだろう？』

「天仙娘娘────!?」

　晄と舜、楓牙も累焔も、佟韋も煒白も鸞も、一いつ斉せいに泰山の神──東とう岳がく大たい帝ていの娘むすめの名を叫さけんだ。

　莉由だけは一人平然として、「そういえば」と納なつ得とく顔がおだった。

「一昨年おととしの正月──だから、鸞ちゃんは知らないわね、泰山へ詣もうでた時に天仙娘娘に会ったの。願いを叶かなえる叶えないで、言い合いになって、それで、晄ちゃんがずっと前に作ってくれた玉の珮はいを取られてしまったんだけど──」

『玉の珮はそこにあるじゃないか』

　と、祝融は莉由の胸を指差した。

「え？」

　莉由はサッと両手で胸を隠かくす。

『玉のままではないけれどね、君の身体の一部になって、天仙娘娘の力の憑より代しろとなっている。力のある女め神がみだが、滅めつ多たに人の願いを叶えないのだ。その彼女が君には力を貸すなんて──と、思ったのだよ』

「玉の珮を返すから、お兄ちゃんと晄ちゃんの命は自分で守れ──みたいなことを言われたのよ。ずっと夢だと思ってたわ」

「そうだったの──」

　晄はまだ呆ぼう然ぜんとしていた。

　去年の秋、陝邑であの赤龍と戦った時、また、正月に馮夷城の地下の湖で溺おぼれた時に、莉由は異界を作ったのだが、それらは莉由が晄を守るために天仙娘娘の力を発現させたのだ。

『美しい上に、勇ゆう敢かんで優やさしい方だ。君が人間でなかったら、このまま崑崙へさらって行くのだが、残念だな』

　祝融はにっこりと笑った。明るく積極的やや軽けい薄はくなのは、祝融が陽に属する神だからだろうか。この軽さを楓牙に少し分けてあげたい。

『では、晄。また崑崙へ遊びにおいで。私に、君といた時の化蛇の話を聞かせてほしい』

　彼は少し寂さみしげに笑い、晄の頭を撫なでると本ほん性しようの紅くれないの龍の姿になって空へ舞まい上がる。

『私も帰るわ。馮夷城のぼうやたちにもよろしくね』

　九天玄女は、晄に微笑ほほえみかけると『さあさあ、帰るわよ』と、両手を広げて白兎たちを追い立てた。

　鸞らん鳥ちようや鳳ほう皇おうも、『帰っていらっしゃい。待ってるわ』と、ひよこに声をかけ、次々に飛び立っていく。

「僕たちも、帰りましょう。晄ちゃんも久しぶりにゆっくり寝ねたいでしょう？」

　舜が晄の背を押した。鸞が大きな鳥の本性に戻もどる。

「そうだね」

　と、答えながら、晄は共工の陵りようからなかなか目が離はなせなかった。鸞の光が、陵とその向こうの広々とした丘おかを淡あわく照らす。

（殷が始まった場所……、そして共工との戦いが終わった場所……）

　すべての民たみが笑って幸せに暮らせる国を作りたい──。

　その夢を叶えるために何をしたらいいのか、晄は考え始めていた。



　　　　



「陝邑侯こうが、行方ゆくえ知れずだった南庚王の御み子こ!?」

　聡牙と脩牙は瞠どう目もくした。

「さようにござる」

　晏仲は白い顎あご鬚ひげを撫でる。

　三月中旬、晄が陵を造るために商邑へ出かけて間もなく、人ひと払ばらいされた王城の重ちよう屋おく、水の間に、晏仲は二人の王子を招き、晄が南庚王の嫡ちやく子しであることを告げた。

　次代の王を決める時がきたのだ。

　共工の核かくに取り憑つかれ、その水神の目覚めとともに崩ほう御ぎよした陽甲には子がなく、王位継承権は弟にあった。

　陽甲の生前から、晏仲は譲じよう位いに向けて動き始めていた。その時には、共工に取り憑かれたためとは知らなかったが、陽甲は乱心し、もはや政まつりごとができない状態だったからである。

　王おう太たい弟ていであった齊さい牙がは正月に暴漢に襲おそわれて亡くなった。順序から言えば、その下の弟の聡牙が王太弟となるべきだが、彼は王の器うつわではない。さらにその下の弟、脩牙は文武に優すぐれ、臣の信しん頼らいも厚い。

　結果、彼らの生母を輩はい出しゆつした董氏が内部分ぶん裂れつした。順序に従って聡牙が王になるべきだという者と、脩牙こそが王にふさわしいという者とに分かれたのである。

　その混乱に乗じて、嬉氏と偃えん氏が陽甲の異腹の弟、楓牙の擁よう立りつを図はかった。

　晏仲はできるだけ混乱を少なくするために、それぞれの氏族の思おも惑わくを量ったり、諸しよ侯こうの動静を見み極きわめていたりしたのだが、梓羅々が聡牙脩牙の精気を奪うばったため二人は病に臥ふし、さらに鬼方との戦も激しくなり、王位継承問題は棚たな上あげとなった。

　晄が南庚の嫡子であることを晏仲が知ったのは、鬼方との戦が終わってからだった。

　その直後に、陽甲の中で核が目覚め、王城には氷の刃やいばが降り、しまいには鳴めい蛇だの熱風に焼かれ、大きな被ひ害がいを受けた。その上、鳴蛇の熱風により九州全土を真夏の暑さが襲い、晄と楓牙は妖あやかしたちとともに共工を追っていってしまった。彼らの留守に王を決めることはできず、晏仲は晄と楓牙の帰き還かんを待っていたのである。

　そしてようやく熱波が去り、晄と楓牙は共工を退治して無事に帰ってきた。彼らは今共工の陵を造りに行っている。

　晄が南庚の嫡子だと聞き、聡牙と脩牙はしばらく唖あ然ぜんとしていたが、

「なるほどね、楓牙のあの入れ込みようは、晄が南庚王の御子だったから──」

　やがて、脩牙はそう言ってクスクス笑った。

　楓牙は幼い時、御子がまだ生まれる前から後見を務めるように南庚王から命ぜられた。もちろん、南庚王と楓牙の母の一族である偃氏が盟約を結び、董氏に対たい抗こうするための手段の一つなのだが、幼かった楓牙は純じゆん粋すいに御子を守ろうと決意した。

　御子が行方知れずになってからも、楓牙が御子を忘れられずにいたことを、兄弟はみなよく知っている。

　一方の聡牙は、「そんな、それじゃ……」と、まだ神経質そうな目を瞬またたかせている。

「床とこ上あげから間もない王子を、こうして密ひそかにお呼び立ていたしたのは、お二人の御ご意向を伺うかがうためでござる。陝邑侯が南庚王の御子であることを、みだりに公表すれば、十七年前と同じ争いが起こるは必定。董氏や偃氏、嬉氏が謀ぼう略りやくを巡めぐらす前に、最善策をとっておかねばなりませぬゆえ」

　晏仲は言った。

「それで晏仲、そなたはどう思っているのだ？」

　脩牙は、涼すずしげな黒曜石の目を悪戯いたずらっ子のように細めて尋たずねた。

「さて、我が曹そう氏は、董氏、偃氏、嬉氏とも一線を引いておりまする。儂わしが尽つくすは、主上、亡くなった陽甲様のみ。衰おとろえたこの国を立て直してくださるのであれば、どなたでも」

　晏仲は飄ひよう々ひようと答えた。心の内は決まっていたが、最優先するべきは、王位を巡る氏族間の争いを最小限に抑おさえることだ。聡牙や脩牙の真意を探さぐり、しかるべき手を打たなければならない。

　二人の王子が病に倒たおれ、この王城で治ち療りようを続けていたことは幸いだった。王子たちがそれぞれの領地へ帰っていれば、このような場を設ける間もなく氏族間の抗こう争そうが始まっていただろう。

「敵かなわぬな」

　晏仲の心の内を推おし量り、脩牙はまた笑った。

「私は下りますよ。最初から兄上を越こえて王になるつもりはまったくありませんでしたから」

　脩牙は、聡牙に目を向ける。

「わ、私は──」

　聡牙は言いよどんだ。王になる意志は十分あった。一族の者の中に、弟の脩牙を推す者がいると知った時は腹を立てた。権力の頂点に立って、思うがままに国を動かしてみたかった。

　しかし──。

「先日、陝邑侯が乗って参ったあの鳥は……あれはやはり、鳳皇か鸞鳥であろうかの」

　殷には、聖王が現る時、鳳皇鸞鳥などのめでたい鳥が祝福しに来るという言い伝えがある。

　聡牙は、晄が炎えん招しよう戈かの使い手であることや、彼には化か蛇だの王が従っていることは聞いていた。しかし、兄王が水神に取り憑かれていたことを含ふくめて、共工に関する一いつ切さいのことを知らない。

　従って、三月初めに楓牙と旅に出たという晄が、半月前に帰ってきた時に乗っていた大きな光る鳥の正体も知らず、聡牙は巨きよ大だいな鳥が南庭に舞い降りた時に、単純に驚おどろき畏おそれた。そして今、晄が南庚の嫡子だと知り、やはり言い伝えは真実だったのかと思い始めていた。

「大だい史し令れいが言うには、鳳皇でもあり鸞鳥でもある、大変希まれな尊い鳥だということでござる」

　晏仲は、聡牙の動どう揺ようを巧たくみにくすぐる。嘘うそは言っていない。

「せ、陝邑侯は果たして聖王なのであろうか？」

「言い伝えはともかくとして、陝邑侯はなかなかの傑けつ物ぶつだと思いますよ。鬼方との戦いくさを和議に持ち込んだのは彼ですし、鬼方王が陝邑侯の人となりを買っているという噂うわさも聞いています」

　聡牙の問いに答えたのは、脩牙である。

「私たちが王城で臥せっている間に、楓牙は陝邑侯とともに兄上のごう邑ゆうへ立ち寄り、旱かん魃ばつ対策をしたとか」

「そ、そうだな。有り難がたいと思っておる」

「その仕組みを楓牙が簡に記して各邑へ送ったようですね。私も見せてもらいましたが、実によくできている。堤つつみを築き直し、水路を引く。そして労働に携たずさわった者には日当を与あたえる──。私も耿こう邑ゆうに戻ったらやってみようと思っています。熱波は去りましたが、夏の旱ひでりは恐おそろしいですし、これまで水回りが悪くて荒あれ地にしておくしかなかった土地も開かい墾こんできますからね」

　水路工事に関しては、脩牙は本当にそう思っていた。

「私は陝邑侯と個人的に親しいわけではありませんので、あの少年がどの程度の力を持っているのかわかりません。正月の朝礼で、陝邑侯が主上に奉たてまつった様々な政策も、とてもよくできていましたが、あれは半分以上は桃林侯の力でしょうし──」

　おそらく、邑の旱魃対策も楓牙の補ほ佐さがあったからできたことなのだろう。兄の前では言えないが、楓牙の政治的手しゆ腕わんは大したものなのだ。

「ただ、虞氏の縁えん戚せきで、大国の周しゆうや召しようにも一目置かれる桃林侯が、陝邑侯に力を貸すというのは見過ごすことはできません。陝邑侯がそれなりの人物だということですが、現実問題として、桃林は交易が盛んで、財もある。殷の西半分の諸国に対する桃林侯の影えい響きよう力は大きい。陝邑侯と王位を争って勝つのは大変でしょうね」

「確かにな……」

　聡牙にしてみれば、晄の人となりや後ろ盾だてに佟韋がいるという事実よりも、彼が瑞ずい鳥ちように乗って登場したことの方が重大だった。

（敵うわけがない……）

「私も、次代の王は陝邑侯がよいと思う」

　聡牙は、額に浮ういていた脂あぶら汗あせを巾きんで拭ふきながら言った。

「承知いたしてござる。お二人の王子の意向を、各氏族の当主にお伝えいたそう」

　晏仲は皺しわに埋うもれた目を細め、王子たちに叩こう頭とうした。



「乱暴だな──」

　聡牙が肩かたを落として退出した後、脩牙は晏仲を軽く睨にらんだ。

「何がでござる？」

「あの場で私が王になりたいと宣言したら、どうするつもりだったのだ」

「脩牙王子は、そのような浅せん慮りよな真ま似ねはなさりますまい？　単に、晄王子が南庚王の嫡子だと知った時に、お二人がどう出るか見極めたかっただけのこと」

　晏仲はニヤニヤと答え、「お前には敵わぬ」と、脩牙は肩をすくめた。

「私は王になる気は最初からなかったから、兄上には近々それを告げるつもりだった。互たがいに病に臥していたから、その機会がないままお前に先を越こされたのだ。だが、かえってよかったかもしれん」

「晄王子が南庚王の嫡子であられると、先に知ったことにござるか？」

「楓牙が晄の宰さい相しようを務めるのであれば、聡牙兄上が王になるより、遥はるかに国はよくなる」

「ほう」

　晏仲は空とぼけて白はく髯ぜんを撫なでる。

「何が、ほう、だ。そなたもそう思っているのだろう」

「脩牙王子から、聡牙王子を説得していただけるとまでは思わなんだでござるよ」

「仕方あるまい。お前のことだから、いずれ搦からめ手から攻せめて兄上に諦あきらめさせたのだろうが、これ以上政を滞とどこおらせることはできぬ。私の口から言うのが、一番穏おん便びんかつ速すみやかにことが進むだろうと思って気を利きかしてやったのだ」

　脩牙はそう言って、再び老宰相を睨んだ。



　　　　



「陝邑侯、王城までお出ましいただきたい」

　晏仲の使いが利條の屋や敷しきへ来たのは、晄が共工を葬ほうむった次の朝だった。

　その時、晄はまだ熟じゆく睡すいしていた。商邑から帰ったのは明け方だったし、共工を葬って少し安心したのだろうか、久しぶりの夜具に横になった途と端たん、糸が切れたように眠ねむり込んでしまったのである。

『起きろ！　晄！　登城しろってさ』

　鳳に揺ゆり動かされたり、頬ほおをペシペシ叩たたかれたりして晄はようやく身を起こした。

「何でまた急に……」

　うつらうつらしている晄を、「ほら、晄ちゃん、しっかりして」と、莉由が着き替がえさせる。

　利條の屋敷を出ると、晄は半分眠ったまま、佟韋と楓牙に手を引かれ、累焔に背中を押されて、道を一本隔へだてた王城へ歩いて行く。

　内城の門をくぐり、墉かわら敷じきの小こ径みち──堂どう涂とを渡わたって重ちよう屋おくへ導かれているのだが、寝ね惚ぼけている晄には、どこを歩いているのかまったくわかっていなかった。

「がんばれ、晄、ほら、足上げて」

　堂の階きざはしを楓牙に抱かかえられて上り、何とか部屋にはたどり着いたが、座らせられた途端に、晄はぱったりと倒れ込む。

「晄王子？」

　晏仲と利條が寄って来て、晄の顔をのぞき込んだ。晄はすーすー寝息を立てている。

「晄王子、しっかりなされ」

　晏仲が声をかけた。

「……はい？」

　返事はしたものの、また眠り込む。

「どうしたものか」と、楓牙も累焔も、佟韋もおろおろと晄を見下ろす。

　晏仲がすーっと深く息を吸い込んだ。

「こりゃーっ!!」

　かつて戦場に響ひびき渡った元将軍の怒ど声せいに、その場にいた者全員が、座ったまま跳とび上がった。

　さすがの晄も飛び起きた。

「びっくりした～」

　最初に目に入ったのは、いかめしい晏仲の顔だった。その隣となりに心配そうな白はく皙せきの大史令の顔があった。その向こうに、とても困った様子の楓牙、累焔、佟韋の顔がある。

　きょとんと目を瞠みはり、左側に大勢の人がいることに気づいて、晄は振ふり向いた。

　晄がいるのは大室だった。

　晄はその最さい奥おうにいて、左右の壁かべ際ぎわには、玄げん端たんを身にまとった貞てい人じんや文官らしき官かん吏りが座り、下座にはずらりと数十名の貴族が居並んでいた。どういうわけか、そこには鬼方左大将也や真しんもいて、笑っているのかうつむいて肩を震ふるわせている。

　そこへ、「晄王子……」と、目を潤うるませた老貴族がやって来た。

「おお、関かん玲れい殿どの。対面が前後してしまって申し訳ござらん」

　晏仲が手招く。嬉氏の当主関玲は、晄の生母杏玲の父、つまり晄の祖父だ。

「紫央から聞きました……。無事でよかった。よく帰って来てくれた……」

　関玲は晄の前に膝ひざをついて、晄の手を取る。治ち癒ゆの能力を持つ妖あやかしの紫央は、幼い時に関玲に拾われ、彼の家で育った。紫央の人ひと形がたが晄に似ているのは、関玲が紫央を我が子のように思い、行方ゆくえ知れずの娘むすめや孫の面おも影かげを紫央に求めたからである。

「えーと、その……」

　晄は目を瞬またたいた。こんなに大勢の偉えらそうな人たちの前で、自分は関玲の孫だと──南庚の子だと名乗りを上げてしまっていいのだろうか。

「積もる話もあるだろうが、そろそろ刻限だ。儀ぎ式しきを始めまするぞ」

　晏仲が言い、関玲は袖そでで目め頭がしらを押さえるともとの席に戻もどる。

「え？　儀式……？」

　晄が聞き返す間もなく、晏仲がウォッホンと咳せき払ばらいをして立ち上がった。

「ほら、ちゃんと座って」

　佟韋に言われて、晄は端たん座ざし直す。

　晏仲は笏しやくを正面に掲かかげ、

「殷の第十九代王に、陝邑侯晄王子を推すい戴たいいたすことを謹つつしんで申し上げ、これより立太子礼を執とり行う」

　重々しい声でそう言った。

　大室を埋め尽つくした貴族が一いつ斉せいに平へい伏ふくし、晄は「り、立太子礼？」と、ぽかんと口を開けた。



　　　　



「どうしよう……こんな大事な時に……。俺、完かん璧ぺき寝惚けてて……」

　夕刻、立太子礼──立太子のための儀式が終わり、あらためて関玲との対面を果たした後も、晄はだらだらと冷や汗あせを流したまま大室に留とどまっていた。

「信じられん。董氏とかいう反対派の連中が、よく抜ばつ刀とうしなかったものだ」

　也真はまだ笑っていた。

「今朝使いが来るまで、王太子が晄に決まったことを、私も晄も知らなかったのだ。というか、也真、何でお前がいるんだ？」

　楓牙は、戦いくさでも嫁よめ取とり合戦でも宿敵の左大将を睨む。戦が終わってからも、也真が戦後処理と称しようしていつまでも王都に留まっていることを、もしや莉由狙ねらいではないかと楓牙はとても心配していたのだ。

「晄が、章玄とのあれこれに決着をつけて王都に帰って来たと聞いて会いに来たのだ。章玄に関しては知りたいこともいろいろあったからな。そうしたら、たまたま立太子礼だというからついでに見物しようと」

　と言って、也真はまたクックッと思い出し笑いをする。晄が南庚の御み子こであることなどは、晄と楓牙が陵りようを造りに行っている間に、晏仲から聞いたという。

「晄王子の立太子に関しては、王子らが陵を造りに行かれている間、話を進めておったのでござる。共工を弔とむらった翌朝ではお疲つかれかとは思ったのだが、一日も早く政まつりごとを正道に戻さねばならぬし、貞人らが本日が吉きち日じつだと申したのでな」

　晏仲も、困ったような顔で笑っていた。

「氏族間に多少の混乱はあり申したが、聡牙王子、脩牙王子が、晄王子を推すい薦せんされましたし、晄王子が鳥に乗っておいでになったことが功を奏したでござる。確かにあれは衝しよう撃げき的でしたからなあ」

「そんなつもりはなかったんだけど、あの時は舜兄が心配で……。あの大きさじゃ南庭しか降りるとこがなかったから……」

　晄はますます身を縮める。

「多少の混乱で済むわけはないだろう──。晏仲殿に感謝せねばな」

　楓牙は言った。これで董氏の失しつ脚きやくは確定し、氏族間の勢力図は大きく塗ぬり替かえられる。大混乱するはずの政局を、何とか晄の立太子へ導いたのは、晏仲の腕うで以外の何ものでもない。

「で、章玄は共工を復活させて、何をするつもりだったのだ？」

　也真の目が晄に向いた。鬼方と章玄は、晄が戦の最中に鬼方本ほん陣じんへ乗り込んで来るまでは、共同戦線を張っていたのだ。

「晄が死ねば共工が復活することは、章玄から聞いていたがな──。だが我が鬼方は、殷打だ倒とうのために章玄の力を利用しただけで、本当に共工を復活させるつもりなどなかった、というか、鬼方王は水神の存在そのものを信じていなかった」

「御ご覧らんになりますか？　章玄の死の夢を」

　そう言ったのは利條だった。

「死の夢？」

　也真と晄は同時に聞き返した。





「莉由殿は席を外された方がよろしいでしょう。女性が見るには、あまりにも凄せい惨さんな光景でございまするゆえ」

　利條は言った。

　章玄の死の夢の再現は、利條の屋や敷しきで行われることになった。利條の私室には、晄、楓牙、累焔、佟韋、也真だけでなく、舜と莉由、妖たちも集まっていた。窓まど際ぎわに置かれた火ひ鉢ばちには火が熾おこり、樫かしの枝が燃えている。

「大だい丈じよう夫ぶよ、あたしも知りたいわ。あの虎とらの目をした男が、何でずっと晄ちゃんを殺そうとしていたのか、何で人間の滅ほろびを願ったのか──。それにあたし、小さい時からかなりいろんな場面を見てるから、きっと耐たえられると思うわ」

　莉由はキッと唇くちびるを引き結んだ。健けな気げなその姿を見て、也真はニヤニヤし、楓牙は頬ほおを染めてうっとりとする。

　利條も、白皙の美び貌ぼうに笑えみを浮うかべ、「それでは──」と、火鉢の前に座り直した。

　晄たちもそちらへ向き直り、人ひと形がたの鸞が、手の上に幻げん術じゆつを紡つむぐ月を作る。

　利條が、燃える樫の木に、衣ころもの切れ端はしや筆などをくべる。白い煙けむりがゆらゆらと立ち上のぼった。

　鸞の手にある月から淡あわい光がこぼれ、風に流れる霧きりのように、明かりを落として薄うす闇やみに覆おおわれた部屋を漂ただよう。

　その途と端たん、晄たちの脳のう裏りに戦の光景が浮かんだ。目の前に矛ぼうの切っ先が突つき出され、幻まぼろしだとわかってはいたが、思わずそれを避よけようと身をひねった。続いて矛に胸を突かれる感かん触しよくが晄たちを襲おそう。

　鸞の幻術で、晄たちは章玄を苛さいなんだ死の夢──彼が占みた地上の未来を見ているのだった。

　樫の木は、章玄の生まれ育った屋敷に生えていた物であり、衣や筆は当時章玄が愛用していた物だという。

　鸞は、章玄が味わっていたほどの苦痛にならないよう、術を弱めていたが、それでも晄たちは痛みに苛まれて脂あぶら汗あせを流した。

　死の夢は次々に移り変わっていった。生きるものの気配がない地上を、巨きよ大だいなきのこ雲が襲った時、晄は全身に鳥とり肌はだを立てて、思わず悲鳴を上げた。

「章玄は……こうなることを恐おそれて……」

　楓牙が呟つぶやいた。

　幻の中に、火がついたように、泣なき叫さけんでのたうち回る幼い章玄の姿が浮かび上がる。彼は、物心つく前から、その夢を見続けていたのだ。

「可か哀わい想そうに……」

　晄の後ろで、莉由の涙なみだ声ごえが聞こえた。

　幻の中で章玄は成長していった。彼が悪夢を癒いやせる女性に出会った時には、晄も心底ほっとした。けれど、晄の誕生とともに始まった氏族間の争いで、彼女も赤子も死んでしまう。

　章玄の嘆なげきが伝わってきた。愛する者の死とともに、悪夢が蘇よみがえり、夢の中で章玄は、妻と子が味わった苦しみをそれに重ね合わせた。人間という生きものに対する憎ぞう悪おが、抑おさえきれないほどに膨ふくれ上がる。

　──このような生きものは、この世にいてはならぬ。

　章玄の慟どう哭こくが、晄たちに息もできないほど重くのしかかり、晏仲でさえもうめき声を上げた。

「ここまでにしておきましょう」

　利條が言って、鸞は幻術を紡ぐ月を消した。同時に、晄たちを押し潰つぶそうとしていた圧力が消える。

　しばらくの間、誰だれも言葉を発することができなかった。

　莉由は真っ青な頬に涙なみだを伝わらせ、チャウと一いつ緒しよに舜にすがりついていた。舜も青ざめた表情で、固く莉由の肩かたを抱だいている。

　楓牙は呆ぼう然ぜんとして、膝ひざの上に載のせた拳こぶしを震ふるわせていた。累焔はうつむいたまま、暗い顔で火鉢の中で燃える樫の木を見つめていた。晏仲は目を見開いたまま、胸を押さえて肩で息をしていた。煒白も佟韋も瞠どう目もくし、さすがの也真も額に脂汗を浮かべている。

「酷ひどすぎる……」

　晄は呟いた。喉のどがかさかさに渇かわいて、うまく声がでなかった。

「話だけは、ほんの少し聞きましたが……」

　震える声で舜が言った。

「十七年前、南庚王とその御子を呪じゆ殺さつせよと依い頼らいがあって、南庚王と晄ちゃんを殺そうとしている間は、章玄は夢を見なかったと言ってましたね。南庚王と晄ちゃんを殺せば未来が変わって、悪夢から逃のがれられると思ったと……」

「章玄は、南庚王の呪殺には成功しましたが、御子を──晄王子を殺すことはできませんでした。そこから先は御ご存ぞんじのことと思いますが、先代の大だい史し令れい、私わたくしの叔父おじにあたる昭明が、河伯の加護を祈いのって御子を黄河に流したのです」

　章玄の過去をすべて占みた利條が話を継つぐ。

　河伯に勝てる神は共工しかいないと、章玄は共工を召しよう喚かんし、人の世の滅びを願う彼の召喚に共工は応じたのだそうだ。そして、晄を巡めぐって二人の水神は戦った。

『その時、崑崙の神々は、いったい何をしてたのだ？』

　煒白が、咎とがめるような視線を鸞に向ける。

『戦いそのものは異界で行われ、手が出せなかったようです。河伯と共工は、水神の中でも一、二を争う力を持っています。下手へたに干かん渉しようして戦いの場が地上に移れば、黄河が大だい洪こう水ずいを起こして、河岸の街が全ぜん滅めつしてしまいますから』

　今回、黄河北岸の大平原で行われた戦いくさも、河伯が水流を抑えることに専念して、戦に加わらなかったのはそのためだと鸞は言った。

「俺と炅に共工の気が憑ついたのは、その時なんだって」

　呆然と会話を聞いている也真に、晄は言った。

『共工は、三百年前に炎えん招しよう戈かで焼かれた傷が十分に癒いえていなかったため、河伯との戦で滅ぶ寸前にまで追い詰つめられました。異界を出た共工は晄に取り憑つこうとしたのですが、河伯の加護に阻はばまれ、晄には一部の気しか入りませんでした。そして残りの気が、たまたま近くに捨てられていた赤子の炅に入ったのです』

「人の滅びを望んでるくせに、人間の赤子に取り憑いたのか？」

　鸞の説明に、也真が眉まゆを寄せる。

『多くの神は生きものの精気を糧かてとしている。共工もその一人だ。普ふ通つうは取り憑いたりせず、木々や草花が発する気を吸っているが──。赤子は短期間で著いちじるしく成長する。つまり精気の量が多い。しかも心は無む垢く。取り憑きやすい』

　そう言ったのは煒白だ。

「陽甲王に核かくを隠かくしたのも、その時だったのでございます。陽甲王は当時王太子であられ、章玄は陽甲様が王位に就つけば、貞てい人じんとなることが決まっておりました。貞人は常に王の側そばにおり、核を見守ることができると考えたのでございましょう」

　十五年間、章玄とともに陽甲の傍かたわらで過ごした利條は、火鉢の中で燃える樫の木に視線を落とし、悲しげに溜ため息をついた。

「章玄は貞人を務める一方で、御み子こを捜さがし続けました。共工を復活させて、人の世を滅ぼしてもらわなければならないと──。その間も、章玄は悪夢を見続けていたようです。二年前に炎招戈の使い手が見つかるまで」

　利條は晄に視線を移す。

「章玄は、二年前の秋に炎招戈の使い手を見つけるための大おお芝しば居いを打って、それに晄ちゃんが引っかかったと言っていましたね。晄ちゃんが炎招戈の使い手になることも薄うす々うすわかっていたと。あれはいったい？──」

　舜が尋たずねた。

「悪夢に炎招戈の使い手が現れて、共工を鎮しずめてしまう場面が加わったのです。炅を拾った呪じゆ術じゆつ師しが、尭殿とその奥方を呪殺した時から──。あの呪殺は御子を殺すためのものでした。御子が生き残ったことで、未来が変化したのでございましょう。その夢の中に出て来る炎招戈の使い手は河伯に加護されており、章玄は御子が炎招戈の使い手になるのだと思ったようです」

「ありったけの呪具で、占せん術じゆつでは占みえないように晄ちゃんを護まもってましたが、未来の夢までは防げませんでしたか……」

　舜は渋しぶい顔をする。

「炎招戈の使い手を見つける大芝居とは、あの嘘うその占うらないのことか？」

　楓牙が尋ねた。二年前、頻ひん発ぱつする黄河の氾はん濫らんは化か蛇だのせいだと章玄が占い、国を挙げて炎招戈の使い手を探したことを思い起こす。

「御子を殺さなくては章玄の悪夢は終わりませぬ。また、共工がこの世に現れれば、黄帝が御子に炎招戈を授さずけ、化蛇にも御子に従うように命じてしまいまする。その前に、御子を見つけなくてはならないと、章玄は思ったのでございます」

　利條は言った。

「二年前の話では、すでに何年も前から章玄は鬼方に接せつ触しよくしていたとのことだったが」

　楓牙は也真に目を向ける。

「俺はまだその時は左大将じゃなかったから、詳くわしい話は知らないがな。戦に勝たせてやると、章玄の方から近づいて来たようだ。やつの占いの通りに、森を焼いたり、堤つつみを壊こわしたりした」

「その成果が表れたのが、二年前だったということでござるな。あの時は、耿邑や邑が大変な被ひ害がいを受けたでござるよ」

　晏仲は顎あごの白はく髯ぜんを撫なでる。

「章玄は洪水を化蛇のせいにしました。黄河の氾濫を収めるには化蛇を滅ほろぼすしかない。そのためには、炎招戈の使い手を探さなくてはならないと章玄は奏上したのです」

　利條はそう言い、

「俺、憶おぼえてる。炎招戈を持てる者には褒ほう美びをつかわすっておふれが出て、昌しようが試ためしたいっていうから昌について亳邑城へ行って、舜兄に叱しかられたんだ」

　晄は舜を振ふり向いた。

「晄ちゃんが南庚王の御子だって、気づかれたらどうしましょうって、はらはらしましたよ」

　舜は困ったように微笑ほほえむ。

「だが、実際には化蛇はまだ異界にいた。蛇だ哭こく山さんがその入り口だった」

　楓牙はなぜかそこで莉由を見つめ、莉由は「は？」と目を瞬またたく。

「そうそう、俺、蛇哭山へ莉姉ときのこ狩がりに行って、大雨が降って、洞どう窟くつに飛び込んだら、ばったり楓牙と累焔に出会ったんだ」

　その時に、楓牙が莉由にひと目惚ぼれしたことを、晄は知らない。

「その様子を章玄は占みていたのです。彼は千里眼に長たけておりましたゆえ、遠くのできごとを手に取るように知ることができまする」

　晄は占みえなかったが、楓牙が占みえたのだろうと利條は言う。

「そして私は、兄上──陽甲王に告げてしまった。化蛇はまだ異界にいると……」

　楓牙はその時のことを思い出して苦い顔をする。

　化蛇が蛇哭山にいると知った章玄は、化蛇を異界から解き放った。そして化蛇に呪じゆ詛そを用い、黄河で暴れさせたのだ。

「これまでの炎招戈の使い手──禹王も湯王も化蛇を従えていたことを、章玄は知っていたのでしょう。また、炎招戈は黄帝の意に添そう者、その者を守護する神が力を注がなくては、使えるようにはならないことも──。そこで、章玄は偽にせの占術を真にし、御子が現れるのを待っておりました。呪詛をかけた化蛇に、御子を殺させるつもりで──」

　利條は言った。

「けれど、化蛇は御子を殺さずに従ってしまいました」

　章玄は千里眼には長けていたが、近い未来を具体的に知ることは、あまり得意ではなかったと利條は言う。

「しかも、化蛇に呪詛をかけたのも、南庚王を暗殺したのも章玄だと私わたくしたちが気づいてしまいました。章玄は、陽甲王の中に隠しておいた共工の核の封ふう印いんを解いて出しゆつ奔ぽんし、代わりに陽甲を見守ることになったのが、共工の側近だった仙せん狸り──梓羅々だったのです。そして章玄は、炅に接近し、晄王子を殺すことに全力を注ぐようになったのでございます」

　利條は悲しい瞳ひとみで、火が消えかけた樫かしの木に目を落とす。

「二年前に晄ちゃんを見つけて、晄ちゃんを殺そうとしている間は、あの夢を見なくて済んだって言ってましたね」

　舜もやるせない表情で溜め息をついた。

「あの男にはそんな裏があったとはな。うさんくさいとは思っていたが……」

　也真は苦い顔で言った。

「章玄が俺を殺すことにこだわったってことは……、俺が共工を鎮めたら、あのきのこ雲の夢が本当になってしまうから？　章玄はそれを恐おそれたの？」

　晄はひどく不安になって利條に尋ねた。

「章玄は死の夢から逃れたかっただけでございますよ。彼は、晄王子が共工を鎮めてしまって、人の世が続けば、遠い未来に人が地上を滅ぼしてしまうと思い込んでおりましたが、未来は決まっているわけではありませぬ。それゆえに、私わたくしたち貞人が占術をして、王に進むべき道を示すのです。今日の小さなできごとが、遠い未来を大きく変えることもございます」

　利條は優やさしげな眼まな差ざしを晄に注ぐ。

「今日の小さなできごとが、遠い未来を大きく変える……」

　晄は彼の言葉を繰くり返した。

「そうね、今日土に埋うめた李すももの種が、何年か後には大木になって、たくさんの実をつけるんだもの」

　莉由は納なつ得とく顔がおでうなずき、

『ぼく、けさスモモのたね、のみこんじゃった』

　遠い未来に、背中から李が生えるのではと、チャウは心配そうに自分の腹を押さえる。

「背中から李が生えるかどうかはわかりませんが、崑崙の息そく壌じようの欠片かけらがチャウになって、うちに来たっていうできごとが、人の世を救うという大きなできごとにつながったんですよ」

『そーなのー？』

「そうですよ。共工の気を封ふうじた呪具にはチャウの毛が溶とかしてありますし、章玄が来た時にもチャウが呪具を守ってくれましたし──。だから共工の右手は炅君のもので、共工は力を十分に発揮できなかったから、黄河に落ちた晄ちゃんが助かったんですもの」

　舜はほんわり微笑んで、チャウの背中を撫でた。

（まだ間に合う）

　晄は、膝ひざの上で両手の拳こぶしを握にぎった。

「今ここにいる俺たちが、少しでもいい方へ向かおうって思って、毎日積み重ねていけば、もしかしたら、遠い未来を変えられるかもしれない」

　晄は言った。

「きっと変えられます」

　利條は微笑んでうなずいた。



    

  
    
      　五　王への道






「祭さい祀しの犠ぎ牲せいに人を用いることを廃はい止しする」

　王太子の言葉に、廷てい臣しんたちの間にどよめきが起こった。

　王城の重ちよう屋おく──政務を行う堂の大室である。晄は、最さい奥おうの王の席のすぐ手前に座していた。晄から見て右側の壁かべ際ぎわに晏仲と楓牙、佟韋が座り、左側の壁際には利條と累焔が座っている。正面には、陽甲に仕えていた貞てい人じんや文官、三師の将軍ら主だった廷臣が居並んでいた。

　立太子礼から数日後、晄が王太子となって最初の評議である。

　晄は何よりもまず、祭祀の生け贄にえに人を用いる殷の習慣を廃はいしたかった。祖そ霊れい──歴代の王やその兄弟の魂たましい──を祀まつる儀式は頻ひん繁ぱんに行われ、また、来月には陽甲王の葬そう礼れいの儀が控ひかえているからだ。

「し、しかし、神々や祖霊への供く物もつが、牛だけでは足りぬのでは……？」

　その官かん吏りはひどく驚おどろいた様子で言った。殷では、先王が亡なくなってから三年の間は喪もに服し、新王となる者は公おおやけの場で言葉すら発せず、宰さい相しようを通じて意思を伝えることになっている。しかも、王は貞人を通じて神の意向を推おし量る言わば巫ふ術じゆつの長である。その次代の王が、開口一番、堂々と生け贄の廃止を宣言したからだ。

「俺は人の命を大切にしたい。祭祀は人の世の安あん寧ねいを祈いのるために行うのに、人の命を犠牲にするんじゃ、祭祀の意味がないと俺は思う」

「命が大切だからこそ、人の命を捧ささげて、我々の思いがいかに切実か、神や祖霊に示すことが生け贄の意味でございましょう」

　別の官吏が、咎とがめるような口調で言った。

「人を生け贄にしても、旱ひでりや洪こう水ずいは、起こる時には起こるもの」

　人間が何を祈ろうが、神は滅めつ多たに力を貸さない。雨が降ったり日が照ったりするのは、森しん羅ら万ばん象しようの理ことわりに基もとづいて自然に起こることで、余計な手を加えれば、陰いん陽ようの均きん衡こうが崩くずれ、別の災害が起こるからだ。けれどそれを言っては、これまで神を畏おそれ、頼たよってきた者たちを動どう揺ようさせるだけなので、

「たとえば、黄河上流で旱になって、人が雨あま乞ごいをしたとするでしょ？　でも、雨を降らしたら下流が洪水になるかもしれない場合には、神様はその願いを叶かなえてあげられないんだ」

　取りあえずそういう説明をする。

「なぜそんなことがわかるのです？」

「あの大きな光る鳥が言ってた」

　これは嘘うそではない。神は人の祈りに耳を貸さないというのは、以前に鳳が言っていたことだ。

　瑞ずい鳥ちようの言葉だと言われれば承知せざるを得ず、戸と惑まどいを隠かくさないまま、官吏たちは引き下がった。

「だから、来月の陽甲王の葬礼の儀でも、貞人や側そば仕づかえの官吏を殉じゆん葬そうさせないことにする」

　再び廷臣たちがどよめき、殉死を覚かく悟ごしていた側近たちは、複雑な表情で顔を見合わせる。

「死後の国でも、王に生前と同じような暮らしをさせてあげたいっていうみんなの気持ちはわかるけど、陽甲王の魂は黄泉よみに留とどまらず、いずれ別の人間に生まれ変わることを望んでいる。だから、黄泉までお伴ともをする必要はない」

　晄は、本来ならば殉葬されるはずの旧臣たちを見回した。

　利條は悲しい表情でうつむいていた。実際には、陽甲の魂は共工に喰くわれ、生まれ変わることも叶わないのだ。

「それも鳥のお告げにございまするか？　それとも陽甲様の最さい期ごのお言葉にございますか？」

　貞人の一人が尋たずねた。

　二月の末、王城の井い戸どの水が噴ふき上がったり、それが凍こおって、氷の刃やいばが飛び交かったりという異変の折、何名かの貞人に、鳴めい蛇だに乗って飛び去る陽甲と梓羅々や、化か蛇だに乗って二人を追う晄を目もく撃げきされてしまったので、陽甲は鳴蛇にさらわれ、それを晄が救いに行き、最期を看み取とったことになっている。

「……陽甲王がそう言っていたよ。みんなには、この世で長生きしてほしいって」

　嘘をつくのは好きではないが、長年、陽甲に仕えてきた彼に、そう言ってやりたかった。

　それを聞いて、貞人や側仕えの者たちが目を潤うるませる。

「では、貞人をこのまま王太子の代にも引き継つぐと？」

　棘とげのある声が上がった。嬉氏──晄の生母杏玲の一族──に縁ゆかりのある官吏だ。

　貞人は占せん術じゆつによって、王に政まつりごとの方向性を示す。つまり、政治の中ちゆう枢すうにいる最高位の官吏である。これまで、貞人を始めとする重臣の大半は、董氏で占しめられていたが、晄の即そく位いに伴ともない、その官吏はこれで政の実権を握れるとほくそ笑えんでいた。しかし、貞人らの重臣が殉死せず、これまで通り政を行っていては、自分たちの出番がやって来なくなる。

「貞人や、それぞれの職の長については、今、発表する。楓牙や累焔、晏仲様や利條様と相談して、どこの氏族の出身とか関係なく、今まで陽甲王に仕えていた人たちも含ふくめて、その職にふさわしい人を決めたつもり。もし、意見があったら遠えん慮りよなく言って。でも、みんなにお願いがあるんだ」

　晄は官吏たちを見回した。

「王都の食しよく糧りよう庫は空も同然だし、戦死した兵の家族は明日食べる物にも困ってる。諸しよ侯こうの叛はん乱らんだって、まだ完全に収まってるわけじゃない。そんな中で、氏族同士で争ってたら、国はよくならない。どこかの氏族が繁はん栄えいするための政じゃなくて、俺は、すべての民たみが笑って幸せに暮らせる国にしたいんだ」

　大きな黒瞳に見つめられ、嬉氏に縁のその官吏も、他ほかの廷臣も貞人も一いつ瞬しゆん居すくまり、続いて「御ぎよ意いのままに──」と平へい伏ふくした。



「貞人らの命を救っていただき、あらためてお礼申し上げます。陽甲王に対する忠義の心もあり、覚悟も決めてあったと思われますが、やはり死ぬのは恐おそろしかったのでしょう。みな一様にほっとした顔をしておりました」

　評議の後、晄たちが大室から水の間まに移ると、利條は言った。

　取りあえず、貞人はすぐには替かえないことにした。各氏族から広く占術の才のある者を募つのり、利條が指導にあたって、その後に必要に応じて交こう替たいさせることにしたのだ。政を左右する重要な職なので、氏族のしがらみに囚とらわれず、真に力のある者を登用するためである。利條は大だい史し令れいの座を累焔に譲ゆずり、それら貞人候補の指導にあたることになっている。

「それはよかったんだけど、何か、貞人の殉葬を望んでたみたいな人も大勢いたよね。他の人の命よりも、自分がいい地位につく方が大事だなんて……」

　晄は、溜ため息をつく。

　官吏たちは、一いつ旦たんは「御意のままに」と平伏したが、晄が、新しい人事を発表すると、異議を唱える者が続出したのである。その多くは、思ったほど高い地位を得られなかった嬉氏や偃氏の者だった。

「意見など求めず、その場で任じてしまえばよかったのでござる」

　今日を最後に、隠いん居きよを決め込んでいる晏仲は、白い髯ひげを撫なでながら可笑おかしそうに言った。

「そうもいかないよ。みんなが納なつ得とくしないうちに任命しちゃったら、氏族間の溝みぞが深まるだけだもの」

　晄は肩かたをすくめる。

「評議の場だったので、あの程度で済んだのでしょうが、今から水面下で凄すさまじい足の引っ張り合いが起こるでしょうね。暗殺などの事件に発展しないよう、目を配っておかなければなりません」

　佟韋は心配そうだった。

「氏族間の権力争いを完全に収めることはできませぬ。鬼方が暖かい土地を欲ほつして戦いくさを仕し掛かけてきたように、他の命など顧かえりみずに、おのれの暮らしをよくしたい、優位に立ちたいと願うのは人の性さがにございまする」

　利條はやるせない笑みを浮うかべた。

「人間の性──。結局はそこに行き着くのだな」

　楓牙も苦い表情で呟つぶやく。

「それでね、俺、遷せん都としたい」

「遷都!?」

　唐とう突とつな晄の提案に、一同は目を瞠みはった。

「なぜ、遷都なのだ？　どこへ都を移したいと？」

　驚きを隠せない様子で、楓牙が尋ねる。

「商邑。殷が始まった所。そして共工の陵りようがある所」

　晄は言った。

「共工が亡ぼう霊れいになって出て来るかもしれないから、陵の近くに俺がいた方がいいと思うんだ」

　晄は、去年の秋、チャウを縮める方法を知るために崑崙へ行き、神々の陵から亡霊が出て来たことを話した。

「それに、人間の性──不自然さを、危険だと思っている神々はまだ大勢いるわけだし、章玄みたいに共工の復活を望む人がまた出てきて、誰だれかが陵を暴あばくかもしれないじゃない？　それと、あそこは寂さびしいとこだから、近くにいて定期的に祀まつってあげたいし」

「何かあったら鳳鸞に乗って行けば済むことですし、祭さい祀しや墓はか守もりは、誰か巫ふ術じゆつ師しを任じればいいのではありませんか？　何も都を移すことはないのでは？」

　華山の神に仕える佟韋も、そう言って訝いぶかる。

「遷都は大事業だ。城の造営の費用もかかるし、廷てい臣しんにも引っ越こさせて館やかたを建てさせなくてはならない。まして、商邑は黄河を渡わたらなければならないし、街かい道どうも整備されていない僻へき地ちではないか。この財政難の折に、そのようなことをしては──」

　楓牙は言った。湯王が、商邑を出て亳邑に都を置いて以来、三百年の間に殷は五回遷都しているが、臣は多大な負担を背負ったと聞いている。

「僻地だから開発の余地がある。商邑へ遷都する一番の理由は、そこ」

　晄の言葉に、晏仲が「ほう」と、愉ゆ快かいそうに目を細めた。

「氏族の権力争いを政に持ち込ませたくないってのもある。今、王都で権力争いにしのぎを削けずってる氏族の領地は、みんな黄河南岸に領地を持っている。商邑なら開発しても、それらの氏族の私利にはつながらない」

「遠いので、各氏族の当主は商邑には行きたがらないでしょうね。自分の一族を重職に就つけたいと躍やつ起きになる者も少なくなるでしょう」

　利條は微笑ほほえんだ。

「それでも商邑に来てくれるっていう人たちと一いつ緒しよに、街造りをすれば、きっと殷はいい国になる。軌き道どうに乗るまでは大変だと思うけどね」

　晄の言葉に、楓牙と累焔、佟韋もうなずいた。

「俺は湯王の治世を取り戻もどしたい。湯王が商邑を出て黄河を渡ったのは、それまでのしがらみを振ふり払はらって、新しい街を造りたかったからじゃないかな。俺の想像でしかないけど……」

　汪李に訊きければよかったんだけどね──。の言葉を呑のみ込んで、晄は魚の珮はいを握にぎり締しめた。



　　　　



「案の定、商邑への遷都は、大反対されたな」

　風を切って走る馬上で、楓牙は思い出し笑いをした。

「皆みなさん、すごい剣けん幕まくでしたね」

　佟韋も、食ってかかってくる官かん吏りたちを思い起こしたのか、やれやれと苦い笑みを浮かべる。

　馮夷城の炅の所へ向かう途と中ちゆうである。炅に会うのは、共工が滅ほろんだ晩以来だった。新しい官職の編成や、それに伴う引き継ぎ、陽甲王の葬そう礼れいの儀ぎなどで、慌あわただしい日々が続いていたが、その日は午前中で評議を終え、その後の二日は評議を行わずに済むようにして、ようやくまとまった時間を取った。

　午前中の評議で、遷都を計画していると告げると、またまた官吏たちから猛もう反はん対たいをくらった。

「いいよ。どんなに反対されても、俺、絶対に遷都するつもりだし。ただ、工人たちを測量に行かせるのに、一応はみんなに知らせておこうって思っただけだから」

　晄は真っ直すぐに前を見み据すえたまま答えた。

「お陰かげで氏族間の勢力争いが表面化した。ふるいにかけやすい」

　楓牙は笑い、「俺、そんなつもりはなかったんだけどな」と、晄は唇くちびるを尖とがらせる。

「それでいい。裏工作は、私と累焔の仕事だ」

　楓牙は、背後を影かげのようについてくる累焔を振り返り、彼は「仰おおせのままに」とうなずいた。累焔は大史令になっても、楓牙の従者という立ち位置を崩くずさない。

『話のわからねーおっさんには、輝かがやく鳳おおとりのお告げだって言ってくれて構わないぜ。鸞を夢ゆめ枕まくらに立たせたっていいし』

　ひよこ姿で晄の頭に乗っている鳳が言った。

「そうだね、遷都賛成派の氏族を暗殺なんて物ぶつ騒そうなことを考えるような人がいたら、その手も使わせてもらおうかな」

　晄はそう言って笑ったが、もちろん鳳鸞の力は借りず、自分の力で廷臣たちを説得するつもりだった。脅おどすようなやり方で遷都を強行しても、いい街は造れない。邑で水路工事に携たずさわってくれた姚よう浄じようや渉しようたちのように、廷臣たちにも自身が新しい街を造りたいという意い欲よくを持ってもらいたかった。

　晄たちはやがて街道を外れて、馮夷城へ続く松の森へ入る。下生えの草むらには小さな花が咲さき、六月の森はさわやかだった。

　馮夷城の東の出入り口前では、楊たち子ども盗とう賊ぞく団が、洗せん濯たく物ものを取り込んでいた。

「晄兄ちゃん！　佟韋兄ちゃん！」

　蹄ひづめの音に気づいて、子どもたちが振り返る。

「晄兄ちゃんじゃねえよ、次の王だぜ。王子様って呼べ」

　楊が、その子の頭をパコンとはたいた。

「いいよ。俺もここに来る時ぐらいは、ただの晄でいたいもの」

　晄は、笑いながら煒白から下りた。

　チャウがぴょんと飛び下り、煒白が人ひと形がたに変へん化げすると、

「キャ～、チャウ！　あそぼっ！」「煒白っ！　高い高いしてっ！」

　子どもたちが歓かん声せいを上げて周りをとりまく。

「久しぶり。炅は歩けるようになったぜ。最初は、あの俺様っぷりにカチンとくることもあったけどさ、最近はちっとは笑うようになったし、こないだあいつが好きだっていう米が手に入ったんで、炊たいてやったら、ありがと、とか言いやがってよ」

　晄たちを子ども部屋まで先導しながら、楊は嬉うれしそうに言った。彼は晄や炅よりも三つ四つ歳とし下しただが、馮夷城の子ども集団を統とう括かつするだけのことはあって、太っ腹なのだ。

「けどさ、夜、ちょっとした物音でも、がばって起き上がってさ、瞬しゆん時じに戦せん闘とう態勢に入るんだぜ。右手がねーのに、それで何か撃うとうとすんの。いったい今まで、どんな暮らしをしてたんだかな……」

　楊はそう言って、笑え顔がおを微かすかに曇くもらせた。



「死の夢ね……」

　炅に、章玄の過去や真意を話すと、彼は遠い目をしてポツリと呟いた。

　晄が部屋を訪ねると、炅は床とこに上半身を起こし、紫央の作った薬湯を飲んでいた。ここへ担かつぎ込まれたばかりの時は、骨と皮ばかりにやせ細っていたが、少しふっくらとして肌はだの艶つやもよくなっていた。利きき手を失ったので不自由ではあるが、身の回りのことはおおよそできるようになったとのことだった。

「僕は章玄が何を考えてるかなんて、興味なかったし、共工が人間を滅ぼそうとしてるとか、あいつに取り込まれてからようやく知った……」

　章玄とともに晄を殺そうとしている時は、ただ晄が憎にくいだけで、水神の力が自分のものになったら面おも白しろいだろうと、その程度にしか考えていなかったことなどを炅は語った。

「章玄が、小さい時からそんな夢を見続けてたなんてね。彼、そんなこと一言も言ってなかったし、僕より酷ひどい目に遭あってるやつなんてそういないと思ってたけど、案外いるもんだね」

　炅は自じ虐ぎやく的な薄うすい笑みを浮かべた。

「僕がそうだったように、章玄も、何かに夢中になってないと生きていけなかったんだろうね。彼とは、晄を殺して、共工を復活させるっていう、夢中になるものが同じだったって、それだけの結びつきなんだけど……」

　彼はそこで目を伏ふせた。

「章玄が死んで……ちょっと悲しいかな」

　そんな炅の様子を見て、晄は、以前に幻げん術じゆつに巻き込まれて垣かい間ま見みた、炅の幼い頃ころの暮らしを思い出す。炅を育てたのは刺し客かくを生業なりわいとする老呪じゆ術じゆつ師しだ。炅はぶたれ、ののしられ、酷い扱あつかいを受けていた。けれど、それでも炅はその呪術師を頼たよりにし、言われるがまま殺人の技わざを磨みがいていた。当時の炅は、そうしなくては生きていけなかったのだ。

　章玄が炅をどう思っていたのかはわからない。けれど、真の親の愛を知らない炅は、章玄に対しても、老呪術師と同じく父親のように感じてついて行ったのかもしれない。

「やり直そう、もう一度。生まれ変わったつもりで」

　晄は言った。

「え？」

　唐とう突とつな晄の言葉に、炅は驚おどろいた様子で顔を上げた。

「紫央、炅を連れてっても構わない？」

　晄は傍かたわらの紫央を振り返った。

「ええ。もう大だい丈じよう夫ぶですよ。育て直してもらってください。それで心の治ち療りようも完かん了りようします」

　紫央は、にっこり微笑んだ。

「育て直しって──。連れてくって、どこへさ」

　晄が炅の手を取って立ち上がらせると、彼は怪け訝げんな様子で目を瞬またたいた。

「陝邑。杏玲母さんのとこ」

「は？」

「やだなー。忘れちゃったの？　共工が滅んだ日、俺、君に言ったはずだよ。そしたら、君は、杏玲はもらうって──」

　炅の頬ほおがパアッと真っ赤になった。

「そ、そんなことを、僕は……」

　どうやら、夢うつつのできごとで、本人には自覚がなかったらしい。

「だから、杏玲母さんには、君を連れて行くこと、竹簡で知らせてあるんだけど」

「炎えん招しよう戈かで撃たれてから……先のことは……、その……」

　炅は、頬を染めてどぎまぎと答える。

「そうだったの」と前置き、

「じゃ、すごく重要なことを教えてあげるね」

　と、晄は真しん剣けんな顔で炅の顔をのぞき込み、「な、なに？」と炅はうろたえた。

「共工は君の心に触ふれて、人間を愛いとしいと言って鎮しずまったんだよ」

　真っ赤な顔で汗あせをだらだらと流す炅の手を引いて、晄は「さ、行こう」と、歩き出した。



　鳳は人目のない松の森で鳥の姿になり、晄と楓牙、累焔、佟韋、チャウ、煒白そして炅を乗せて陝邑へ向かった。楓牙と累焔の馬は、前と同じく楊に預かってもらう。

　途と中ちゆうで日が暮れ、鳳は鸞に替かわった。陝邑へ向かう道すがら、鸞は亳邑で楓牙と累焔を降ろした。亳邑は楓牙が宰さい相しようとなる前に治めていた邑ゆうである。すでに別の領主を封ほうじてあるが、この機会に細かい引き継つぎをしたいとのことだった。

　陝邑へ着いたのは、大分夜も更ふけた時刻だった。

「晄さんが帰ってきた！　しかもでっかい光る鳥に乗って!!」

　鸞が内城南の広場へ降りると、歩ほ哨しようを務めていた元流る人にんたちは仰ぎよう天てんし、陝邑城は大おお騒さわぎになった。

「庚こう！　炅さん！」

　報しらせを聞いて、杏玲も城から飛び出してきた。庚というのは、晄のことである。晄は名づけ前に黄河に流されたため、杏玲は庚日に生まれた我が子を庚と呼んでいた。

　杏玲は、並んで立つ晄と炅を、両手で抱かかえるようにして飛びついた。

「よかった……。本当によかった」

　杏玲の目から、はらはらと涙なみだがこぼれ落ちる。

「杏玲母さんも、元気そうでよかった」

　晄は、杏玲の肩かたを一度抱だき寄せ、

「待たせちゃったね。炅を連れてきたよ」

　彼女を放すと炅に目を向ける。彼は、杏玲の腕うでの中で、頬を染めて立ち尽つくしていた。

「何か言ってあげなよ」

「な、何かって、何を言えば……」

　彼は本当に困っている様子だった。

「ただいま、で、いいんじゃない？」

「お前はいつだってそうやって偉えらそうに──」

　炅は一いつ瞬しゆんムッとした様子だったが、涙をこぼしながら自分を見つめる杏玲と目が合うと、途と端たんに緊きん張ちようで強こわばった顔になる。

　しばらく炅は戸と惑まどっていたが、やがて、

「た、ただいま」

　と、掠かすれた声で言った。

「お帰りなさい、炅さん、待っていましたよ」

　杏玲は涙なみだ声ごえで答え、炅を固く抱きしめた。途端に、炅の目からもぽろりと涙が落ちた。



　その夜は、陝邑城に泊とまることにして、晄たちは焉えんや杏玲と深夜まで語り明かした。

「晄さんは背も伸のびて、王太子様になって何か大人っぽくなったが、鸞とチャウはちっとも変わんねーな」



　酒の入った焉の元手下たちにバンバンと背を叩たたかれて、

『あの、一応は変わったのですが……。先ほどの鳥、あれはわたしなのですけれど』

　人ひと形がたの鸞はおずおずと答えていた。

『ぼくもかわったよー。いぬからひとにへんげできるよーになった』

　チャウは、ポンと晄の三歳児に変へん化げし、「おおっ」と一同を驚かせた。

『もりつちと、つちぼこりにもなれる』

　と、その二つにも形を変え、「そりゃ、変化とは言わねえだろ」とみんなを笑わせていた。

　大おお柄がらで力持ちの煒白は、ここぞとばかりに、露ろ天てん風ぶ呂ろの日ひ除よけの修理に駆かり出された。

「汪李には気の毒なことだったな」

　晄の隣となりに座った焉は、晄の左ひだり腕うでに小こ蛇へびがいないのを見るとそう言って目を潤うるませた。

　彼は、陝邑へ流る刑けいになった元盗とう賊ぞくの頭かしらで、一年前、晄が陝邑に封ぜられた時から、晄の片かた腕うでとして、流人の街、陝邑を取り仕切ってくれていた。汪李たちが妖あやかしであることも知っていて、チャウが山になった時には、汪李や煒白、鳳と一いつ緒しよにチャウを耕した仲だった。

「なんてよ、まずは王太子になったことを祝わなくちゃなんねーのにさ」

　焉は、「ほら、酒が足りねーぞ」と無理に笑って、元手下たちに指示を出す。

　晄が南庚王の嫡ちやく子しだったことや、宿敵を倒たおして立太子されたことなどは、炅を陝邑で預かってほしいという依い頼らいと一緒に、事前に竹簡で知らせておいた。

「俺は王都にいなきゃならないんだけど、陝邑は俺の領地として取っとくつもりなんだ。焉、今まで通り、ここを治めててくれる？」

　晄は言った。最近では、怪け我がや病に効く温泉に惹ひかれて、陝邑へ引っ越こしてくる者もいるとのことだが、領民の半数は流人である。とてもそこらの貴族に治められるものではない。

「そりゃ、願ってもねえ。けど、いいのかい？　本当は邑の領主ってのは王家に縁ゆかりのある貴族が務めるもんだろ？　それを俺なんかに任しといて」

　陝邑を馬の産地にすると張り切っている焉は、嬉うれしそうに答えた。

「だって、新しく領主を任じて、もしも君たちを虐しいたげるようなことがあったら──」

「袋ふくろだたきにして追い出してやる」

　元手下の一人がそう言って、お頭に酒を注いだ。

「うん、そっちの方が心配なんだ」

　晄は真ま面じ目めにうなずいた。

「それに、杏玲母さんもいるし」

　晄は、炅と並んで座っている杏玲に目を移す。彼女は衣ころもの袖そでで目め頭がしらを押さえながら、手首から先がない炅の右みぎ腕うでをずっと撫なでていた。

「だな、殉じゆん葬そうされたはずの元王おう妃ひが隠かくれ住むんじゃ、王都の匂においがねえ方がいい」

　頭の切れる焉は、遠い陝邑にいても、王都の氏族が勢力争いにしのぎを削けずり、足の引っ張り合いをしていることがわかっているのだろう。

「晄さんたちと一緒に住めねえのは寂さびしいねぇ」

　酒を口に運びながら焉は呟つぶやいた。自分のことを言っているような口ぶりだったが、酔よいの回った目は杏玲を見ていた。杏玲は心配そうに炅に何かを語りかけ、炅は少し照れた様子だったが、盤龍湖で見た時のような、穏おだやかな笑え顔がおで答えていた。

　杏玲は晄の視線に気づき、またはらはらと涙をこぼした。炅はわけがわからず、おろおろと彼女を慰なぐさめる。

（俺の分まで、杏玲母さんに孝行してあげて）

　炅はきっと立ち直れるだろう。一緒に暮らせないのは寂しいが、自分には舜も莉由もいる。

「また帰って来るよ。ここは俺と焉たちの街だもの」

　晄は焉に視線を戻もどし、笑って答えた。



「また来るからねー」

　翌朝、炅や杏玲、焉とその手下たちに見送られ、晄たちは陝邑を発たつと、そのまま桃林へ向かった。佟韋を送り届けるためだ。

「すみません。役に立てなくて」

　鳳の背の上で、佟韋は恐きよう縮しゆくしていた。

　華山に仕える巫ふ術じゆつ師しの佟韋の代わりを務められる者はいない。また、大国に挟はさまれた桃林が、それらの国の侵しん略りやくを許さず、豊かさを保っていられるのは、ひとえに佟韋の外交手しゆ腕わんによる。

　いつまでも王都に引き留めておくことはできなかった。

　鳳は人目を避さけて黄河の河原に降り、そこからは桃林城まで、煒白に乗って行くことにする。

「お元気で。僕の手が必要な時には、いつでも言ってください」

　別れ際ぎわに、佟韋は晄の手を握にぎった。

「うん。またすぐ迎むかえに来るから」

　晄も彼の手を握り返した。

「いろいろありがとう」

　晄が、自分の出自を知りたいと言った時、人の魂たましいを司つかさどるという東岳大帝を勧かん請じようしてくれたのは彼だ。馮夷城の地下の湖で溺おぼれかかった時にも、東岳大帝を喚よんでくれた。共工の気を封ふうじるための五色の玉を手に入れることができたのも彼のお陰かげだ。

「忘れないでくださいね。桃の花の下の誓ちかいを──」

　静せい謐ひつな目で晄を見つめ、佟韋は言った。

　桃林の桃の花は真冬に咲さく。その花の下で誓った者は、永遠の絆きずなで結ばれる──。そんな言い伝えがある。昨年の冬、晄と佟韋は、互たがいに背負ったものを半分ずつ分けると誓ったのだ。

「忘れないよ」

　晄も微笑ほほえんでうなずいた。

『おれもあれは忘れられねー』

　桃の花粉のせいで、力を失ったことを思い出し、鳳は渋じゆう面めんを作った。



「晄じゃねえか!?」

「晄さん？」

　二人の声に呼びかけられたのは、亳邑の東の外れ、晄が最初に賜たまわった領地でのことだった。

　桃林を出た晄たちは、黄河沿いに下って陝邑を通り越し、楓牙たちを迎えに亳邑城へ行った。しかし、雑務が片づかないので夕刻まで待ってほしいと言われ、その間に、預けっぱなしだった領地を見に来たのである。領地と言っても街ではなく、ただひたすらに広い土地だ。

　二年前の秋、暴れる化か蛇だ、すなわち汪李を鎮しずめたことに対する褒ほう美びだった。

　陝邑に封ほうぜられてからは、滅めつ多たに来ることもなくなっていたが、畑は、きちんと手入れがされ、青々とした粟あわの葉が伸びていた。

　和わ睦ぼくの印として鬼方へ粟を送れたのも、邑の水路工事で、賦ふ役えきに就ついてくれた者たちに報ほう酬しゆうを配ることができたのも、この畑のお陰である。

「最初は、ほんと荒あれ地でさ、汪李と一緒に耕して、莉姉がお弁当を持って来てくれたっけ」

『そうだった。汪李は耕すのが下手へただった』

　途と中ちゆうから開かい墾こんに加わった煒白を、当時、晄たちは也や空くうと呼んでいた。

『汪李が畑仕事──。似合わねぇ』

　鳳が仲間に加わった時には、すでに開墾は終わり、それから間もなく陝邑に封じられたため、鳳は汪李が鋤すきや鍬くわを振ふるう姿を見ていない。

　そんな話をしていた時に、呼びかけられたのである。

「昌、厳げんさん──」

　煒白には及およばないものの、かなり逞たくましい体たい躯くの二人は、どちらも鋤を担かついでいた。

　東の丘おかの昌と、野や午ごの里さと長おさ、厳である。この畑は、昌と野午の領民に管理してもらっていた。

「わお！　久しぶりっ！　元気だったか？　ほんと半年ぶりぐれー？　陝邑に温泉が湧わいた時に会って以来だもんな！」

　昌は、鋤を放ほうり出して駆け寄ってきた。

「今から、君んとこ行こうかと思ってたんだ。厳さんとこにも──。いつも畑の世話してくれてありがとう。すごく助かってる」

「いやいや、礼には及ばねえよ。で、今日は、莉由は？」

　昌は頬ほおを染めて、きょろきょろとその辺を見回す。亳邑に住んでいた時に、彼は莉由の第一婿むこ候補だったのだ。

「今日は来てないんだ。今度また連れて来るね」

　王太子の姉として、王子や貴族から山ほど縁えん談だんが来ていることは言わないでおく。

「晄さん。亳邑の領主が替わったようなんだが、楓牙王子に何かあったんですか？　正月に王都で戦いくさがあって、帰って来られなくなったとは聞いてるんですが……」

　そう尋たずねたのは厳である。

「彼は元気だよ。ただ王都で働くことになって、実は俺もなんだけど──」

　晄はそれだけ言った。彼らには、喪もが明けたら王になることを知らせていない。二人とも、妖あやかしの存在も、晄が舜や莉由とは実の兄弟ではないことも知らないので、言えば大おお騒さわぎになる。また、国が平へい穏おんなら、民たみは王がどんな人なのかなど気にかけない。即そく位いの後も、誰だれが王だとか取り沙ざ汰たされずに済むような国にしたいと思ったからだ。

「えー!?　王都へ引っ越すのか？　莉由も舜さんも？」

　昌はとてもがっかりしたようだ。これを機会に莉由を諦あきらめて、男おとこ嫌ぎらいではないお嫁よめさんを見つけてほしい。

「な、な、俺んち行こうぜ。じいちゃんに顔見せてやってくれよ」

　そう言う昌に手を引かれ、晄は、二人と一いつ緒しよに昌の祖父──晄たちが以前に住んでいた家の家主の所へ挨あい拶さつに行った。啓けい翁おうはますます腰こしが曲がり、歩くのも難なん儀ぎそうだったが、晄を見ると大層喜んで、小さな宴うたげを開いてくれた。

　その後、野午の里にも行き、礼を兼かねて、引き続き畑の管理を頼たのんだ。

　二年前は、今にも倒たおれそうな荒あばら屋が五軒けんしかなかった野午の里には、今は新しい家が建ち、里人も増えて、見み違ちがえるほど賑にぎやかになっていた。

「亳邑の領主が替わっても、俺たちの領主は、晄さんだ。それを忘れないでくださいよ」

　厳はそう言っていた。



　夕刻、亳邑城で引き継つぎを終えた楓牙、累焔と落ち合い、晄たちは城の北の黄河の堤つつみを登った。鳳の翼つばさの輝かがやきを夕日に紛まぎれさせて亳邑を発つつもりだった。

　赤い日に照らされ、蕩とう々とうと流れる黄おう褐かつ色しよくの大河は、その波頭を朱しゆに輝かせていた。

　桃林や陝邑に比べると、亳邑付近の黄河は河かわ幅はばが広く、対岸は夕ゆう靄もやに霞かすんで見えない。

「俺はここで、汪李と炎えん招しよう戈かに誓ったんだ」

　黄河の堤の上に立ち、晄は呟つぶやいた。

「懐なつかしいな」

　楓牙も黄河を見つめてうなずいた。

「そう、ここで……。汪李は鱗うろこの隙すき間まに、針が刺ささってて暴れてたんだ……」

　晄は、濁だく流りゆう渦うず巻まく黄河と、のたうち回る汪李、そして民を守るために立ち向かった楓牙の姿を思い起こす。

『あの汪李が針を刺されるなんて、今じゃ考えらんねーよな』

　人ひと形がたで、晄と一緒に黄河を眺ながめながら鳳が言った。

「異界から解き放たれたばかりで、ぼーっとしてたんだろうね」

　東の丘から、初めて汪李の姿を見た時、彼は自分が何ものなのか、なぜここにいるのか、まったくわかっていないような感じだった。

「暴れ始めた時には、汪李は、炎招戈の使い手が自分を滅ほろぼそうとしてるって思ってて、怒おこってた。あれは、章玄が呪じゆ詛そでそう思い込ませてたんだね」

　夕日に輝く黄河を見つめたまま、晄は言った。

「暴れてる時は怖こわかったけど……、俺は汪李をきれいだと思った」

　炎招戈で鱗を切り取り、針を抜ぬいてやると、力ちから尽つきた汪李は小こ化か蛇だに支えられて、この堤に長い身体からだを投げ出した。陽甲王は化蛇を滅ぼせと命じ、汪李は殺せと言っていた。

　──お前が死んだら、残された眷けん族ぞくが──小化蛇が可か哀わい想そうだよ。

　そんなことを言った憶おぼえがある。

　汪李が人形になったのはその時だ。

　光の粒つぶが化蛇を包み、光が消えた時、化蛇の代わりに白銀の髪かみに黄金こがね色いろの瞳ひとみの青年が立っていた。驚おどろきすぎて、ただ呆ぼう然ぜんと彼を見ていたことを晄は思い出す。

「炎招戈と、炎招戈を作り給たもうた黄帝に誓う……。我は、我が身と心とを救われた恩情に報むくいるため、炎招戈の使い手に従い、命あらん限り忠誠を尽つくす……。もしも約定違たがえたる時には、炎招戈にて滅ぼされることも辞さずと……」

　晄は、汪李が誓ってくれた言葉を、一言一句、違えることなく繰くり返した。

　言っている間に、目の奥が熱くなって、涙なみだがこみ上げてきた。

　この亳邑城の北の黄河で、炎招戈の使い手になった。今、立っているこの堤の上で、汪李は心を開いてくれた。

「俺は……ずっと側そばにいて汪李を見守るって……。もう、誰にも汪李を傷つけるようなことはさせないって……約束した」

　二人で炎招戈の柄つかを握り、もしもそんなことが起きたら一緒に戦うと誓った。

「なのに、俺は……約束を守れなかった……」

　目を伏ふせた途と端たん、涙が落ちた。

「晄、士烈との一いつ騎き打うちは、汪李が望んだことだ」

　楓牙が晄の背に手を回した。

「うん……」

　わかってはいるが、涙が止まらなかった。汪李がいないことが悲しくてならなかった。

「ごめん……。汪李はこの中にいるって、思おうとしてるんだけど……」

　晄は、左手で魚の珮はいを握にぎり、右みぎ腕うでで顔を押さえ、歯を食いしばった。

「我が慢まんするな。ここにいるのは私たちだけだ。たまには気が済むまで泣けばいい」

　楓牙はそう言って、片手で晄の背を抱だき、もう片方の手を晄の頭に添そえて自分に引き寄せる。

　晄は、楓牙の胸に顔を押しつけて、声を殺して泣いた。累焔も、煒白も鳳も、チャウも黙だまって待っていてくれた。

「晄、昨年の正月、莉由が天仙娘娘に祈いのったことを憶えているか？」

　やがて、楓牙は晄の耳元で囁ささやくように言った。

　──晄ちゃんとお兄ちゃんが、元気に九十過ぎまで長生きして、死ぬ前に、いい人生だったな～って思えるような生しよう涯がいにしてくださいって。

　莉由は天仙娘娘にそう祈った。

「舜に、長生きしろと言われた。九十過ぎまでという約束はできぬが、累焔の占せん術じゆつと呪じゆ術じゆつを駆く使しして、佟韋に東岳大帝にかけ合ってもらって、とにかく、できるだけ長生きする」

　楓牙の言葉に、晄はしゃくり上げながらうなずいた。

「そして、お前が死ぬ前に、いい人生だったと思えるような生涯にしてやる。すべての民が笑って幸せに暮らせるような国を作って、第十九代殷王は満足して、民から惜おしまれて逝ゆけるようにしてやる。これは約束する」

　楓牙の声こわ音ねは温かく、力強かった。

　晄は、右手で楓牙の衣ころもをつかみ、左手で魚の珮を握ったまま、何度もうなずいた。



『小化蛇がついてくる』

　煒白がそう言ったのは、黄河の堤を飛び立って蛇哭山の上空にさしかかった時だった。蛇哭山は、湯王亡なき後、汪李たちが封ふうじられていた山であり、楓牙と出会った場所でもある。

　煒白の言葉に振ふり返ると、おびただしい数の小化蛇が鸞の後をついて来る。

「ちょ、ちょっと。みんなどうしたの。いくら暗くなったからって、それ目立ちすぎ」

　星に紛れるようにと、鸞はかなり高い所を飛んでいるが、化蛇の大群は星には見えない。

『晄』

　先頭の小化蛇が声をかけてきた。他ほかの小化蛇よりも一回り大きく、頭の角も少し長い。しかも、肉声で人の言葉を話している。

「もしかして、君、今度の化蛇の王？」

　鳴めい蛇だはほとんど同じ大きさだが、化蛇は王だけが大きい。化蛇は王が死ぬと、最も力の強いものが自然に巨きよ大だい化して新しい王になると、以前汪李から聞いたことがある。



『そうだ。おそらく、鳴蛇も新しい王が決まっているだろう。いずれ、鳴蛇王と話そうと思う。あなたの願いを叶かなえるために』

　九州のすべての河か川せんで、化蛇と鳴蛇がともに泳げるように──。それが晄の願いだった。

『炎招戈に誓ちかったのは私ではないが、化蛇族は先の王の意志を継つぎ、あなたに従う。そのことを伝えたくて来た』

「ありがとう──って、わざわざそれ言いに来てくれたのは、もしかしてあの堤で俺が泣いてるの、見てた？」

　すると、その小化蛇が笑ったように口の端はしを吊つり上げたので、晄はカーッと赤面した。

『私が、炎招戈の炎を消せるほどの雨を降らすことができるようになるには、まだ数年かかる。けれど、その時には炎招戈に誓わせてほしい』

　彼はそう言うと、翼を大きく一つ羽ばたかせて、下降を始めた。他の小化蛇が一いつ斉せいについて行く。彼らは銀ぎん鱗りんを煌きらめかせながら、次々と黄河の中へ飛び込んでいった。

『なぜ、あの新しい化蛇の王はすぐに誓おうとしない？　もう、炎招戈の炎を喚よぶような戦いくさはない。炎を消せなくても構わないのに』

　煒白は訝いぶかしげだった。

「彼、待っていてくれるんだ。俺が、彼のために左ひだり腕うでを差し出せるようになるまで──」

　晄は、右手で左の二の腕うでに触ふれた。いつも汪李が小こ蛇へび姿で絡からまっていた場所だ。

（そうしたら、一緒に国を立て直そう。禹王や湯王が汪李と一緒に、国を作ったように）

　晄は、黄河の中をついてくる小化蛇たちの気配を感じながら、心の中で新しい化蛇の王に語りかけた。





「お帰りなさい。炅君、どうだった？　焉さんたちとうまくやれそう？」

　翌朝、晄たちが王都に戻もどると、莉由は満面の笑えみで出で迎むかえたが、晄の後ろに立つ楓牙と累焔の姿を見ると、「あら、王子たちも一緒なの」と、途端に笑みを消した。

「いくらお隣となりさんだからって、当たり前みたいな顔してうちに御ご飯はん食べに来るなんて」

　と、ブツブツ言いながらも、莉由は囲い炉ろ裏りにかけた魔ま法ほうの鼎かなえに火を入れ、野菜を足してかき回し始める。

「いや、まあその……。王城の料理人が作る豪ごう勢せいな食事より、ここの粥かゆの方が旨うまいし、質素倹けん約やくに努めねばならぬし、この離はなれはくつろげるし……」

　頬ほおを赤らめ、少しもくつろいでいない様子で、楓牙は剣けんを外すといつもの席に腰こしを下ろす。

　晄が王太子となってから、晄たちの一家は、王城の北辺に立つ離れに住んでいた。離れの周囲だけは護まもりの呪術を緩ゆるめ、妖あやかしたちが自由に動けるようにしてある。

　晄は隣の北堂にも私室を持ち、楓牙と累焔もそこで寝ね起おきしていて、晄が三度の食事を離れに戻って食べる時は、大たい抵てい楓牙と累焔もくっついて来た。

「落ち着いたら、あたしも一度陝邑へ帰りたいわ。焉さんたちに会いたいし、あのおっきな露ろ天てん風ぶ呂ろにも入りたいわねぇ」

　粥を盛りつけながら、夢見るように呟つぶやいた莉由の言葉に、楓牙が愕がく然ぜんと目を剥むいた。

「え、焉に会いたい？　な、なぜ？」

　焉は髭ひげ面づらで体格も筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうと逞たくましく、莉由の最も嫌きらう男おとこ臭くささが芬ふん々ぷんとしている。いったい彼のどこが莉由を惹ひきつけるのだろうか。

「そりゃあ、陝邑にいる時、お世話になったし、いい人だし──」

　莉由は、陝邑の思い出をたぐっているのだろうか、懐なつかしそうに微笑ほほえむ。

「焉さんは、政まつりごとの才もありますし、流る人にんを統とう率そつする手しゆ腕わんもありますし、亡なくされた奥様を思い、今でも独り身を貫つらぬいてますし、何より種付けが上手ですよねぇ。馬の話ですよ、もちろん」

　青ざめていく楓牙の様子を知ってか知らずか、舜がほんわりと笑んだ。

『たねつけがへただと、おんながおとこをけとばしちゃうって、えんがいってた』

　カリカリと小魚を食べていたチャウが、皿から顔を上げた。

「そうか……」

　楓牙は肩かたを落とした。殷の宰さい相しようとして政まつりごとを取り仕切り、反目し合う氏族を統とう括かつし、この二年というもの莉由だけを思い続けているが、何だか、焉には敵かなわない気がする。

「馬の種付けは、宰相の仕事ではありませぬ」

　と、囁く累焔の言葉も何だか空むなしい。

「で、晄ちゃん、露天風呂入ってきた？」

　楓牙の意い気き消しよう沈ちんぶりには一いち瞥べつもくれず、莉由はにこやかに晄に粥の碗わんを渡わたす。

「入れるわけないじゃない」

　晄は苦く笑しようしながら粥を受け取った。

『晄の水みず嫌ぎらい。治せないか？　成鳥になったのだから』

　大きな鉢はちで三杯ばい目の粥をすする煒白が、黍きび餅もちを頬ほお張ばっている鳳に目を向ける。

『無理。幻げん術じゆつじゃ一時はごまかせても、完治はしねえ。莉由の男嫌いとおんなじ』

　鳳の何気ない一言に、楓牙はまたがっくりと肩を落とす。

「晄ちゃんや莉由ちゃんが占術で占みえるように、呪具を外してみましょうかねぇ」

　舜が言った。

「え？」

　晄だけでなく、楓牙や累焔も驚おどろいて舜を振り向いた。

　黄河を流れてきた晄を受け取ってからの十七年間、晄を追っ手から守るために、舜と父の尭は呪具を駆使して一家を占術では占みえないように隠かくし続けてきた。晄が王太子となってからもそれは変わらず、累焔を始めとする貞てい人じんの再三の要よう請せいにもかかわらず、どうしても呪具を外そうとしなかったのだ。

「いいのですか？」

　累焔の声が珍めずらしく震ふるえていた。

　殷では、貞人の占せん術じゆつを通じて天てん帝ていの意思を伺うかがい、君主はそれに従って政を行う。しかし、肝かん心じんの晄が占みえないので、累焔はとても困っていた。

「ええ。晄ちゃんの水嫌いや、莉由ちゃんの男嫌いを治す方法が占みえるかもしれませんし」

　舜はにっこり微笑んだ。

（そんな理由で──）

　これまでの貞人たちの苦労は何だったのだと、累焔は拳こぶしを握にぎったが、楓牙のためならばここは我が慢まんしなくてはならない。

「承知いたしました。では、謹つつしんで占うらなわせていただきまする」

　累焔は深々と低頭した。



　朝食が済むと、晄たちは手分けして家の庇ひさしや梁はりに吊つるしてあった鉞まさかりや剣を外したり、衣の襟えりや帯の間に縫ぬい込まれた小さな珮はいを取り除いたりした。それらの呪じゆ具ぐの数は百以上にも及および、すべての呪具を外し終わったのは夕刻近くだった。

　累焔はこの記念すべき占術のために、新しい亀きつ甲こうを用意し、丁てい寧ねいに窪くぼみを彫ほった。

　そしていよいよ占術が始まった。

「陽甲王の十七祀し六月、己き酉ゆうの日に累焔が卜ぼくす。貞とう、晄の水嫌いを治す術や如い何かに──」

　呪を唱えながら、累焔は囲炉裏の火で焼いた青銅の棒を、亀甲の窪みに押し当てた。

　その様子を、晄たちは固かた唾ずを呑のんで見守る。

　パキリと乾かわいた音がして、亀甲にひび割れが走った。累焔はそのひびに目を凝こらす。

　晄たちには、ただのひびにしか見えないが、優すぐれた占術の才がある累焔には、そのひびの模様から様々なことを読み取ることができるのだ。

「ど、どう？」

　晄はおずおずと尋たずねた。

「占みえました──」

　亀甲を見つめたまま、累焔は言った。

『それで、どうすれば晄の水嫌いは治るのだ？』

　煒白は真しん剣けんな表情で膝ひざを乗り出す。晄の水嫌いは汪李も心配していた。どうにかして治してやりたい。

　累焔は顔を上げ、真剣な眼まな差ざしを晄に注ぐ。

「慣れろと──」

「………………それだけ？」

「はい。それだけにございます」

　一同はがっくりと脱だつ力りよくした。そんなことは今までに何度も試みた。けれど、どうしても晄は水に慣れることができなかったのだ。

『天仙娘娘のような万ばん能のうの神には治す力はあるが、祈いのっても聞き届けてはくれない。地道に努力するしかないということなのだろうか』

　落らく胆たんを隠せずに、煒白は大きな溜ため息をついた。

　莉由の男嫌いを治す方法についても占ってみたが、やはり「慣れろ」だった。

「慣れろって言われてもねぇ」

　莉由は首を傾かしげ、

「これだけ男集団に囲まれていても慣れないというのに、どうやって慣れさせろというのだ」

　楓牙は呆ぼう然ぜんと呟く。

「ね、累焔、舜兄の目が治るかどうかもわかる？」

　晄は尋ねた。莉由がハッとして「そうよ、お兄ちゃん」と舜を振ふり向く。

「晄ちゃん、気持ちは嬉うれしいですけど、僕の目にかけられた呪じゆ詛そは完結してますし、呪物も燃えてしまったので、もう治りませんよ」

　舜は諦あきらめたような薄うすい笑みを浮うかべた。

「とにかく占ってみて。もしかしたら治す方法があるかもしれないじゃない」

　晄は累焔を急せかした。

　十七年間、舜は何もかもをなげうって晄を守り続けた。その代だい償しように、舜は視力のほとんどを失った。ようやく晄から解放されたというのに、彼は大好きな青銅器作りができなくなってしまったのだ。治せるものなら、何とかして治してやりたい。

「お待ちくださいませ」

　累焔は、青銅の棒を焼き直し、呪を唱えながら別の穴に押し当てた。

「これは……」

　亀甲のひびを見つめ、累焔は眉まゆを寄せた。

「だめなの？」

「いいえ、崑崙の仙せん桃とう樹じゆの実すなわち不老不死の桃、神々の力が溶とけた聖水、五ご龍りゆうの宝ほう珠じゆが効くとのことにございますが……」

『それらがあらゆる病に効くことは知っていたが、どれも簡単には手に入らない』

　煒白は難しい顔をした。

「でも、占術に現れたってことは、不可能じゃないってことだよね」

　晄は目を輝かがやかせる。

「待ってください。まさか、それを取りに行くつもりじゃないでしょうね。晄ちゃんは王様になるんですよ。王都の財政を立て直して、商邑へ遷せん都とするんでしょう？」

　そんなことに労力を費ついやしている場合ではないと、舜は困った様子で言った。

「取りに行くよ。だって俺の最終目標は、すべての民たみが笑って幸せに暮らせる国を作ることなんだもの。舜兄がその最初の一人だ」

　晄は力強く宣言した。



　　　　



「こうやって二人きりで飲むのは久しぶりですねぇ」

　酒の入った卣ゆうと觥さかずきを二つ手に持って、舜はほんわり笑え顔がおで楓牙の横に座った。

　離はなれの回かい廊ろうである。

　月の明るい夜だった。離れと北堂の間に植えられた白薔ば薇らの群れが、今を盛りに咲さき誇ほこり、それが月の光を浴びて、ほの白く輝いている。

「お前の方から誘さそってくるとは、どういう風の吹ふき回しだ？」

　妙みように愛あい想そのいい舜に、楓牙は怯おびえた。彼の笑顔の裏には、恐おそろしい企たくらみが隠されていることが多いのだ。

「たまには晩ばん酌しやくの相手がほしい時もあるんですよ。今夜は月がきれいですし」

　そう言って、舜は二つの觥に酒を注ぎ、一つを楓牙の前に置いた。

「なんてね、実はお願いがあるんです。さっきの話、僕の目のことですけどね」

「やっぱり、裏があったか」

　楓牙は、口に運びかけた觥を止めて渋じゆう面めんを作った。

　舜が、呪具を外して自分たちを占術で占みえるようにすると言い出した時に、変だと思った。貞人たちの再三の要請にもかかわらず、舜が呪具を外さなかったのは、董氏や遷都を反対する者たちによる晄の暗殺を恐れていたからだ。それを、晄の水嫌いや莉由の男嫌いを治すためという理由で占みえるようにするはずがない。

「呪具を作れるようになりたいか？　まあ、それはそうだろうが」

　晄が一番危険にさらされるのは、王城内、特に大室にいる時だ。煒白や鳳は王城内では自由に動けず、大室にはついて行けない。そして評議には大勢の反対派が集つどう。舜が、新たな呪具を作って晄を守りたいと思うのも無理はない。

「こっそり累焔さんに頼たのんで、どうすれば目が治るのか占ってもらうつもりでしたが、先に晄ちゃんに言い出されてしまいました」

　舜は苦く笑しようする。

「しかし急だな。今まで呪具を作りたいとは、一言も言わなかったではないか」

「実は、佟韋さんが僕にこれを置いていってくれましてね」

　舜は、袖そでから巻いたままの竹簡を取りだし、楓牙に手て渡わたした。

「佟韋が？」

　楓牙は觥を置いて、竹簡を開いた。

　黙もく読どくしていくうちに、舜がなぜ晄を占術で占みえるようにしたのか、また呪具を作りたいと思ったのかを知り、楓牙の目が徐じよ々じよに見開かれる。

「汪李を、一時蘇よみがえらせる……？」

「さすが佟韋さんですよね。あの魚の珮がどんな役目を果たしているのか、ひと目で気づいたらしく、密ひそかにいろいろ調べてくれたみたいです」

　舜は微笑ほほえんで觥に唇くちびるをつける。

「でも、晄ちゃんにはまだ内ない緒しよにしておいてくださいね。この呪じゆ術じゆつを行うには、憑より代しろと、それなりの呪具が必要で、その呪具を作るには僕の目が治らなければならないわけですから、先に打ち明けて、期待させて、やっぱりだめでした──じゃ、晄ちゃんが可か哀わい想そうですから。だから佟韋さんも、こっそり僕に渡わたしたんだと思います」

「もちろんだ。それにしてもそんなことが……」

　楓牙はまだ竹簡から目を離せずにいた。呪術の知識は累焔や舜に遠く及およばず、何度読んでも、その仕組みがわからない。

「何たって、汪李さんの亡なき骸がらを封ふうじた莉由ちゃんの力は、叶かなえられない願いはないという天仙娘娘のものですからね」

　舜はほんわり笑って、再び觥を口に運ぶ。

「ただ僕は、目が治るとしたら特とく殊しゆな呪術か薬草かな、ぐらいに考えていて、もしもそうなら利條様にお願いするつもりだったんです。でも、蓋ふたを開けてみたら、聖水だの不老不死の桃だの、五龍の宝珠だのが必要だというじゃありませんか。その上、晄ちゃんはすっかり取りに行く気になってしまいましたし、あの子は言い出したら聞きませんし」

「私も、晄を汪李に会わせてやりたい……」

　楓牙は、昨夕の亳邑北の黄河の堤つつみ──晄と汪李とが炎えん招しよう戈かに誓ちかった場所で、魚の珮はいを握にぎり締しめて泣いていた晄の姿を思い出す。

「というわけで、晄ちゃんについて行って、何とかして神の力が溶けた聖水を手に入れてくれません？　多分それが一番手に入りやすいと思うんです」

「もちろんだが、聖水？　どこかで聞いたような……」

「ええ。昨年の夏でしたか、仙桃樹の精が拐かどわかされた事件がありましたよね。それで、外とつ国の使者にかけられた呪詛を解くために、煒白さんが聖水を使いました」

　話を聞いているうちに、楓牙はだんだん思い出してきた。

　──神がその身を浸ひたした水は、聖水となり、禍まが々まがしい呪術を取り除き、怪け我がや傷をも治す力がある。

　確か、煒白はそう言っていた。その時に彼が撒まいていたのは、西王母が浸つかった風ふ呂ろの残り湯だった。

「……舜、ま、まさか、私に、西王母の湯ゆ殿どのへ忍しのび込んで、残り湯を汲くんでこいと……？」

　楓牙は觥を握り締め、座ったままずずっと後あと退ずさった。

「察しがいいですね。さすがは王子様。よろしくお願いします」

　舜はにっこりと微笑んだ。



　累焔の占うらないに従って、晄と楓牙と妖あやかしたちが聖水を手に入れ、舜が呪具を作って、汪李を一時この世に喚よぶのは、もうしばらく後のこととなる。



    

  
    
      　終






「御ご無ぶ沙さ汰たしております。晄太子におかれましては、ますます御ご健けん勝しようのこと、まことにお喜び申し上げまする」

　八月に、邑から聡牙王子の使者として姚浄が来朝した。

「久しぶりだね。どう、渉たちは元気？　水路工事、うまく行った？」

　王城の南堂、使者との謁えつ見けんの間である。

　三月初めの鳴めい蛇だによる熱波襲しゆう来らいの時、共工を追っていた晄たちは邑に立ち寄り、旱ひでりを恐れた民のために、灌かん漑がい用水を引くことを思いついた。その時に中心となって働いてくれたのが、姚浄と渉だった。

「ええ、渉たちは先日故郷に帰りましたが、秋にはまた戻もどって来て新しい水路工事に取りかかってくれるそうです。お陰かげ様さまで七月の旱でも先日の大雨でも畑に被ひ害がいが出ることもなく、夏粟あわは豊作でしたし、秋粟の生育も順調です。そのお礼も兼かねて御ご挨あい拶さつに参った次し第だいです」

　瞬またたきは相変わらずだが、工の長として登用されたという姚浄は、少し貫かん禄ろくがついていた。

「邑から、二千石の粟を拝納した」

　壁かべを背に、晄の右側に控ひかえていた楓牙が言った。

「──そんなに!?　うわ、助かるけど……」

　税の徴ちよう収しゆうを控えていたので、王都の財政は火の車だったのだ。

「邑の実りが豊かだったと知って、他ほかの邑ゆうや諸国から灌漑や報ほう酬しゆうの方法について問い合わせが殺さつ到とうしてます。使者を見学に寄こす邑もございますよ」

「王都にも、問い合わせの簡が山ほど来ている」

　邑に滞たい在ざい中、楓牙は各邑の領主や貴族に、水路工事と報酬の仕組みについて記した竹簡を送った。それを直ちに実じつ践せんした領主は少なかったようだが、邑の成功を知ってにわかに灌漑に対する関心が高まったらしい。

「今年の冬は、民たみが笑顔で過ごすことができましょう」

　姚浄は目を瞬かせながら、そう言って笑っていた。





　陽甲王の喪も中ちゆうであるため、宴うたげも催もよおさず、諸しよ侯こうの来朝も極力控えさせていたが、その後も、灌漑の方法を尋たずねがてら、各邑や周辺諸国の使者が朝ちよう貢こうするようになり、王都の財政は少しずつ楽になっていった。

『でも、うちじゃ相変わらず粟あわ粥がゆと野菜の酢す漬づけなんだな。たまには鳥の丸焼きが食いてー』

　鳳は献こん立だてを見て寂さびしそうな溜ため息をつき、『それでは共食いではないのか』と煒白に笑われていた。

「ごめんねー。まずは民に食べる物を行き渡らせたいし、旱や洪こう水ずいが起こるかもしれないから食しよく糧りようは備び蓄ちくしておきたいし、遷せん都との費用も貯ためておきたいし」

　台所事情は楽になっても、晄はひたすら質素倹けん約やくに努めていた。

「いくら節約ったって、普ふ通つう、宰さい相しようと大だい史し令れいが、王太子の家にお粥かゆを食べに来るかしら」

　楓牙と累焔は、相変わらず毎日莉由の手料理を食べに来たし、莉由のブツブツも相変わらずだった。しかし五尺の掟おきては、四尺五寸ぐらいに縮まった。少しずつ慣れてきたのかもしれない。天才占せん術じゆつ師し累焔の未来さき読みの力はさすがである。

『みてみて～。ぼく、とりになった～』

　チャウは変へん化げの腕うでを上げ、念願の鳳ほう皇おうの姿を真ま似ねることができるようになった。風で屋根に引っかかってしまった洗せん濯たく物ものを取りに行くのは、彼の役目となった。

「晄ちゃん、新しい仮面ができましたよ」

　舜は王都の工こう房ぼうで、好きなように青銅器を作っていた。気に入った作品ができると持ち帰るという悪あく癖へきは治らず、離はなれは、びっくりまなこにニッと歯を剥むき出した呪具の山に着々と侵しん略りやくされていったが、工房をクビになることはなかった。細こま々ごました作品は、煒白が陝邑へ運び、湯治客相手の露ろ店てんに並べられた。

　陝邑の炅は、焉とともに馬の繁はん殖しよくに力を注ぎ、陝邑を馬の産地にすると張り切っているという。杏玲からの竹簡によると、彼女を「母さん」と呼ぶようになったとのことだった。

『晄、即そく位いまでには、陝邑の露ろ天てん風ぶ呂ろに入れるようになろう』

　と、煒白は他の邑から依い頼らいされた水路工事の設計の傍かたわら、豊富な知識を最大限に駆く使しして、晄の水みず恐きよう怖ふ症しようを治そうと様々な工く夫ふうを凝こらしてくれるが、今のところ成果は現れていない。





　そして晄が二十歳はたちの春、陽甲の喪もが明け、晄は即位の日を迎むかえた。

「何か、照れるな～」

　笏しやくを手にして、晄は身にまとった王の衣い裳しようを見回す。上衣は朱しゆの短衣に白絹の衣ころもを重ね、裳もも同じく白絹である。帯も白絹で朱の縁ふち取どりがされ、革かわの膝ひざ蔽おおいも朱に染められていた。頭には冕べんという玉を垂らした方形の冠かんむりを着けている。

「晄ちゃん、素す敵てき」

　自らも、薄うす桃ももの単衣ひとえに藤ふじ色いろの袿うちぎを羽織り、玉の珮で身を飾かざった莉由は、目をうるうるさせた。

「お風呂が怖こわくて泣いていた晄ちゃんが、王様なんてねぇ」

　えび茶の深衣に、黒の膝蔽で正装した舜も、感無量といった様子だった。

「この日をどんなに待ち望んでいたか……」

　楓牙も、縁ふち飾かざりがされた緑の深衣に、白地に金銀を織り込んだ裼せき衣いを羽織り、ふるふると肩かたを震ふるわせていた。

　四歳の時、晄が生まれる前から、御み子こに仕えよと南庚王に命ぜられ、楓牙は御子が王になり、自分は宰相になると思い込んだ。そして、南庚の正せい妃ひ杏玲の前で、御子を守ると誓って以来、今日の日を夢見続けてきたのである。

「姫ひめだったら、どうするおつもりだったのでございます？」

　累焔にぼそりと尋ねられたが、楓牙は聞こえなかったことにした。

　その時、ふと、煒白が耳を澄すました。

『也真が来る』

「何!?」

　途と端たんに、楓牙から殺気が放たれた。鬼方左大将の也真は、未いまだに嫁よめ取とり合戦の敵だった。

　間もなく、屈くつ強きような体たい躯くの男が離れの回かい廊ろうへ上ってきた。

　癖くせのある灰はい褐かつ色しよくの髪かみを頭頂近くでくくり、濃のう紺こんの地に銀糸で蔓つる草くさの模様を刺し繍しゆうした筒つつ袖そでの上衣を着て、細身の袴はかまをはいている。胸や腕を銀の円えん環かんで飾り、いつもの大刀ではなく、鞘さやに浮うき彫ぼり装そう飾しよくが施ほどこされた飾り刀を腰こしに佩はいていた。

「ほう、なかなかの男っぷりだ」

　開け放たれたままの戸口から晄の姿を見て、也真は薄い唇くちびるの端はしを笑えみの形に吊つり上げる。

「何しに来た！」

　楓牙はバッと莉由を背にして立ち、莉由はサッと後退って、きっちり四尺の距きよ離りを取る。五尺の掟は三年で四尺に縮まっていた。零れい尺になるには、あと何年かかるのだろうか。

「決まっている。晄の即位を祝いに来たんだ。祝いの品として山羊やぎを二百頭持参した」

『そういえば、南門の辺りで山羊の声が』

　と、煒白。

「即そく位い式しきの場に、生きた山羊を連れて来たんですか!?」

　舜は青くなった。

「晄の即位を祝いに来ただと？　格下の者ならいざ知らず、左大将が来れば、鬼方王の名代だと誰だれもが思う。鬼方は殷に従属していると示すようなものだ」

　楓牙は眉まゆを吊り上げた。

「別にどう思われようと痛くも痒かゆくもない──と、鬼方王にそう言われて来たのだ」

「馬ば鹿かな──」

「本当だ。晄には恩義があるしな。鬼方は名より実を取る。鬼方は殷の友好国だと知られれば、国境周辺の小国を御ぎよしやすい」

　鬼方は北方に広大な領土を持っているが、寒さと乾かん燥そうで穀物があまり実らない。三年前、鬼方は南の領土を手に入れるために殷に攻せめてきた。晄は戦いくさを止めるために鬼方王に直じか談だん判ぱんし、その際に食糧の提供を申し出た。それは今でも続いている。

「とか何とか言って、莉由をさらいに来たのだろう」

　しかし、楓牙は全然信用しない。

「疑うたぐり深いやつだな。二百頭の山羊を連れて、鬼方から長旅をして来たんだ。信用しろ」

「わかった。山羊は信用する。だが、お前は信用しない」

　楓牙はぎんぎんに燃える目で、也真を睨にらみつける。

　そこへ官かん吏りが儀ぎ式しきの開始を告げに来た。

「行こうか」

　晄たちは離れを出て、堂どう涂と伝いに南堂に向かう。

　南堂の南、共工を滅ほろぼした日に鸞が舞まい降りた南庭を、廷てい臣しんや氏族の当主、周辺諸侯が埋うめ尽つくしていた。儀式をできるだけ質素にして費用の節約を図はかるつもりだったので、周辺諸侯や各邑の領主、主だった氏族には使いを出しておいたが、晄は来朝を強要しなかった。それでも、湯王の再来と謳うたわれる賢けん王おうの即位を祝おうと、遠方から駆かけつけてきたのだった。

　南門にいるという二百頭の山羊は、衛え士じがどこかへ移したのか姿は見えない。

　途と中ちゆうで、楓牙と累焔は列を離れて、南堂の回廊に設けられた廷臣の席に座り、舜と莉由は嬉氏や偃氏など晄に縁ゆかりのある氏族の席へ座った。

　一方、也真は他国の王の席へと座った。それが鬼方左大将だということを知って、南庭が一いつ瞬しゆんどよめいた。しかしそれもすぐに静まり、晄は厳げん粛しゆくな空気の中、一人階きざはしを下りて、土を突つき固めて築いた祭さい壇だんの前へ座る。そこには先に利條と佟韋が待っていた。利條は玄げん端たんに身を包み、佟韋は相変わらず白しろ装しよう束ぞくだ。

　チン──、と静かな鐘かねの音が鳴った。祭壇の南で楽人たちが演奏を始める。塤けんが旋せん律りつを奏かなで、鼓この音が合わせる。

　天てん帝てい──天を司つかさどる神に、新しい王の即位を知らせているのである。

　楽の音に合わせて、佟韋が歌い始めた。朗々として厳おごそかに、力に溢あふれる声だった。

　その間に、利條は祭壇に据すえられた青銅の鼎かなえに火を入れる。鼎で肉を焼き、天帝への供く物もつとするのだ。

　大史令は累焔だが、晄の遷都計画に反対する者の多い中、羌きよう人じんである累焔が即位の儀ぎの祭さい祀し官を務めれば、一層の反感を買うと言って、累焔が師である利條を推おしたのだ。晄はそんなことを気にする必要はないと言ったのだが、無理を押せば、中傷されるのは自分ではなく累焔になってしまうので、結局利條に頼たのむことにした。

　鼎の煙けむりが天に昇のぼっていった。三月の空は穏おだやかに晴れ渡わたっていた。



『始まったみたいだな、おれも、晄の晴れ姿を見に行きてー』

　その頃ころ、王城の北の離れでは鳳がうずうずしていた。

『行けばいい。成鳥の姿なら、王城の護まもりの呪じゆ術じゆつに囚とらわれずに動けるのだろう？　すでに一回見られているのだから、遠えん慮りよすることはない』

　煒白は平然と言った。

『いいかな？』

　一度見られたから二度見られてもいいというわけではないと思うが、とにかく見に行きたい。

『じゃ、おれを思いっ切り高く投げてくれ。ここで、でかくなったら離れが壊こわれる』

　相変わらず変化は下手へたで、燕つばめや雀すずめにはなれないし、ひよこでは高く飛べない。

『わかった』

　煒白はむんずと鳳をつかむと、離はなれの階を下りて、北堂との境の内ない苑えんへ下りる。彼は、足を開いて腰を落とすと、ぐっと身体からだを反らし、その神しん妖ようの膂りよ力りよくをもって力いっぱい空に向かってひよこを投げた。

　ブン──。

　ひよこは風を切って、一直線に空の高みへ上っていく。

『お、見える見える』

　このままでは天まで行ってしまいそうなので、鳳は適当なところで成鳥の姿になった。



　美しい楽の音と、透すき通った佟韋の声とが絡からみ合って、空へ吸い込まれていく。

　晄は祭壇の前でひざまずき、その前に白はく皙せきの大だい史し令れいが立つ。

「殷の十七代王の嫡ちやく子し、晄が、今ここに殷の十九代王、子し盤ばん庚こうとして即そく位いしたことを、謹つつしんで天帝に申し上げまする」

　利條が、供物のために焼いている肉の煙を目で追いながら天を仰あおいだ。

「瑞ずい鳥ちようが──」

　南庭に居並ぶ廷臣や貴族たちは、利條の視線を追って目を瞠みはった。

　淡あわく霞かすんだ春の青空に、五色の羽を持った大きな鳥が、力強い光と淡く優やさしい光を翼つばさにまとわらせて、天帝に捧ささげる煙の柱を中心に、優ゆう雅がに旋せん回かいしていた。

　コ──。

　鳥が、一声高く鳴いた。胸のすくような明るい声が空に響ひびき渡る。大史令の奏上に答えたのだろうか。または巫ふ術じゆつ師しの歌に合わせたのかもしれない。

　その場に居合わせた者たちは、感動に身を震ふるわせてその声に耳を傾かたむけ、輝かがやく鳥が舞う姿に見入った。



『晄!!』

　晄の晴れ姿に、鳳は思わず叫さけんだ。心の中では手を振っているつもりだ。

『うまそーな匂におい。おれも食いてー。肉、取っとけよ』

　その後、彼が晄に向かってそう言ったが、幸いにして聴こえたのは晄と、離れの内苑で鳳を見上げていた煒白だけだった。



　その後、晄は商邑に遷せん都とし、湯王の治世を復活させて見事国を立て直す。

　殷の三十代王帝辛しんすなわち紂ちゆう王が、周の武ぶ王に討うたれて王朝が替わるまでのおよそ二百五十年、殷の都は商邑に置かれ、遷都することはなかったという。

　史書では、晄は陽甲の弟として名が残っているが、殷では、市し井せいで暮らしていた傍ぼう系けいの王子が即位した場合、前王の弟として系図に記すことがある。南庚の暗殺や、陽甲が水神に取り憑つかれて乱心したことを記録に残さないためにその方法をとったのかもしれない。

　あるいは、楓牙が莉由を妻に迎むかえ、晄は陽甲の義理の弟として系図に残ったのかもしれない。
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　夏空が眩まぶしい頃ころとなりましたが、皆みな様さま、お元気でいらっしゃるでしょうか？

　勝手に動き回る登場人物に翻ほん弄ろうされまくりでしたが、何とか物語に一応の終しゆう止し符ふを打つことができました。よかったです～。

　というわけで、ちょっと解説というか、言い訳を──。

　この物語では、殷いんを国の名として使っていますが、実際はまだ都市国家の時代なので、現代でいうような「国」という概がい念ねんはありませんでした。また、殷というのは、後に中ちゆう原げんを支配した周人が、殷人の住んでいた地域をそう呼んでいたのであって、殷人は自分たちの王都を大邑商と称しようしていたらしいです。この物語を書くにあたり、殷は他称だし、商は都の名だし、どうしようか迷ったのですが、私的に馴な染じみ深い殷を国名にしました。盤ばん庚こう様、ごめんなさい～。

　ある史書では、盤庚は黄河の南に都を置いたとありますが、殷いん墟きよは黄河の北の安陽にあります。そして、盤庚の遷せん都と以来、殷の都はずっと安陽にあったらしいのです。どういうことでしょう？　よくわからないので、殷墟辺りが商邑だったことにして、晄はそこへ遷都したことにしました。ちなみに、陽よう甲こうが王だった時の王都奄えんは曲きよく阜ふ県辺りにあったことにし、現在の鄭てい州しゆう商城がごう邑ゆう、偃えん師し商城が亳はく邑ゆうということにしてあります。亳邑は鄭州商城だと仰おつしやる学者様もいらっしゃいますが、そこは東方の世界ということでお許しください～。

　さて、楽しみにしていたカバーイラストの晄の指ですが、いや～、びっくりしました。そうきたか！　って感じです。私、晄ちゃんがパーで万歳するのかなと思っていましたよ。

　伊い藤とう先生には、登場人物の設定から関わっていただき、本当にお世話になりました。実は、人面蛇へび身の共工など、村田には不気味過ぎて想像できないキャラは、伊藤先生に丸投げしていたのです。図ずう々ずうしいお願いを快く引き受けてくださったこと、甲かつ冑ちゆうや青銅器、建物など、資料に基づいて、当時のものを忠実に描えがいてくださったこと、本当に有り難く思っております。

　また、歴代の担当様方を始め、編集部の皆様、校正者様、印刷所の方々には御ご迷めい惑わくをおかけいたしました。あらためてお礼とお詫わびを申し上げます。

　そして、ここまで支えてくださった読者の皆様に心から感謝いたします。皆様のお陰かげで、村田はこの日を迎むかえることができました。本当にありがとうございました。

　なお、十月に外伝を出していただけることになりました。楓牙が女神の風ふ呂ろに忍しのび込んだり、晄と死んだ汪李とのしばしの逢おう瀬せ（？）が実現したりというお話を書く予定です。黄帝と汪李のなれそめ（？）も書きたいな～と、夢を膨ふくらませているところです。どうか、そこまでお付き合いいただき、もう一度汪李に会ってやってください。ビーンズ文庫のホームページにも、月一でショートストーリーが載のります。そちらも読んでいただけるとさらに嬉うれしいです。

　それでは、猛もう暑しよの折、くれぐれもお身体からだに気をつけてお過ごしください。



村田　栞　　
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祝融　　　おや、今回の東方妖遊紀行は、私たちの座談会か？　最終巻だというのに、主人公を差し置いて、でしゃばってしまっていいのか？

黄帝　　　本当の最終巻は外伝だから、その時に締しめるつもりなんじゃないかな。それにしても、こうしているとまるで一家団だん欒らんって感じだね。

西王母　　なにを言っておる？　どうしてそうなるのじゃ？

黄帝　　　だって、僕がおじいちゃんで君がおばあちゃん、祝しゆく融ゆうがお父さんで九きゆう天てん玄げん女じよがお母さんでしょ。で、東とう岳がく大たい帝ていがお兄ちゃんで天てん仙せん娘じよう娘じようが妹。理想的な家族構成だよ。

西王母　　こんの、たわけものめが────っ!!　誰だれがばあさんじゃーっ！　妾わらわはお姉さんと呼ばれてしかるべきじゃろうがっ！

東岳大帝　私は、おぬしらより年上だがな。

天仙娘娘　あら、私は孫まご娘むすめでもよくってよ。

祝融　　　東岳大帝は何度か本編に登場しているから、人形が十歳ぐらいの少年だというのは憶おぼえているかもしれないが、天仙娘娘が七、八歳の少女の姿をとっていることなど、みなすっかり忘れているだろうに。

天仙娘娘　そうねぇ。こんな重要な役だったのに、今回は声だけの出演だったものね。

東岳大帝　天仙、お前がわざわざ人間界に降りて、共工の鎮しずめに力を貸すとは思わなかったぞ。

天仙娘娘　しょうがないわ。人間が大勢死んじゃったら、黄泉よみが人の魂たましいで溢あふれてしまうもの。そうなったら、人の魂を司つかさどるお父様だって大変でしょう？

黄帝　　　天仙娘娘。女じよ媧かや僕たちの積年の願いを叶かなえてくれた晄への褒ほう美びに、舜の目を治してやってくれないか？　でないと、彼らは西せい王おう母ぼの湯ゆ殿どのに忍しのび込んで来てしまう。

天仙娘娘　そうはいかないわ。たとえ一時だとしても、死んだ妖あやかしを蘇よみがえらせるなんて外法だし、そこまでしてあげる筋合いはないもの。

祝融　　　黄こう帝ていは、彼らに西王母の風ふ呂ろをのぞき見されることを心配しているのか？　相変わらずの愛妻家ぶりだね。

西王母　　こやつの妻になった覚えはないっ！　ふんっ。いずれ心配は無用じゃ。招かれもせずに、妾の湯殿に入ろうなどというふとどきものは、返り討うちにしてくれるゆえ。

黄帝　　　実は、そちらの方が心配なんだ。

西王母　　なんじゃと!?　そなた、妾が人前で裸ら体たいをさらしても、平気だとぬかすか!?

九天玄女　何だかんだ言って、西王母様は、黄帝に心配してもらいたいのですね。

祝融　　　相思相愛なのだな。どうだろう、この機会に私たちも夫婦になってみないかい？

九天玄女　剣けんの勝負で私に勝ったら、考えてあげてもいいですわよ。（にっこり）

東岳大帝　止めてくれ。せっかく本編がめでたい結末を迎むかえたというのに、戦いの女神と火神が真剣勝負などすれば、今度こそ人の世が滅ほろぶ。



    

  
    
      東とう方ほう妖よう遊ゆう記き

明日あすへの誓ちかいと最さい後ごの挑ちよう戦せん



村むら田た　栞しおり
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